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1. 本書の内容に関しては、将来予告無しに変更することがあります。 
2. 本取扱説明書の全部又は一部を無断で複製することはできません。 
3. 本書内に記載されている製品名等の固有名詞は各社の商標又は登録商標です。 
4. 本書内において、万一誤り、記載漏れなどお気付きのことがありましたらご連絡ください。 
5. 運用した結果の影響について、責任を一切負いかねます。 

■ 電波に関する注意 ■ 
● 本製品の使用周波数帯では、電子レンジ等の産業・科学・医療機器のほか工場の製造 
 ライン等で使用されている移動体識別用の構内無線局（免許を要する無線局）及び特 
 定小電力無線局（免許を要しない無線局）が運用されています。 
 1. 本製品を使用する前に、近くで移動体識別用の構内無線局及び特定小電力無線局が運 
 用されていないことを確認してください。 
 2. 万一、本製品から移動体識別用の構内無線局に対して電波干渉の事例が発生した場合 
 は、速やかに使用場所を変更するか、電波の発射を停止してください。 
● 本製品は、電波法に基づく小電力データ通信システムの無線局の端末設備として、技 
  術適合証明を受けています。本製品の分解/改造は違法となります。 
● 交通機関内や医療機関内などでは、本製品のご使用はお控えください。 
 電子機器や心臓ペースメーカーなどへの影響の可能性もあるため、ご利用に関しては 
 各交通機関及び各医療機関の案内及び指示に従ってください。 
 

2.4  FH  1

2.4GHz帯を使用する無線設備であることを表します。

変調方式が 「FH-SS方式」であることを表します。

想定される与干渉距離が１０ｍ以下であることを表します。

全帯域を使用し、移動体識別装置の帯域を回避不可能であることを表します。
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製品保証と注意事項 
 
「保証期間」 

本製品の保証期間は、下記の通りです。 
 
 Xenon 1900 ｼﾘｰｽﾞ 弊社出荷日より 5 年間 
 Xenon 1902 ｼﾘｰｽﾞ 弊社出荷日より 3 年間 
 Genesis780 ｼﾘｰｽﾞ 弊社出荷日より 2 年間 

 
「保証範囲」 

保証期間中に納入者側の責により故障を生じた場合は、納入者側において機器の

修理または交換を行います。但し、保証期間内であっても、次に該当する場合は、

保証対象から除外させていただきます。 
 

1. 需要者側の不適当な取り扱いならびに使用 
2. 故障の原因が納入者以外の事由に場合 
3. 外装部品の損傷 
4. 需要者側で改造・修理を行った場合 
5. 天災地変による場合 
 

尚、ここでいう保証は納入品単体の保障を意味するもので、納入品の故障により

誘発される損害はご容赦いただきます。 
 
「FCC ｸﾗｽ B 適合について」 

本装置は、FCC 規制のﾊﾟｰﾄ 15 に準拠するｸﾗｽ B ﾃﾞｼﾞﾀﾙ機器に対する制限に適合

しております。これらの制限は、商業環境での使用において妥当な保護措置がな

されています。しかし、居住地域に設置した場合、ﾗｼﾞｵ･ﾃﾚﾋﾞなどへの妨害（受

信障害）が起こることがあります。 
 
「CE ﾏｰｸについて」 

本 装 置 に 付 い て い る CE ﾏ ｰ ｸ は 、 2004/108/EC EMC に 記 載 さ れ た

EN55022:CLASS B, EN55024, EN61000-3-2, EN610003-3 規制に適合している

ことを示しています。また、弊社指定電源との出荷により、2006/95/EC Low 
Voltage Directive にも適合します。 

 
「LED の安全性について」 

EN60825-1 
本装置は、IEN60825-1 LED 安全規格に従ってﾃｽﾄされ、ｸﾗｽ 1 LED 装置の制限内

であることが確認されています。 
 
「Bluetooth 無線機器について」 

Bluetooth 搭載ｲﾒｰｼﾞｬは、ｱﾒﾘｶ電気・電子通信学会(IEEE)と米国規格協会(ANSI)
が作成し、連邦通信委員会(FCC)によって採用が勧告されている RF ｴﾈﾙｷﾞｰの安

全ﾚﾍﾞﾙについて該当する最新規格に適合するように設計されています。 
 

承認国 仕様 
日本 TELEC 
中国 SRRC 
韓国 RR 
台湾 DTG 

 
「修理」 

修理は全てｾﾝﾄﾞﾊﾞｯｸ方式で行います。現地での出張修理などは一切行いません。 
 
「その他」 

納入品の価格にはｻｰﾋﾞｽ費用は一切含んでおりません。 
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安全上のご注意 
 
安全にお使い頂くために必ずお守りください。 
 
警告・注意表示は、製品を安全に正しくお使い頂き、あなたや他の人々への危害や

財産への損害を未然に防ぐために守って頂きたい事項を示しています。 
その表示と意味は次のようになっています。内容をよく理解してから、本文を

お読み下さい。 
 
 
           この表示を無視して誤った取り扱いをすると死亡または 
            重傷を負う可能性が想定される内容を示しています。 
 
 
           この表示を無視して誤った取り扱いをすると傷害を負う 
             可能性が想定される内容および物的損傷の発生が想定さ 
                        れる内容を示しています。 
 
 
絵記号の意味 
 

＜注意＞ 
一般的な注意、警告、危険

の通知を示しています。 

＜禁止＞ 
一般的な禁止を示してい

ます。 

＜発火注意＞ 
発火の可能性が想定され

ることを示しています。 

＜水気禁止＞ 
風呂、シャワーなどの水気

の多い場所での使用を禁

止することを示していま

す。 

＜感電注意＞ 
感電の可能性が想定され

ることを示しています。 

＜分解禁止＞ 
製品の分解や改造を禁止

することを示しています。

＜破裂注意＞ 
破裂の可能性が想定され

ることを示しています。 

＜ケガ注意＞ 
指を挟まれるなど、ケガを

負う可能性が想定される

ことを示しています。 

 

警告 

注意  
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■本装置を絶対に分解しないで下さい。 ・故障・感電（火災）の原因になります。 
 
 
 
 
■直射日光が長時間当たる場所、粉塵の ・故障・感電（火災）の原因になります。 

多い場所、湿気が異常に多い場所、水 
を扱う場所、暖房機器など発熱物の近 
くでは使用しないで下さい。 

 
 
■ケーブルに重いものを載せないで下さ ・ケーブルの被覆破れや断線が発生し、 

い。また、ケーブルをねじったり、強   故障・感電（火災）の原因になります。 
く引張ったりしないで下さい。 

 
 
 
■引火性のガスや発火性の物質のある場 ・火災・爆発・故障の原因になります。 

所及び薬品や化学物質などを扱う場所 
では、絶対に使用しないで下さい。 

 
 
■故障した状態のままで使用しないで下 ・感電（火災）の原因になります。 

さい。異臭がする、煙が出たなどの異 
常が生じた時は、すぐに接続している 
機器の電源をＯＦＦにしコネクタを抜 
いて下さい。 

 

 

警告 
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■使用可能な温度・湿度内で使用して ・故障の原因になります。 
 下さい。 
 
 
 
■濡れた手でケーブルの接続や取り外 ・故障・感電の原因になります。 
 しを行わないで下さい。 
 
 
 
■長期的な振動（バイクの荷台や自転 ・故障の原因になります。 
 車での移動）や強いショック（落下） 
 を与えないで下さい。 
 
 
■温度が激しく変化する場所（夏場の ・装置のケースが変形したり、故障の原 
 車内）や熱器具など熱を発生する物   因になります。 
 の近くに放置しないで下さい。 
 
 
 
■不安定な場所（棚など）でのご使用 ・不用意な落下による故障やけがの原因 
 や保管は避けて下さい。    になります。 
 
 
 
 
■揮発性の高い有機溶剤（シンナー・ ・ケースの変形や変色の原因になります。 
 ベンジンなど）や薬品、化学雑巾で 
 拭かないでください。また、殺虫剤 
 を吹きかけないで下さい。 

注意 
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1. はじめに 
 
この度は、Honeywell 社製ｴﾘｱｲﾒｰｼﾞｬ(以下、ｲﾒｰｼﾞｬ)をご購入いただきまして誠

にありがとうございます。 
 
この説明書は、Honeywell 社のｲﾒｰｼﾞｬの基本的な使用方法と設定方法について

説明しております。ご使用になられる前に必ずお読みください。 
 
 
1.1 ご使用上の注意 
 
本装置は精密な電子部品で構成されていますので、絶対に分解しないでくださ

い。本装置が万一故障した場合は、お買い上げの販売店までご連絡ください。 
 
 
1.2 梱包内容の確認 
 
本装置の梱包内容は、下記のようになっています。ご確認の上、万一不足、破

損品がありましたら、お買い上げの販売店までご連絡ください。 
 
（梱包内容） 
 

ｹｰﾌﾞﾙ式ｲﾒｰｼﾞｬ 
 ｲﾒｰｼﾞｬ本体(指定ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽｹｰﾌﾞﾙ付) ------------------------- 1 台 
 ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽｹｰﾌﾞﾙ --------------------------------------------------- 1 本 
 AC ｱﾀﾞﾌﾟﾀ -------------------------------------------------------- 1 個 (*1) 
 簡易取扱説明書 ------------------------------------------------- 1 冊 

(*1) AC ｱﾀﾞﾌﾟﾀは、別途購入した場合に付属します。 
 
ﾜｲﾔﾚｽ式ｲﾒｰｼﾞｬ 

 ｲﾒｰｼﾞｬ本体 ------------------------------------------------------- 1 台 
 充電池ﾊﾟｯｸ ------------------------------------------------------- 1 個 
 AC ｱﾀﾞﾌﾟﾀ -------------------------------------------------------- 1 個 (*1) 
 簡易取扱説明書 ------------------------------------------------- 1 冊 

(*1) AC ｱﾀﾞﾌﾟﾀは、別途購入した場合に付属します。 
 
ﾜｲﾔﾚｽ式ｲﾒｰｼﾞｬ用ﾍﾞｰｽｽﾃｰｼｮﾝ又はｱｸｾｽﾎﾟｲﾝﾄ 

 ﾍﾞｰｽｽﾃｰｼｮﾝ又はｱｸｾｽﾎﾟｲﾝﾄ ------------------------------------ 1 台 
 ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽｹｰﾌﾞﾙ --------------------------------------------------- 1 本 
 AC ｱﾀﾞﾌﾟﾀ -------------------------------------------------------- 1 個 (*1) 

(*1) AC ｱﾀﾞﾌﾟﾀは、別途購入した場合に付属します。 
 
梱包箱は、修理などで製品を返送する場合、輸送時の損傷を避けるために必要

となります。大切に保管してください。 
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1.3 ﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬの LED･ﾋﾞｰﾌﾟｲﾝﾃﾞｨｹｰﾀ 
 
ﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬ及びﾍﾞｰｽｽﾃｰｼｮﾝは、ｵﾍﾟﾚｰﾀにｽﾃｰﾀｽを知らせるための LED 及びﾋﾞｰ

ﾌﾟｲﾝﾃﾞｨｹｰﾀを搭載しており、それぞれ下記のｽﾃｰﾀｽを意味します。 
 

ﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬの LED･ﾋﾞｰﾌﾟ 

LED ﾋﾞｰﾌﾟ 意味 

通常動作 

赤色 点滅 無し 電池残量が少ない 

緑色 点滅 1 回ﾋﾞｰﾌﾟ 通信成功又はﾘﾝｸ成功 

赤色 点滅 低音ﾋﾞｰﾌﾟ/ｴﾗｰﾋﾞｰﾌﾟ 通信失敗 

設定ﾒﾆｭｰﾊﾞｰｺ-ﾄﾞ読み取り 

緑色 点滅 2 回ﾋﾞｰﾌﾟ 設定成功 

赤色 点滅 低音ﾋﾞｰﾌﾟ/ｴﾗｰﾋﾞｰﾌﾟ 設定失敗 

 

ﾍﾞｰｽｽﾃｰｼｮﾝの充電ｽﾃｰﾀｽ LED 

LED 意味 

緑色 点灯 80%以上 充電済み 

緑色 低速点滅 
1 秒毎 ON/OFF 30% ~ 80% 充電済み 

緑色 高速点滅 
300 ﾐﾘ秒毎 ON/OFF 30%未満 充電済み 

 

ﾍﾞｰｽｽﾃｰｼｮﾝのｼｽﾃﾑｽﾃｰﾀｽ LED 

LED 意味 

赤色 点灯 電源 ON、待機中 

赤色 低速点滅 電源 ON、自己診断ｴﾗｰ 

赤色 高速点滅 無線通信･ﾎｽﾄ通信中 

赤色 1 回点滅 
約 30 秒毎に発生 Bluetooth 無線ｽﾃｰﾀｽ診断 
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1.4 ｲﾒｰｼﾞｬを充電する 
 
ﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬは、専用ﾘﾁｳﾑｲｵﾝ充電池ﾊﾟｯｸ(容量 1,800mAh)を採用しています。

この充電池ﾊﾟｯｸは、ﾌﾙ充電状態で約 14 時間(50,000 ｽｷｬﾝ)1
の動作が可能です。 

 
ﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬをﾍﾞｰｽｽﾃｰｼｮﾝに置くと、充電が自動的に行われます。充電が行わ

れている間、ﾍﾞｰｽｽﾃｰｼｮﾝの充電ｽﾃｰﾀｽ LED が緑色に点滅し、完了すると、常時

点灯に変わります。充電時間は約 4.5~5 時間です。 
 
✔ﾍﾞｰｽｽﾃｰｼｮﾝの電源を USB ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽｹｰﾌﾞﾙやｷｰﾎﾞｰﾄﾞｲﾝﾀｰﾌｪｲｽｹｰﾌﾞﾙ経由で PC

から供給している場合は、通常より長い充電時間が必要になります。専用

AC ｱﾀﾞﾌﾟﾀの接続をお勧めします。 
 
充電池の寿命 
充電池の特性上、十分な充電を行っても使用できる時間が短くなった時が交換

の目安となります。必ず、専用ﾘﾁｳﾑｲｵﾝ充電池ﾊﾟｯｸ(1000000495)をお求めくだ

さい。 
 
安全に、より長く充電池ﾊﾟｯｸをご使用いただくために 

 充電池ﾊﾟｯｸは、30%~60%程度充電された状態で出荷されています。ご購

入後、最初に約 5 時間 充電池ﾊﾟｯｸを充電してください。 
 充電は、5~40℃の環境で行ってください。 
 長期間使用しない場合は、液漏れの危険があるため、充電池ﾊﾟｯｸを取り

外して保管してください。 
 次頁の 危険・警告・注意をお読みの上、正しくお使いください。 

 
充電池ﾊﾟｯｸ・充電器の注意 
ﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬで指定されている専用の充電池ﾊﾟｯｸ及び充電器を必ずご使用くだ

さい。液漏れ・発熱・破裂の恐れがあり、大変危険です。以下の事項を必ずお

守りください。 
 

危険 

 専用充電器以外では充電しない。 
 ﾊﾝﾀﾞ付けや分解・改造・変形をしない。 
 火中投入、加熱ｼｮｰﾄしない。 
 液漏れした駅が目に入った時は、失明の恐れがありますので、こすらず

にきれいな水で十分洗った後、直ちに医師の治療を受けてください。 
 

警告 

 +-(ﾌﾟﾗｽ/ﾏｲﾅｽ)を正しく入れる。 
 +-(ﾌﾟﾗｽ/ﾏｲﾅｽ)を金属物に接触させない。また、金属製のﾈｯｸﾚｽやﾍｱﾋﾟﾝと

一緒に持ち運んだり保管しない。 
 外装ﾁｭｰﾌﾞをはがしたり傷つけない。 
 液漏れした液が手や衣服に付いた時は直ちにきれいな水で洗い流すこと。 
 液漏れや変色、変形に気づいたときは使用しない。 
 乳幼児の手の届かない所へ保管する。万が一飲み込んだ場合は、すぐに

医者に相談する。 
                                                                  
1  動作時間・ｽｷｬﾝ数は目安です。運用状況、周囲環境により異なりますので、ご注意ください。 
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注意 

 強い衝撃を与えたり、投げつけない。 
 水に濡らさない。 
 充電した電池と放電した電池を混用しない。 
 新旧の電池を混用して使用しない。 
 使用しない時は、機器から取り外す。 
 専用の充電池及び充電器以外は使用しない。 

 
充電池の廃棄について 

使用済みの充電池は ｢充電式電池ﾘｻｲｸﾙ協力店くらぶ｣に加入の 
電気店またはｽｰﾊﾟｰなどに設置されているﾘｻｲｸﾙﾎﾞｯｸｽに入れて 
ください。 
 
 
1.5 ﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬの充電池ﾊﾟｯｸを交換する 
 
下記の手順に従って、充電池ﾊﾟｯｸの交換を行ってください。 
 
1. ｲﾒｰｼﾞｬのﾎﾞﾄﾑｷｬｯﾌﾟにあるﾈｼﾞを緩めます。 
2. ﾊﾝﾄﾞﾙ部分から充電池ﾊﾟｯｸを取り外します。 
3. 新しい充電池ﾊﾟｯｸをﾊﾝﾄﾞﾙ部分にｾｯﾄします。 
4. ﾎﾞﾄﾑｷｬｯﾌﾟを元に戻し、ﾈｼﾞを締めれば完了です。 
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2. ｲﾒｰｼﾞｬと PC と接続する 
 
 
2.1 RS232C ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽで接続する 
 
下図を参照して、PC を接続してください。ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽの初期化については、本

書｢4.2 簡単ｾｯﾄｱｯﾌﾟ｣を参照ください。 
 

 

 
 
 
 
下記に RS232C ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽｹｰﾌﾞﾙのﾋﾟﾝ配列を示します。 
 

RS232C ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽｹｰﾌﾞﾙ ﾋﾟﾝ配列 
D-Sub9 ﾒｽｺﾈｸﾀ 

 5 1 

9 6 

 

ﾋﾟﾝ番号 信号名 
1 ｼｰﾙﾄﾞ 
2 TxD
3 RxD
4 N/C
5 GND 
6 N/C 
7 CTS
8 RTS
9 ｲﾒｰｼﾞｬ電源 DC5V 

AC ｱﾀﾞﾌﾟﾀ接続時の注意 
CBL-120-300-C00 RS232C ｹｰﾌﾞﾙ 
AC ｱﾀﾞﾌﾟﾀをｹｰﾌﾞﾙ側のｼﾞｬｯｸに接続してください。 
CBL-020-300-C00 RS232C ｹｰﾌﾞﾙ(TTL) 
AC ｱﾀﾞﾌﾟﾀをﾍﾞｰｽｽﾃｰｼｮﾝ側のｼﾞｬｯｸに接続してください。 
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2.2 ｷｰﾎﾞｰﾄﾞｲﾝﾀｰﾌｪｲｽで接続する 
 
下図を参照して、PC を接続してください。ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽの初期化については、本

書｢4.2 簡単ｾｯﾄｱｯﾌﾟ｣を参照ください。 
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2.3 USB ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽで接続する 
 
下図を参照して、PC を接続してください。ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽの初期化については、本

書｢4.2 簡単ｾｯﾄｱｯﾌﾟ｣を参照ください。 
 

 

 
 

 
 

✔USB ﾊﾞｰﾁｬﾙ COM ﾄﾞﾗｲﾊﾞのｲﾝｽﾄｰﾙ方法は、製品に添付の簡易説明書及び別冊 
の｢USB-COM ﾄﾞﾗｲﾊﾞｲﾝｽﾄｰﾙ手順｣を参照ください。 
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2.5 ﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬとﾍﾞｰｽｽﾃｰｼｮﾝのﾘﾝｸを確立する 
 
ご購入されたﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬは、初期状態では、ﾍﾞｰｽｽﾃｰｼｮﾝとのﾘﾝｸが確立してい

ません。下記の手順に従って、ﾘﾝｸの確立を行ってください。 
 
1. 前ﾍﾟｰｼﾞまでを参照して、PC とﾍﾞｰｽｽﾃｰｼｮﾝを正しく接続します。 
2. ﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬをﾍﾞｰｽｽﾃｰｼｮﾝにｾｯﾄします。ﾋﾟﾛﾛ-というﾋﾞｰﾌﾟ音が鳴った後、

ﾘﾝｸ試行が始まります。ﾌﾟｯﾌﾟｯﾌﾟｯﾌﾟｯﾌﾟｯﾌﾟｯ…..ﾋﾟｺ(ﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬの緑色

LED も瞬時点灯)というﾋﾞｰﾌﾟ音が鳴れば、ﾘﾝｸは成功です。 
 

  
 

3. ﾘﾝｸが始まらない場合は、下記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝして、再度、ｲﾒｰｼﾞ

ｬをﾍﾞｰｽｽﾃｰｼｮﾝにｾｯﾄしてみてください。 
 

~ B T _ R P L 1 .  
 
 
✔ﾍﾞｰｽｽﾃｰｼｮﾝとのﾘﾝｸが確立していない場合 

 
 1. ﾄﾘｶﾞﾎﾞﾀﾝを押すと、ﾌﾟｯというﾋﾞｰﾌﾟ音が鳴ります。 
 2. ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝすると、ﾌﾟｰﾌﾟｰﾌﾟｰというﾋﾞｰﾌﾟ音が鳴り、同時に 
   赤色 LED が 3 回点滅します。 
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3. ｲﾒｰｼﾞｬの読み取り操作 
 
本章ではｲﾒｰｼﾞｬの読み取り操作について説明します。 
 
3.1 ｲﾒｰｼﾞｬの読み取り操作 
 
ｲﾒｰｼﾞｬでﾊﾞｰｺｰﾄﾞ及び二次元ｺｰﾄﾞを読み取る場合、下図に示す様にｴﾘｱｲﾒｰｼﾞｬ

のｴｲﾐﾝｸﾞﾋﾞｰﾑ(赤色又は緑色の LED ﾋﾞｰﾑ)が目的のｺｰﾄﾞのｾﾝﾀｰになるように照

射します。ｴﾘｱｲﾒｰｼﾞｬは、360°読み取りが可能なため、読み取り易い方向にｴ

ｲﾐﾝｸﾞﾋﾞｰﾑを照射することができます。 
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4. ﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定 
 
ｲﾒｰｼﾞｬのﾊﾟﾗﾒｰﾀは本章に記載する専用ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞを使って設定します。 
 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定を始める前に、PC とｲﾒｰｼﾞｬを正しく接続し、ﾊﾞｰｺｰﾄﾞの読み取りが

行える状態にしてください。 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表の使い方 
 
 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ

~ K B D S T Y 0 .

CAPS LOCK ｵﾌ 
通常CAPS LOCKｵﾌでｺﾝﾋﾟｭ

ｰﾀを使用します。 
■ 

~ K B D S T Y 1 .

CAPS LOCK ｵﾝ 
通常CAPS LOCKｵﾝでｺﾝﾋﾟｭ

ｰﾀを使用します。 
 

~ K B D S T Y 6 .

CAPS LOCK 自動検出 
CAPS LOCK 状態を自動検

出します。この設定は、CAPS 
LOCK ｽﾃｰﾀｽ LED を搭載し

た PC-AT, PS/2 のみ有効で

す。 

 

 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄ  ゙
このﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝすると、説明欄にあ

るﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定が行えます。 

ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ欄 
ﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬのﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ設定値を意味しま

す。ﾕｰｻﾞｰの設定値を書き込むﾒﾓ欄としても

利用できます。 

説明欄 
ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞの説明･設定手順が書かれて

います。 

 
 
 
4.1 ｼｽﾃﾑｺﾏﾝﾄﾞ 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 

全ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

~ D E F O V R .  
↓ 

~ D E F A L T .  

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定値を工場出荷時のﾃﾞｨﾌｫ

ﾙﾄ設定値に戻します。ﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬ

の場合は、ﾍﾞｰｽｽﾃｰｼｮとの接続を再

度確立させてください。 

ｶｽﾀﾑﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ設定 

~ M N U C D F .  

ｶｽﾀﾑﾃﾞｨﾌｫﾙﾄを設定します。設定し

たい項目のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝす

る前に左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺ-ﾄﾞをｽｷｬﾝ

します。 

ｶｽﾀﾑﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

~ D E F A L T .  

ｶｽﾀﾑﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ設定値に戻します。ﾜｲ

ﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬの場合は、ﾍﾞｰｽｽﾃｰｼｮとの

接続を再度確立させてください。 

ﾃﾞｺｰﾀﾞﾘﾋﾞｼﾞｮﾝ表示 

~ R E V _ D R .  

ﾃﾞｺｰﾀﾞﾘﾋﾞｼﾞｮﾝを出力します。 

ｽｷｬﾝﾄﾞﾗｲﾊﾞﾘﾋﾞｼﾞｮﾝ表示 

~ R E V _ S D .  

ｽｷｬﾝﾄﾞﾗｲﾊﾞﾘﾋﾞｼﾞｮﾝを出力します。
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ﾃﾞｰﾀﾌｫｰﾏｯﾄ設定表示 

~ D F M B K 3 ? .  

現在のﾃﾞｰﾀﾌｫｰﾏｯﾄ設定を出力します。 

TotalFreedom ｺﾏﾝﾄﾞ 

ｲﾒｰｼﾞﾝｸﾞｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ有効 

~ P L G I P E 1 .  

ｲﾒｰｼﾞﾝｸﾞｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝを有効にします。 

ｲﾒｰｼﾞﾝｸﾞｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ無効 

~ P L G I P E 0 .  

ｲﾒｰｼﾞﾝｸﾞｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝを無効にします。 

ﾃﾞｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ有効 

~ P L G D C E 1 .  

ﾎﾟｰﾄ番号, ﾜｰｸｸﾞﾙｰﾌﾟ, ｲﾒｰｼﾞｬ名, ｱﾄﾞﾚｽ
などの情報を出力します。 

ﾃﾞｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ無効 

~ P L G D C E 0 .  

ﾎﾟｰﾄ番号, ﾜｰｸｸﾞﾙｰﾌﾟ, ｲﾒｰｼﾞｬ名, ｱﾄﾞﾚｽ
などの情報を出力します。 

ﾌｫｰﾏｯﾃｨﾝｸﾞｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ有効 

~ P L G F O E 1 .  

ﾎﾟｰﾄ番号, ﾜｰｸｸﾞﾙｰﾌﾟ, ｲﾒｰｼﾞｬ名, ｱﾄﾞﾚｽ
などの情報を出力します。 

ﾌｫｰﾏｯﾃｨﾝｸﾞｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ無効 

~ P L G F O E 0 .  

ﾎﾟｰﾄ番号, ﾜｰｸｸﾞﾙｰﾌﾟ, ｲﾒｰｼﾞｬ名, ｱﾄﾞﾚｽ
などの情報を出力します。 

ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝﾘｽﾄ 

~ P L G I N F .  

ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝﾘｽﾄを出力します。 

 
✔TotalFreedom ｺﾏﾝﾄﾞの設定を有効にするため、ｲﾒｰｼﾞｬをﾘｾｯﾄしてくさい。 
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4.2 ｲﾒｰｼﾞｬの簡単ｾｯﾄｱｯﾌﾟ 
 
4.2.1 ﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬの初期化 
 
最初にﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬとﾍﾞｰｽｽﾃｰｼｮﾝのﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定値を工場出荷時の初期状態にﾘｾ

ｯﾄして、ﾘﾝｸを確立させます。ﾘﾝｸが確立すれば、各ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽの初期化に進んで

ください。 
 
1. PC とﾍﾞｰｽｽﾃｰｼｮﾝを正しく接続します。 
2. 下記の｢全ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ｣ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞを左から順にｽｷｬﾝします。 

 
全ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

~ D E F O V R .   →  ~ D E F A L T .  
 

3. ﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬをﾍﾞｰｽｽﾃｰｼｮﾝにｾｯﾄします。ﾋﾟﾛﾛ-というﾋﾞｰﾌﾟ音が鳴った後、

ﾘﾝｸ試行が始まります。ﾌﾟｯﾌﾟｯﾌﾟｯﾌﾟｯﾌﾟｯﾌﾟｯ…..ﾋﾟｺ(ﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬの緑色

LED も瞬時点灯)というﾋﾞｰﾌﾟ音が鳴れば、ﾘﾝｸは成功です。 
 

   
 

4. ﾘﾝｸが始まらない場合は、下記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝして、再度、ｲﾒｰｼﾞ

ｬをﾍﾞｰｽｽﾃｰｼｮﾝにｾｯﾄしてみてください。 
 

~ B T _ R P L 1 .  
 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定値を工場出荷時にﾘｾｯﾄする必要が無い場合は、｢全ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ｣ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞ

ｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝせず、ﾘﾝｸの確立のみを行い、各ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽの初期化に進んでくださ

い。 
 
 
✔ﾍﾞｰｽｽﾃｰｼｮﾝとのﾘﾝｸが確立していない場合 

 
 1. ﾄﾘｶﾞﾎﾞﾀﾝを押すと、ﾌﾟｯというﾋﾞｰﾌﾟ音が鳴ります。 
 2. ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝすると、ﾌﾟｰﾌﾟｰﾌﾟｰというﾋﾞｰﾌﾟ音が鳴り、同時に 
   赤色 LED が 3 回点滅します。 
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4.2.2 RS232C ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽの初期化 
 
PC とｲﾒｰｼﾞｬ又はﾍﾞｰｽｽﾃｰｼｮﾝを RS232C ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽｹｰﾌﾞﾙで接続している場合は、

この初期化ﾒﾆｭｰをご使用ください。 
 

上から順番にｽｷｬﾝしてください 

~ T E R M I D .  
ﾀｰﾐﾅﾙ ID 設定開始 

~ K 0 K  

RS232C ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ 
~ K 0 K  

~ K 0 K  

~ 2 3 2 B A D 5 .
9600/8/N/1 

~ 2 3 2 W R D 2 .

※ 設定完了後、ｲﾒｰｼﾞｬ及び PC の電源をｵﾌにし、再立ち上げを行ってください。 
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4.2.3 DOS/V ｷｰﾎﾞｰﾄﾞｲﾝﾀｰﾌｪｲｽの初期化 
 
PC とｲﾒｰｼﾞｬ又はﾍﾞｰｽｽﾃｰｼｮﾝを DOS/V ｷｰﾎﾞｰﾄﾞｲﾝﾀｰﾌｪｲｽｹｰﾌﾞﾙで接続している

場合は、この初期化ﾒﾆｭｰをご使用ください。 
 

上から順番にｽｷｬﾝしてください(ﾃﾞｽｸﾄｯﾌﾟ PC) 

~ P A P _ A T .  

PC AT ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ 
ﾃﾞｽｸﾄｯﾌﾟ PC 
ﾃﾞｰﾀ+ｴﾝﾀｰｷｰ 

~ K B D C T Y 2 8 .  
日本語ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ 

※ 設定完了後、ｲﾒｰｼﾞｬ及び PC の電源をｵﾌにし、再立ち上げを行ってください。 
 
 

上から順番にｽｷｬﾝしてください(ﾉｰﾄ PC) 

~ P A P L T D .  

PC AT ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ 
ﾉｰﾄ PC 外付けｷｰﾎﾞｰﾄﾞ無し 
ﾃﾞｰﾀ+ｴﾝﾀｰｷｰ 

~ K B D C T Y 2 8 .  
日本語ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ 

※ 設定完了後、ｲﾒｰｼﾞｬ及び PC の電源をｵﾌにし、再立ち上げを行ってください。 
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4.2.4 USB ｷｰﾎﾞｰﾄﾞｲﾝﾀｰﾌｪｲｽの初期化 
 
PC とｲﾒｰｼﾞｬ又はﾍﾞｰｽｽﾃｰｼｮﾝを USB ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽｹｰﾌﾞﾙで接続している場合は、こ

の初期化ﾒﾆｭｰをご使用ください。 
 

上から順番にｽｷｬﾝしてください 

~ T E R M I D .  
ﾀｰﾐﾅﾙ ID 設定開始 

~ K 1 K  

USB ｷｰﾎﾞｰﾄﾞｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ 
~ K 3 K  

~ K 4 K  

※ 設定完了後、ｲﾒｰｼﾞｬ及び PC の電源をｵﾌにし、再立ち上げを行ってください。 
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4.2.5 USB ﾊﾞｰﾁｬﾙ COM ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽの初期化 
 
PC とｲﾒｰｼﾞｬ又はﾍﾞｰｽｽﾃｰｼｮﾝを USB ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽｹｰﾌﾞﾙで接続している場合は、こ

の初期化ﾒﾆｭｰをご使用ください。 
 

上から順番にｽｷｬﾝしてください 

~ T E R M I D .  
ﾀｰﾐﾅﾙ ID 設定開始 

~ K 1 K  

USB ﾊﾞｰﾁｬﾙ COM ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ 
~ K 3 K  

~ K 0 K  

※ 設定完了後、ｲﾒｰｼﾞｬ及び PC の電源をｵﾌにし、再立ち上げを行ってください。 
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4.2.6 ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ/ｻﾌｨｯｸｽの初期化 
 
ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽは読み取ったﾃﾞｰﾀの前に付加される固定ﾃﾞｰﾀ、ｻﾌｨｯｸｽは読み取ったﾊﾞ

ｰｺｰﾄﾞの後ろに付加される固定ﾃﾞｰﾀを意味します。それぞれ 11 文字までの任意

のｷｬﾗｸﾀを設定できます。 
 

ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ 
(max.11 文字) 読取ﾃﾞｰﾀ ｻﾌｨｯｸｽ 

(max.11文字)
 
ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄは、ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ 無し･ｻﾌｨｯｸｽ 無しです。変更が必要な場合は、下記から

希望する初期化ﾒﾆｭｰを上から順番に読み取ってください。 
また、任意の文字列を設定したい場合は、｢4.9.6 ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ/ｻﾌｨｯｸｽの設定｣を参

照ください。 
 

ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ 無し/ｻﾌｨｯｸｽ 無し 

 

上から順番にｽｷｬﾝしてください 

~ P R E C A 2 .  
全ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ ｸﾘｱ 

~ S U F C A 2 .  
全ｻﾌｨｯｸｽ ｸﾘｱ 

 
 

ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ 無し/ｻﾌｨｯｸｽ CR(ｴﾝﾀｰｷｰ) 

 

上から順番にｽｷｬﾝしてください 

~ P R E C A 2 .  
全ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ ｸﾘｱ 

~ V S U F C R .  
全ｻﾌｨｯｸｽ CR(ｴﾝﾀｰｷｰ) 
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ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ 無し/ｻﾌｨｯｸｽ ｴﾝﾀｰｷｰ(ﾃﾝｷｰ) 

 

上から順番にｽｷｬﾝしてください 

~ P R E C A 2 .  
全ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ ｸﾘｱ 

~ S U F B K 2 .  
ｻﾌｨｯｸｽ設定開始 

~ K 9 K  
全ｼﾝﾎﾞﾙ 

~ K 9 K  
 

~ K 0 K  
ｴﾝﾀｰｷｰ(ﾃﾝｷｰ) 

~ K 1 K  
 

~ M N U S A V .  
ｻﾌｨｯｸｽ設定終了 
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ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ 無し/ｻﾌｨｯｸｽ TAB ｷｰ 

 

上から順番にｽｷｬﾝしてください 

~ P R E C A 2 .  
全ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ ｸﾘｱ 

~ S U F B K 2 .  
ｻﾌｨｯｸｽ設定開始 

~ K 9 K  
全ｼﾝﾎﾞﾙ 

~ K 9 K  
 

~ K 0 K  
TAB ｷｰ 

~ K 9 K  
 

~ M N U S A V .  
ｻﾌｨｯｸｽ設定終了 
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ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ 無し/ｻﾌｨｯｸｽ CR/LF 

 

上から順番にｽｷｬﾝしてください 

~ P R E C A 2 .  
全ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ ｸﾘｱ 

~ S U F B K 2 .  
ｻﾌｨｯｸｽ設定開始 

~ K 9 K  
全ｼﾝﾎﾞﾙ 

~ K 9 K  
 

~ K 0 K  
CR 

~ K D K  
 

~ K 0 K  
LF 

~ K A K  
 

~ M N U S A V .  
ｻﾌｨｯｸｽ設定終了 
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ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ STX/ｻﾌｨｯｸｽ ETX 

 

上から順番にｽｷｬﾝしてください 

~ P R E B K 2 .  
ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ設定開始 

~ K 9 K  
全ｼﾝﾎﾞﾙ 

~ K 9 K  
 

~ K 0 K  
STX 

~ K 2 K  
 

~ M N U S A V .  
ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ設定終了 

~ S U F B K 2 .  
ｻﾌｨｯｸｽ設定開始 

~ K 9 K  
全ｼﾝﾎﾞﾙ 

~ K 9 K  
 

~ K 0 K  
ETX 

~ K 3 K  
 

~ M N U S A V .  
ｻﾌｨｯｸｽ設定終了 
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4.3 ﾀｰﾐﾅﾙ ID 
 
ｲﾒｰｼﾞｬをお使いになる PC に合うｲﾝﾀｰﾌｪｲｽに初期化します。下記の表からお使

いになる PC(ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ)に合う 3 桁のﾀｰﾐﾅﾙ ID を確認してください。 
出荷時の設定は、ご購入されたｲﾝﾀｰﾌｪｲｽﾀｲﾌﾟにより異なります。 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ

~ T E R M I D .

ﾀｰﾐﾅﾙ ID 設定開始  
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝし、続け

て ｢数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣から 3 桁のﾀｰﾐ

ﾅﾙ ID をｽｷｬﾝし、最後に｢確定｣ﾊﾞｰｺ

ｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。 

 

数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表 

 
0 

 
1 

 
2 

 
3 

 
4 

 
5 

 
6 

 
7 

 
8 

 
9 

 
確定 

 
破棄 

 
ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ/ﾀｰﾐﾅﾙ(PC) ﾀｰﾐﾅﾙ ID 

IBM PC AT 互換 101/104 ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ 003 
IBM DOSV106/109 日本語ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ 102(未対応) 
USB 106/109 日本語ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ 134 
USB PC ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ 124 
USB MAC ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ 125 
USB HID POS 131 
USB ﾊﾞｰﾁｬﾙ COM ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ 130 
RS232 ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ 000 
ｼﾘｱﾙｳｪｯｼﾞｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ 050 
ﾜﾝﾄﾞｴﾐｭﾚｰｼｮﾝ(ｺｰﾄﾞ 39 ﾌｫｰﾏｯﾄ) 061 
ﾜﾝﾄﾞｴﾐｭﾚｰｼｮﾝ 064 
本書では、代表的なﾀｰﾐﾅﾙ ID のみを掲載しています。ご使用になるﾀｰﾐﾅﾙ(PC)が未掲載

の場合は、お手数ですが弊社までご連絡をお願いします。 
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4.4 ｷｰﾎﾞｰﾄﾞｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ 
 
4.4.1 ｷｰﾎﾞｰﾄﾞｶﾝﾄﾘｰの設定 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

~ K B D C T Y 0 .
USA ■ 

~ K B D C T Y 2 8 .
日本  

 
 

4.4.2 CAPS LOCK の設定 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

~ K B D S T Y 0 .

CAPS LOCK ｵﾌ 
通常 CAPS LOCK ｵﾌで PC を使

用します。 
■ 

~ K B D S T Y 1 .

CAPS LOCK ｵﾝ 
通常 CAPS LOCK ｵﾝで PC を使

用します。 
 

~ K B D S T Y 2 .

SHIFT LOCK ｵﾝ 
通常 SHIF LOCK ｵﾝで PC を使用

します。 
 

~ K B D S T Y 6 .

CAPS LOCK 自動検出 
CAPS LOCK 状態を自動検出し

ます。この設定は、CAPS LOCK
ｽﾃｰﾀｽ LED を搭載した PC-AT, 
PS/2 のみ有効です。 
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4.4.3 ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ動作ﾓｰﾄﾞの設定 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ

~ K B D S T Y 5 .

外付けｷｰﾎﾞｰﾄﾞｴﾐｭﾚｰｼｮﾝ 
ﾉｰﾄ PC で外付けｷｰﾎﾞｰﾄﾞを接続

しない場合に設定します。設定

後、必ずﾉｰﾄ PC の電源を再立ち

上げしてください。 

 

~ K B D N P S 1 .

ﾃﾝｷｰﾓｰﾄﾞｵﾝ 
数字ﾃﾞｰﾀをﾃﾝｷｰ入力として送信

します。 
 

~ K B D N P S 0 .

ﾃﾝｷｰﾓｰﾄﾞ ｵﾌ 
数字ﾃﾞｰﾀをﾌﾙｷｰﾎﾞｰﾄﾞ入力として

送信します。 
■ 

~ K B D C N V 0 .
大文字/小文字変換送信 ｵﾌ  

~ K B D C N V 1 .
大文字変換送信 ｵﾝ  

~ K B D C N V 2 .
小文字変換送信 ｵﾝ  

~ K B D C A S 1 .

CTRL+ASCII 入力 ｵﾝ 
CTRL+ASCII 入力をｵﾝにします。

実際送信されるｷｰｾｯﾄは、本書

｢A.2 ｷｰﾎﾞｰﾄﾞｺｰﾄﾞ対応表｣を参照

下さい。 

 

~ K B D C A S 0 .

CTRL+ASCII 入力 ｵﾌ 
CTRL+ASCII 入力をｵﾌにします。  

~ K B D T M D 1 .

ﾌｧﾝｸｼｮﾝｺｰﾄﾞ送信 ｵﾝ 
ﾌｧﾝｸｼｮﾝｺｰﾄﾞ送信をｵﾝにします。

実際送信されるｷｰｾｯﾄは、本書

｢A.2 ｷｰﾎﾞｰﾄﾞｺｰﾄﾞ対応表｣を参照

下さい。 

 

~ K B D T M D 0 .

ﾌｧﾝｸｼｮﾝｺｰﾄﾞ送信 ｵﾌ 
ﾌｧﾝｸｼｮﾝｺｰﾄﾞ送信をｵﾌにします。  
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4.5 RS232C ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ 
 
4.5.1 ﾎﾞｰﾚｰﾄの設定 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

~ 2 3 2 B A D 0 .
300bps  

~ 2 3 2 B A D 1 .
600bps  

~ 2 3 2 B A D 2 .
1,200bps  

~ 2 3 2 B A D 3 .
2,400bps  

~ 2 3 2 B A D 4 .
4,800bps  

~ 2 3 2 B A D 5 .
9.600bps  

~ 2 3 2 B A D 6 .
19,200bps  

~ 2 3 2 B A D 7 .
38,400bps  

~ 2 3 2 B A D 8 .
57,600bps  

~ 2 3 2 B A D 9 .
115,200bps ■ 
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4.5.2 ﾃﾞｰﾀﾌｫｰﾏｯﾄの設定 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ

~ 2 3 2 W R D 3 .

ﾃﾞ-ﾀﾋﾞｯﾄ 7 
ｽﾄｯﾌﾟﾋﾞｯﾄ 1 
ﾊﾟﾘﾃｨ 偶数 

 

~ 2 3 2 W R D 0 .

ﾃﾞ-ﾀﾋﾞｯﾄ 7 
ｽﾄｯﾌﾟﾋﾞｯﾄ 1 
ﾊﾟﾘﾃｨ 無し 

 

~ 2 3 2 W R D 6 .

ﾃﾞ-ﾀﾋﾞｯﾄ 7 
ｽﾄｯﾌﾟﾋﾞｯﾄ 1 
ﾊﾟﾘﾃｨ 奇数 

 

~ 2 3 2 W R D 4 .

ﾃﾞ-ﾀﾋﾞｯﾄ 7 
ｽﾄｯﾌﾟﾋﾞｯﾄ 2 
ﾊﾟﾘﾃｨ 偶数 

 

~ 2 3 2 W R D 1 .

ﾃﾞ-ﾀﾋﾞｯﾄ 7 
ｽﾄｯﾌﾟﾋﾞｯﾄ 2 
ﾊﾟﾘﾃｨ 無し 

 

~ 2 3 2 W R D 7 .

ﾃﾞ-ﾀﾋﾞｯﾄ 7 
ｽﾄｯﾌﾟﾋﾞｯﾄ 2 
ﾊﾟﾘﾃｨ 奇数 

 

~ 2 3 2 W R D 5 .

ﾃﾞ-ﾀﾋﾞｯﾄ 8 
ｽﾄｯﾌﾟﾋﾞｯﾄ 1 
ﾊﾟﾘﾃｨ 偶数 

 

~ 2 3 2 W R D 2 .

ﾃﾞ-ﾀﾋﾞｯﾄ 8 
ｽﾄｯﾌﾟﾋﾞｯﾄ 1 
ﾊﾟﾘﾃｨ 無し 

■ 

~ 2 3 2 W R D 8 .

ﾃﾞ-ﾀﾋﾞｯﾄ 8 
ｽﾄｯﾌﾟﾋﾞｯﾄ 1 
ﾊﾟﾘﾃｨ 奇数 
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4.5.3 RTS/CTS ﾊﾝﾄﾞｼｪｲｸの設定 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

~ 2 3 2 C T S 1 .

RTS/CTS ﾊﾝﾄﾞｼｪｲｸ ｵﾝ 

(ﾀｲﾑｱｳﾄ無し) 
 

~ 2 3 2 C T S 3 .

RTS/CTS ﾊﾝﾄﾞｼｪｲｸ ｵﾝ 

(ﾀｲﾑｱｳﾄ有り) 
 

~ 2 3 2 C T S 0 .
RTS/CTS ﾊﾝﾄﾞｼｪｲｸ ｵﾌ ■ 

~ 2 3 2 D E L .

RTS/CTS ﾊﾝﾄﾞｼｪｲｸﾀｲﾑｱｳﾄ 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝし、続

けて ｢数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣から設定

したい値を 1~5100 の範囲でｽｷｬﾝ

し、最後に｢確定｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ

します。設定単位は、ﾐﾘ秒です。

 

数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表 

 
0 

 
1 

 
2 

 
3 

 
4 

 
5 

 
6 

 
7 

 
8 

 
9 

 
確定 

 
破棄 
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4.5.4 XON/XOFF ﾊﾝﾄﾞｼｪｲｸの設定 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ

~ 2 3 2 X O N 1 .
XON/XOFF ﾊﾝﾄﾞｼｪｲｸ ｵﾝ  

~ 2 3 2 X O N 0 .
XON/XOFF ﾊﾝﾄﾞｼｪｲｸ ｵﾌ ■ 

~ 2 3 2 A C K 1 .
ACK/NAK ﾊﾝﾄﾞｼｪｲｸ ｵﾝ  

~ 2 3 2 A C K 0 .
ACK/NAK ﾊﾝﾄﾞｼｪｲｸ ｵﾌ ■ 

 
 
4.5.5 ACK/NAK ﾊﾝﾄﾞｼｪｲｸの設定 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ

~ 2 3 2 A C K 1 .
ACK/NAK ﾊﾝﾄﾞｼｪｲｸ ｵﾝ  

~ 2 3 2 A C K 0 .
ACK/NAK ﾊﾝﾄﾞｼｪｲｸ ｵﾌ ■ 
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4.6 USB ﾊﾞｰﾁｬﾙ COM ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ 
 
4.6.1 RTS/CTS ﾊﾝﾄﾞｼｪｲｸの設定 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

~ U S B C T S 1 .
RTS/CTS ﾊﾝﾄﾞｼｪｲｸ ｵﾝ  

~ U S B C T S 0 .
RTS/CTS ﾊﾝﾄﾞｼｪｲｸ ｵﾌ ■ 

 
 
4.6.2 ACK/NAK ﾊﾝﾄﾞｼｪｲｸの設定 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

~ U S B A C K 1 .
ACK/NAK ﾊﾝﾄﾞｼｪｲｸ ｵﾝ  

~ U S B A C K 0 .
ACK/NAK ﾊﾝﾄﾞｼｪｲｸ ｵﾌ ■ 
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4.7 Bluetooth ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ 
 
4.7.1 ﾍﾞｰｽｽﾃｰｼｮﾝ接続の設定 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ

~ R E S E T _ .

ﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬﾘｾｯﾄ 
ﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬをﾘｾｯﾄします。  

~ B T _ R M V .

ﾘﾝｸ解除 
ﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬとﾍﾞｰｽｽﾃｰｼｮﾝのﾘﾝｸを

解除します。 
 

~ B A S L N K 0 .

充電専用ﾓｰﾄﾞ 
ﾍﾞｰｽｽﾃｰｼｮﾝの無線をｵﾌにします。  

~ B A S L N K 1 .

充電&無線ﾘﾝｸﾓｰﾄﾞ 
ﾍﾞｰｽｽﾃｰｼｮﾝの無線をｵﾝにします。  

~ B A S C O N 0 , D N G 1 .

ﾛｯｸﾘﾝｸﾓｰﾄﾞ(ｼﾝｸﾞﾙｲﾒｰｼﾞｬ) 
ﾛｯｸﾘﾝｸﾓｰﾄﾞに設定します。1 つのﾍﾞ

ｰｽｽﾃｰｼｮﾝに 1 台のﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬを接

続できます。但し、ｵｰﾌﾟﾝﾘﾝｸﾓｰﾄﾞ

と異なり、新しいﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬをﾍﾞ

ｰｽｽﾃｰｼｮﾝにｾｯﾄしても、ﾘﾝｸが新たに

確立されることはありません。 

■ 

~ B A S C O N 1 , D N G 1 .

ｵｰﾌﾟﾝﾘﾝｸﾓｰﾄﾞ(ｼﾝｸﾞﾙｲﾒｰｼﾞｬ) 
ｵｰﾌﾟﾝﾘﾝｸﾓｰﾄﾞに設定します。1 つの

ﾍﾞｰｽｽﾃｰｼｮﾝに 1 台のﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬを

接続できます。ﾛｯｸﾘﾝｸﾓｰﾄﾞと異な

り、新しいｲﾒｰｼﾞｬをﾍﾞｰｽｽﾃｰｼｮﾝにｾ

ｯﾄすると、そのｲﾒｰｼﾞｬとﾘﾝｸが新た

に確立されます。 

 

~ B T _ R P L 1 .

強制再ﾘﾝｸ(ﾛｯｸﾘﾝｸﾓｰﾄﾞ) 
ﾛｯｸﾘﾝｸﾓｰﾄﾞで、強制的に新しいﾜｲﾔ

ﾚｽｲﾒｰｼﾞｬとﾘﾝｸを確立します。 
 

~ B A S C O N 2 , D N G 3 .

ﾏﾙﾁﾘﾝｸﾓｰﾄﾞ 
ﾏﾙﾁﾘﾝｸﾓｰﾄﾞに設定します。１つのﾍﾞ

ｰｽｽﾃｰｼｮﾝで最大 7 台のﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬ

とﾘﾝｸすることができます。 
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4.7.2 FIPS 暗号化ｲﾝﾃﾞｨｹｰﾀの設定 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

~ F P S L E D 1 .  
ﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬｲﾝﾃﾞｨｹｰﾀ ｵﾝ ■ 

~ F P S L E D 0 .  
ﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬｲﾝﾃﾞｨｹｰﾀ ｵﾌ  

正常ｲﾝﾃﾞｨｹｰﾀ : 橙色 LED 
FIPS ｾｷｭﾘﾃｨが正常に動作し、ﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬとﾍﾞｰｽｽﾃｰｼｮﾝ間の通信が暗号化

されている場合、ﾄﾘｶﾞを引くと点灯します。また、これには、ﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞ

ｬとﾍﾞｰｽｽﾃｰｼｮﾝに正常に FIPS ｿﾌﾄｳｪｱがﾛｰﾄﾞされたという意味もあります。 
 
ｴﾗｰｲﾝﾃﾞｨｹｰﾀ : 赤色 LED 
FIPS ｾｷｭﾘﾃｨが正常に動作しておらず、ﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬとﾍﾞｰｽｽﾃｰｼｮﾝ間の通信

が暗号化されていない場合、ﾄﾘｶﾞを引くと点灯します。また、これには、

ﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬには、FIPS ｿﾌﾄｳｪｱが正常にﾛｰﾄﾞされたが、ﾍﾞｰｽｽﾃｰｼｮﾝには、

ﾛｰﾄﾞされていないという意味もあります。 
 
ｴﾗｰｲﾝﾃﾞｨｹｰﾀ : ｾｷｭﾘﾃｨ警告ﾋﾞｰﾌﾟ 
ﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬとﾍﾞｰｽｽﾃｰｼｮﾝ間の通信が暗号化されていない場合、ﾃﾞｰﾀを読み

取った後、ｸﾞｯﾄﾞﾘｰﾄﾞﾋﾞｰﾌﾟに続いて、ｼｮｰﾄﾋﾞｰﾌﾟ 2 回が 1 分間の休止毎に鳴

動します。また、これには、ﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬには、FIPS ｿﾌﾄｳｪｱが正常にﾛｰﾄﾞ

されたが、ﾍﾞｰｽｽﾃｰｼｮﾝには、ﾛｰﾄﾞされていないという意味もあります。 
 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

~ F P S B E P 1 .  
ﾍﾞｰｽｽﾃｰｼｮﾝｲﾝﾃﾞｨｹｰﾀ ｵﾝ ■ 

~ F P S B E P 0 .  
ﾍﾞｰｽｽﾃｰｼｮﾝｲﾝﾃﾞｨｹｰﾀ ｵﾌ  

正常ｲﾝﾃﾞｨｹｰﾀ : 高音ｼｮｰﾄﾋﾞｰﾌﾟ & 赤色 LED 
ﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬとﾍﾞｰｽｽﾃｰｼｮﾝ間の通信が暗号化されている場合、ﾃﾞｰﾀを読み取

った後、高音ｼｮｰﾄﾋﾞｰﾌﾟが鳴動し、赤色 LED が点滅します。また、これに

は、ﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬとﾍﾞｰｽｽﾃｰｼｮﾝに正常に FIPS ｿﾌﾄｳｪｱがﾛｰﾄﾞされたという意

味もあります。 
 
ｴﾗｰｲﾝﾃﾞｨｹｰﾀ : ｾｷｭﾘﾃｨ警告ﾋﾞｰﾌﾟ 
ﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬとﾍﾞｰｽｽﾃｰｼｮﾝ間の通信が暗号化されていない場合、ﾃﾞｰﾀを読み

取った後、ｼｮｰﾄﾋﾞｰﾌﾟ 2 回が鳴動し、赤色 LED が点滅します。また、これ

には、ﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬには、FIPS ｿﾌﾄｳｪｱが正常にﾛｰﾄﾞされたが、ﾍﾞｰｽｽﾃｰｼｮﾝ

には、ﾛｰﾄﾞされていないという意味もあります。 
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4.7.3 自動再ﾘﾝｸの設定 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ

~ B T _ A C M 1 .
自動再ﾘﾝｸ ｵﾝ ■ 

~ B T _ A C M 0 .
自動再ﾘﾝｸ ｵﾌ  

~ B T _ M L A .

最大ﾘﾝｸ試行回数 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝし、続け

て ｢数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣から設定した

い値を 0~100 の範囲でｽｷｬﾝし、最

後に｢確定｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。 

0 

~ B T _ R L T .

再ﾘﾝｸﾀｲﾑｱｳﾄ 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝし、続け

て ｢数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣から設定した

い値を 1~100 の範囲でｽｷｬﾝし、最

後に｢確定｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。

設定単位は、秒です。 

3 

数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表 

 
0 

 
1 

 
2 

 
3 

 
4 

 
5 

 
6 

 
7 

 
8 

 
9 

 
確定 

 
破棄 

 
✔最大ﾘﾝｸ試行回数内に再ﾘﾝｸが確立できなかった場合、ﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬは再ﾘﾝｸ 

試行を中止します。再度、再ﾘﾝｸを試行したい場合は、ﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬのﾄﾘｶﾞ

を引くか、ﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬをﾍﾞｰｽﾕﾆｯﾄにｾｯﾄします。これにより、最大ﾘﾝｸ試行

回数ｶｳﾝﾀが 0 にﾘｾｯﾄされます。 
✔最大ﾘﾝｸ試行回数を 0 に設定した場合は、ﾊﾟﾜｰﾀｲﾑｱｳﾄ(｢4.8.2 ﾊﾟﾜｰﾀｲﾑｱｳﾄの 

設定｣を参照)で設定された時間が適用されます。 
✔再ﾘﾝｸﾀｲﾑｱｳﾄは、再ﾘﾝｸを試行する間隔を意味します。 
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4.7.4 通信圏外ｱﾗｰﾑの設定 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

~ B A S O R D .  

ﾍﾞｰｽｽﾃｰｼｮﾝ通信圏外ｱﾗｰﾑ時間 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝし、続け

て ｢数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣から設定した

い設定したい値を 0~3,000 の範囲

でｽｷｬﾝし、最後に｢確定｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞを

ｽｷｬﾝします。設定単位は、秒です。

0 (無し) 

~ B T _ O R D .  

ﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬ通信圏外ｱﾗｰﾑ時間 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝし、続け

て ｢数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣から設定した

い設定したい値を 0~3,000 の範囲

でｽｷｬﾝし、最後に｢確定｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞを

ｽｷｬﾝします。設定単位は、秒です。

0 (無し) 

~ B A S O R W .  

ﾍﾞｰｽｽﾃｰｼｮﾝ通信圏外ｱﾗｰﾑﾀｲﾌﾟ 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝし、続け

て ｢数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣から設定した

い設定したい値を 0~7 の範囲でｽｷｬ

ﾝし、最後に｢確定｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ

します。 

0 

~ B T _ O R W .  

ﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬ通信圏外ｱﾗｰﾑﾀｲﾌﾟ 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝし、続け

て ｢数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣から設定した

い設定したい値を 0~7 の範囲でｽｷｬ

ﾝし、最後に｢確定｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ

します。 

0 

数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表 

 
0 

 
1 

 
2 

 
3 

 
4 

 
5 

 
6 

 
7 

 
8 

 
9 

 
確定 

 
破棄 
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4.7.5 Bluetooth ﾊﾟﾜｰの設定 
 
既存の無線ﾈｯﾄﾜｰｸとの干渉を回避するため、ﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬの Bluetooth ﾊﾟﾜｰを調

整することができます。 
 

 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ

~ B T _ T X P 1 0 0 .

Bluetooth ﾊﾟﾜｰ 100% 
2.5mW, 4dBm ■ 

~ B T _ T X P 3 5 .

Bluetooth ﾊﾟﾜｰ 35% 
0.875mW, 0dBm  

~ B T _ T X P 5 .

Bluetooth ﾊﾟﾜｰ 5% 
0.125mW, -9dBm  

~ B T _ T X P 1 .

Bluetooth ﾊﾟﾜｰ 1% 
0.025mW, -16dBm  

~ R E S E T _ .
ﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬﾘｾｯﾄ  

: * : R E S E T _ .
ﾍﾞｰｽｽﾃｰｼｮﾝﾘｾｯﾄ  

 
✔Bluetooth ﾊﾟﾜｰの設定を変更した場合は、必ずﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬ及びﾍﾞｰｽｽﾃｰｼｮﾝの

ﾘｾｯﾄを行ってください。 
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4.7.6 通信圏外ﾒﾓﾘ機能/ﾊﾞｯﾁﾓｰﾄﾞの設定 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

~ B A T E N A 1 .  

通信圏外ﾒﾓﾘ機能 ｵﾝ 
ﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬが通信圏外で読み取っ

たﾃﾞｰﾀをﾌﾗｯｼｭﾒﾓﾘにﾒﾓﾘします。ﾒﾓ

ﾘされた読取ﾃﾞｰﾀは、ﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬ

が通信圏内に戻った時点で、自動送

信されます。 

 

~ B A T E N A 0 .  

通信圏外ﾒﾓﾘ機能 ｵﾌ 
ﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬが通信圏外で読み取っ

たﾃﾞｰﾀは保存されません。 
■ 

~ B A T E A N 2 .  

ﾊﾞｯﾁﾓｰﾄﾞ ｵﾝ 
ﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬは通信圏内･圏外に関

係なく、読み取ったﾃﾞｰﾀをﾌﾗｯｼｭﾒﾓ

ﾘにﾒﾓﾘします。ﾒﾓﾘされた読取ﾃﾞｰﾀ

は、ﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬをﾍﾞｰｽｽﾃｰｼｮﾝにｾｯ

ﾄするか、｢ﾒﾓﾘﾃﾞｰﾀ送信｣ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺ

ｰﾄﾞがｽｷｬﾝすると、送信されます。

 

~ B A T D L Y 0 .  
ﾒﾓﾘﾃﾞｰﾀ送信ﾃﾞｨﾚｲ 0 (無し) ■ 

~ B A T D L Y 2 5 0 .  

ﾒﾓﾘﾃﾞｰﾀ送信ﾃﾞｨﾚｲ 250 ﾐﾘ秒  

~ B A T D L Y 5 0 0 .  

ﾒﾓﾘﾃﾞｰﾀ送信ﾃﾞｨﾚｲ 500 ﾐﾘ秒  

~ B A T D L Y 1 0 0 0 .  

ﾒﾓﾘﾃﾞｰﾀ送信ﾃﾞｨﾚｲ 1,000 ﾐﾘ秒  

 
✔ﾒﾓﾘﾃﾞｰﾀ送信ﾃﾞｨﾚｲは、ﾒﾓﾘされた読取ﾃﾞｰﾀを送信する際に、各読取ﾃﾞｰﾀ間に

挿入されるﾃﾞｨﾚｲです。 
✔ﾒﾓﾘが一杯になると、ｴﾗｰﾋﾞｰﾌﾟを鳴動し、これ以上ﾒﾓﾘできないことをｵﾍﾟﾚｰ

ﾀに知らせます。ﾒﾓﾘ内の読取ﾃﾞｰﾀの送信を行ってください。 
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4.7.6.1 ﾊﾞｯﾁﾓｰﾄﾞの設定 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ

~ B A T Q T Y 1 .

数量ﾓｰﾄﾞ ｵﾝ 
数量ﾓｰﾄﾞをｵﾝにします。 
例えば、XYZ というｺｰﾄﾞを 3 回ｽｷｬ

ﾝすると、XYZ, 0003 というﾃﾞｰﾀが

ﾒﾓﾘされます。また、ｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝし

た後、次頁の数量ﾊﾞｰｺｰﾄﾞで直接数

量ﾃﾞｰﾀを入力･編集することができ

ます。 

 

~ B A T Q T Y 0 .

数量ﾓｰﾄﾞ ｵﾌ 
数量ﾓｰﾄﾞをｵﾌにします。 
例えば、XYZ というｺｰﾄﾞを 3 回ｽｷｬ

ﾝすると、XYZ というﾃﾞｰﾀが 3 件ﾒﾓ

ﾘされます。 

■ 

~ B A T L I F 0 .
ﾒﾓﾘﾃﾞｰﾀ送信 FIFO ■ 

~ B A T L I F 1 .
ﾒﾓﾘﾃﾞｰﾀ送信 LIFO  

~ B A T U N D .
最終ﾒﾓﾘﾃﾞｰﾀ削除  

~ B A T C L R .
ﾒﾓﾘﾃﾞｰﾀ全削除  

~ B A T _ T X .
ﾒﾓﾘﾃﾞｰﾀ送信  
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数量ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 

~ B A T N U M 0 .  
0 

~ B A T N U M 1 .  
1 

~ B A T N U M 2 .  
2 

~ B A T N U M 3 .  
3 

~ B A T N U M 4 .  
4 

~ B A T N U M 5 .  
5 

~ B A T N U M 6 .  
6 

~ B A T N U M 7 .  
7 

~ B A T N U M 8 .  
8 

~ B A T N U M 9 .  
9 

 
数量ﾊﾞｰｺｰﾄﾞの使い方 
目的のｺｰﾄﾞを読み取った後、1~9999(ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ値 1)の範囲で数量ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬ

ﾝします。 
 
例 1) 数量ﾃﾞｰﾀを 5 としたい場合 

1. 目的のｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ 
2. 数量ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ｢5｣をｽｷｬﾝ 

 
例 2) 数量ﾃﾞｰﾀを 1500 としたい場合 

3. 目的のｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ 
4. 数量ﾊﾞｰｺｰﾄﾞを｢1｣→｢5｣→｢0｣→｢0｣の順でｽｷｬﾝ 

 
例 3) 数量ﾃﾞｰﾀを 103 を 10 に変更したい場合 

1. 数量ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ｢0｣をｽｷｬﾝ (数量ﾃﾞｰﾀが 0103 → 1030 となる) 
2. 数量ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ｢0｣をｽｷｬﾝ (数量ﾃﾞｰﾀが 1030 → 0300 となる) 
3. 数量ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ｢1｣をｽｷｬﾝ (数量ﾃﾞｰﾀが 0300 → 3001 となる) 
4. 数量ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ｢0｣をｽｷｬﾝ (数量ﾃﾞｰﾀが 3001 → 0010 となる) 

 
 
 



  
 Honeywell Area Imager Series 

 4.29 
 © 2010, AIware Distribution Co., Ltd., All rights reserved 

4.7.7 ﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬ名の設定 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ

~ B T _ N A M 0 0 0 1 .  

ﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬ名 ｢0001｣  

~ B T _ N A M 0 0 0 2 .  

ﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬ名 ｢0002｣  

~ B T _ N A M 0 0 0 3 .  

ﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬ名 ｢0003｣  

~ B T _ N A M 0 0 0 4 .  

ﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬ名 ｢0004｣  

~ B T _ N A M 0 0 0 5 .  

ﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬ名 ｢0005｣  

~ B T _ N A M 0 0 0 6 .  

ﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬ名 ｢0006｣  

~ B T _ N A M 0 0 0 7 .  

ﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬ名 ｢0007｣  

~ R E S E T _ .

ﾘｾｯﾄ 
ﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬをﾘｾｯﾄし、ﾍﾞｰｽｽﾃｰｼｮﾝ

と再ﾘﾝｸします。 
 

 
✔Xenon 1902 ｼﾘｰｽﾞのﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬ名ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ値は、｢Xenon｣です。 
✔ﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬ名は、ｼﾘｱﾙｺﾏﾝﾄﾞ(5. ｼﾘｱﾙｺﾏﾝﾄﾞ参照)のﾊﾟｹｯﾄ内で使用します。 
✔ﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬ名を設定した場合は、必ずﾘｾｯﾄを行って下さい。 
✔ﾍﾞｰｽｽﾃｰｼｮﾝに複数の同一ﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬ名がﾘﾝｸしている場合は、最初にﾘﾝｸ確 

立したﾜｲﾚｽｲﾒｰｼﾞｬがｼﾘｱﾙｺﾏﾝﾄﾞを受信します。 
✔任意のﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬ名を設定する場合は、次頁をご利用下さい。 
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ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

~ B T _ N A M .  

ｲﾒｰｼﾞｬ名 設定開始 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝし、続け

て ｢英数字ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣から設定し

たい 10 桁迄のｲﾒｰｼﾞｬ名をｽｷｬﾝし、

最後に｢確定｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝしま

す。 
例えば、ｲﾒｰｼﾞｬ名を ABCD とする

場合、ABCD｢確定｣の順でｽｷｬﾝしま

す。 

 

~ R E S E T _ .  

ﾘｾｯﾄ 
ｲﾒｰｼﾞｬをﾘｾｯﾄし、ﾍﾞｰｽｽﾃｰｼｮﾝと再ﾘ

ﾝｸします。 
 

英数字ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表 

 
0 1 2 

 
3 

 
4 5 6 

 
7 

 
8 9 A 

 
B 

 
C D E 

 
F 

 
G H I 

 
J 

 
K L M 

 
N 

 
O P Q 

 
R 

 
S T U 

 
V 

 
W X Y 

 
Z 

 
確定 

 
破棄 

 

✔Xenon 1902 ｼﾘｰｽﾞのﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬ名ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ値は、｢Xenon｣です。 
✔ﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬ名は、ｼﾘｱﾙｺﾏﾝﾄﾞ(5. ｼﾘｱﾙｺﾏﾝﾄﾞ参照)のﾊﾟｹｯﾄ内で使用します。 
✔ﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬ名を設定した場合は、必ずﾘｾｯﾄを行って下さい。 
✔ﾍﾞｰｽｽﾃｰｼｮﾝに複数の同一ﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬ名がﾘﾝｸしている場合は、最初にﾘﾝｸ確 

立したﾜｲﾚｽｲﾒｰｼﾞｬがｼﾘｱﾙｺﾏﾝﾄﾞを受信します。 
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4.7.8 ﾜｰｸｸﾞﾙｰﾌﾟ番号の設定 
 
ﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬにﾜｰｸｸﾞﾙｰﾌﾟ番号を設定することで、ﾜｰｸｸﾞﾙｰﾌﾟ毎に異なるﾊﾟﾗﾒｰﾀ

設定値を持たせることができます。また、ﾜｰｸｸﾞﾙｰﾌﾟ番号指定して、ﾎｽﾄ ESC ｺ

ﾏﾝﾄﾞ(｢4.7.10 ﾎｽﾄ ESC ｺﾏﾝﾄﾞの設定｣を参照)を送信し、各ﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬのﾋﾞｰﾌﾟ

や LED を制御することが可能になります。 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ

~ G R P S E L 0 .
ﾜｰｸｸﾞﾙｰﾌﾟ番号 ｢0｣ ■ 

~ G R P S E L 1 .
ﾜｰｸｸﾞﾙｰﾌﾟ番号 ｢1｣  

~ G R P S E L 2 .
ﾜｰｸｸﾞﾙｰﾌﾟ番号 ｢2｣  

~ G R P S E L 3 .
ﾜｰｸｸﾞﾙｰﾌﾟ番号 ｢3｣  

~ G R P S E L 4 .
ﾜｰｸｸﾞﾙｰﾌﾟ番号 ｢4｣  

~ G R P S E L 5 .
ﾜｰｸｸﾞﾙｰﾌﾟ番号 ｢5｣  

~ G R P S E L 6 .
ﾜｰｸｸﾞﾙｰﾌﾟ番号 ｢6｣  

 
✔ﾜｰｸｸﾞﾙｰﾌﾟは、ﾍﾞｰｽｽﾃｰｼｮﾝと接続する場合に有効です。他の Bluetooth ﾃﾞﾊﾞｲ 

ｽでは使用できません。 
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4.7.9 SPP 接続の設定 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

~ B T _ D N G 5 .  
PC/ﾉｰﾄﾌﾞｯｸ用 SPP 接続  

~ B T _ D N G 1 .  
PDA 用 SPP 接続  

~ B T _ P I N .

PIN ｺｰﾄﾞ 設定開始 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝし、続けて 
｢英数字ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣から設定したい

16 桁迄の PIN ｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝし、最後に

｢確定｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。 
例えば、PIN ｺｰﾄﾞを 123456 とする場

合、123456｢確定｣の順でｽｷｬﾝします。

1234 

~ B T _ R M V .

SPP 接続解除 
SPP 接続を解除します。  

英数字ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表 

 
0 1 2 

 
3 

 
4 5 6 

 
7 

 
8 9 A 

 
B 

 
C D E 

 
F 

 
G H I 

 
J 

 
K L M 

 
N 

 
O P Q 

 
R 

 
S T U 

 
V 

 
W X Y 

 
Z 

 
確定 

 
破棄 

 

✔複数のｲﾒｰｼﾞｬを１つの仮想 COM ﾎﾟｰﾄに接続することはできません。 
✔通信圏外から通信圏内に戻った場合でも、自動的に再接続はできません。 
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4.7.10 ﾎｽﾄ ESC ｺﾏﾝﾄﾞの設定 
 
ﾎｽﾄ ESC ｺﾏﾝﾄﾞをｵﾝにすることで、PC からﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬの LED やﾌﾞｻﾞｰを制御

することが可能になります。例えば、PC 側で読取ﾃﾞｰﾀをﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽと照合検査

し、合致しない場合、ｵﾍﾟﾚｰﾀに対して、ｴﾗｰ状態を知らせることができます。

また、1 つのﾍﾞｰｽｽﾃｰｼｮﾝに対して、複数のﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬをﾘﾝｸさせている場合で

も、各ﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬにﾜｰｸｸﾞﾙｰﾌﾟ番号を割り当てることで、個別にﾎｽﾄ ESC ｺﾏﾝ

ﾄﾞを送信することができます。 
 

 
 

ﾎｽﾄ ESC ｺﾏﾝﾄﾞ ﾊﾟｹｯﾄﾌｫｰﾏｯﾄ 
ﾜｰｸｸﾞﾙｰﾌﾟ番号(1 ﾊﾞｲﾄ) ESC ｺﾏﾝﾄﾞ(可変長) ﾀｰﾐﾈｰﾀ(1 ﾊﾞｲﾄ) 

0(0x30) ~ 6(0x36) <ESC> a , (0x2C) 
例) ﾜｰｸｸﾞﾙｰﾌﾟ番号 0 のﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬに対して、<ESC>5<ESC>6 ｺﾏﾝﾄﾞを送信 

送信ﾊﾟｹｯﾄ : 0<ESC>5<ESC>6,    <ESC>=0x1B 
ｺﾏﾝﾄﾞﾘｽﾄ 

<ESC>a ﾊﾟﾗﾒｰﾀ変更成功時と同じ動作, ﾋﾞｰﾌﾟ(ﾋﾟﾛ) + 緑色 LED1 回点滅 
<ESC>b ﾊﾟﾗﾒｰﾀ変更失敗時と同じ動作, ﾋﾞｰﾌﾟ(ﾌﾟｰﾌﾟｰﾌﾟｰ) + 赤色 LED 3 回点滅 
<ESC>1 緑色 LED 135 ﾐﾘ秒間点灯(連続点灯時は、70 ﾐﾘ秒以上の間隔要) 
<ESC>2 緑色 LED 2 秒間点灯(連続点灯時は、500 ﾐﾘ秒以上の間隔要) 
<ESC>3 緑色 LED 5 秒間点灯(連続点灯時は、500 ﾐﾘ秒以上の間隔要) 
<ESC>4 低音ﾋﾞｰﾌﾟを 1 回鳴動 
<ESC>5 中音ﾋﾞｰﾌﾟを 1 回鳴動 
<ESC>6 高音音ﾋﾞｰﾌﾟを 1 回鳴動 
<ESC>7 読取/通信 OK, ﾋﾞｰﾌﾟ(ﾋﾟｯ) + 緑色 LED1 回点滅 
<ESC>8 読取/通信 NG(<ESC>b 同等),, ﾋﾞｰﾌﾟ(ﾌﾟｰﾌﾟｰﾌﾟｰ) + 赤色 LED 3 回点滅 

 
ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ

~ H S T A C K 1 .

ﾎｽﾄ ESC ｺﾏﾝﾄﾞ ACK ｵﾝ 
ﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬは読取ﾃﾞｰﾀ送信後、

ﾎｽﾄ ESC ｺﾏﾝﾄﾞ受信待ちになりま

す。ﾎｽﾄ ESC ｺﾏﾝﾄﾞを受信すれば、

その動作を行った後、次のｺｰﾄﾞ

読み取りに移ります。10 秒以内

に受信できなければ、ﾀｲﾑｱｳﾄとな

り、ｴﾗｰﾋﾞｰﾌﾟを鳴動します。 

 

~ H S T A C K 0 .
ﾎｽﾄ ESC ｺﾏﾝﾄﾞ ACK ｵﾌ ■ 

 
✔ﾎｽﾄ ESC ｺﾏﾝﾄﾞは、RS232C/USB ﾊﾞｰﾁｬﾙ COM ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽで使用できます。 
✔RS232C ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽの場合は、ﾎﾞｰﾚｰﾄを 9,600bps 以下に設定してください。 
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4.8 ｲﾝﾃﾞｨｹｰﾀ 
 
4.8.1 ｸﾞｯﾄﾞﾘｰﾄﾞﾌﾞｻﾞｰの設定 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

~ B E P B E P 1 .  

ｸﾞｯﾄﾞﾘｰﾄﾞﾌﾞｻﾞｰ ｵﾝ ■ 

~ B E P B E P 0 .  

ｸﾞｯﾄﾞﾘｰﾄﾞﾌﾞｻﾞｰ ｵﾌ  

~ B E P L V L 0 .  

ﾌﾞｻﾞｰ音量 無し  

~ B E P L V L 1 .  

ﾌﾞｻﾞｰ音量 小  

~ B E P L V L 2 .  

ﾌﾞｻﾞｰ音量 中  

~ B E P L V L 3 .  

ﾌﾞｻﾞｰ音量 大 ■ 

~ B E P F Q 1 1 6 0 0 .
ﾌﾞｻﾞｰ周波数 1,600Hz  

~ B E P F Q 1 4 2 0 0 .
ﾌﾞｻﾞｰ周波数 4,200Hz  

~ B E P F Q 1 2 7 0 0 .
ﾌﾞｻﾞｰ周波数 2,750Hz ■ 

~ B E P B I P 0 .  

ﾌﾞｻﾞｰ長 ﾉｰﾏﾙ ■ 

~ B E P B I P 1 .  

ﾌﾞｻﾞｰ長 ｼｮｰﾄ  
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ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ

~ B E P R P T .

ｸﾞｯﾄﾞﾘｰﾄﾞﾌﾞｻﾞｰ/LED 回数設定開始 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝし、続け

て ｢数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣から設定した

い回数を 1~9 の範囲でｽｷｬﾝし、最

後に｢確定｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。 

1 

数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表 

 
0 

 
1 

 
2 

 
3 

 
4 

 
5 

 
6 

 
7 

 
8 

 
9 

 
確定 

 
破棄 
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4.8.2 ｴﾗｰﾌﾞｻﾞｰの設定 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

~ B E P F Q 2 2 5 0 .  

ﾌﾞｻﾞｰ周波数 250Hz ■ 

~ B E P F Q 2 3 2 5 0 .
ﾌﾞｻﾞｰ周波数 3,250Hz  

~ B E P F Q 2 4 2 0 0 .
ﾌﾞｻﾞｰ周波数 4,200Hz  

~ B E P E R R .  

ｴﾗｰﾌﾞｻﾞｰ/LED 回数設定開始 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝし、続け

て ｢数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣から設定した

い回数を 1~9 の範囲でｽｷｬﾝし、最

後に｢確定｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。

1 

数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表 

 
0 

 
1 

 
2 

 
3 

 
4 

 
5 

 
6 

 
7 

 
8 

 
9 

 
確定 

 
破棄 
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4.8.3 ｸﾞｯﾄﾞﾘｰﾄﾞ LED の設定 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ

~ B E P L E D 1 .
ｸﾞｯﾄﾞﾘｰﾄﾞ LED ｵﾝ ■ 

~ B E P L E D 0 .
ｸﾞｯﾄﾞﾘｰﾄﾞ LED ｵﾌ  
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4.8 ｲﾒｰｼﾞｬｵﾌﾟｼｮﾝ 
 
4.8.1 ﾏﾆｭｱﾙ/ｼﾘｱﾙﾄﾘｶﾞﾓｰﾄﾞの設定 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

~ P A P H H F .

ﾏﾆｭｱﾙ/ｼﾘｱﾙﾄﾘｶﾞﾉｰﾏﾙﾓｰﾄﾞ 
ﾄﾘｶﾞﾎﾞﾀﾝ又はｼﾘｱﾙｺﾏﾝﾄﾞで読み取

りを開始するﾓｰﾄﾞです。ｴﾝﾊﾝｽﾄﾞﾓ

ｰﾄﾞに比べて、読取深度(DOF)が大

きくなります。 

■ 

~ P A P H H S .

ﾏﾆｭｱﾙ/ｼﾘｱﾙﾄﾘｶﾞｴﾝﾊﾝｽﾄﾞﾓｰﾄﾞ 
ﾄﾘｶﾞﾎﾞﾀﾝ又はｼﾘｱﾙｺﾏﾝﾄﾞで読み取

りを開始するﾓｰﾄﾞです。ﾉｰﾏﾙﾓｰﾄﾞ

に比べて、読取深度(DOF)は小さ

くなりますが、超高速ｽｷｬﾆﾝｸﾞを

実現します。 

 

~ T R G S T O .

読取ﾀｲﾑｱｳﾄ 設定開始 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝし、続

けて ｢数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣から設定

したい値を 0~300,000 の範囲でｽ

ｷｬﾝし、最後に｢確定｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷ

ｬﾝします。設定単位は、ﾐﾘ秒です。

0 

数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表 

 
0 

 
1 

 
2 

 
3 

 
4 

 
5 

 
6 

 
7 

 
8 

 
9 

 
確定 

 
破棄 

 
ﾏﾆｭｱﾙﾄﾘｶﾞﾓｰﾄﾞ ﾄﾘｶﾞﾎﾞﾀﾝを押している間、読み取りを行います。ﾃﾞｰﾀを読み取るか、ﾄﾘｶﾞﾎﾞﾀﾝを離すと、

読み取りを終了します。読取ﾀｲﾑｱｳﾄを設定した場合は、その時間が経過すると読み取りを終了します。 
ｼﾘｱﾙﾄﾘｶﾞﾓｰﾄﾞ 読取開始ｼﾘｱﾙｺﾏﾝﾄﾞを受信すると、読み取りを行います。ﾃﾞｰﾀを読み取るか、読取終了ｼﾘ

ｱﾙｺﾏﾝﾄﾞを受信すると、読み取りを終了します。読取ﾀｲﾑｱｳﾄを設定した場合は、その時間が経過すると読

み取りを終了します。 
 

読取開始 <SYN> T <CR> 
読取終了 <SYN> U <CR> <SYN> = 16hex, <CR> = 0Dhex 
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ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ

~ P W R N O L 0 .

ﾏﾆｭｱﾙ/ｼﾘｱﾙﾄﾘｶﾞ 
LED 照明 無し  

~ P W R N O L 1 0 0 .

ﾏﾆｭｱﾙ/ｼﾘｱﾙﾄﾘｶﾞ 
LED 照明 低照度  

~ P W R N O L 1 2 0 .

ﾏﾆｭｱﾙ/ｼﾘｱﾙﾄﾘｶﾞ 
LED 照明 中照度  

~ P W R N O L 1 5 0 .

ﾏﾆｭｱﾙ/ｼﾘｱﾙﾄﾘｶﾞ 
LED 照明 高照度 ■ 
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4.8.2 ﾊﾟﾜｰﾀｲﾑｱｳﾄの設定 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

~ B T _ L P T 0 .
ﾊﾟﾜｰﾀｲﾑｱｳﾄ 0 秒(無し)  

~ B T _ L P T 2 0 0 .  

ﾊﾟﾜｰﾀｲﾑｱｳﾄ 200 秒  

~ B T _ L P T 4 0 0 .  

ﾊﾟﾜｰﾀｲﾑｱｳﾄ 400 秒  

~ B T _ L P T 9 0 0 .  

ﾊﾟﾜｰﾀｲﾑｱｳﾄ 900 秒  

~ B T _ L P T 3 6 0 0 .  

ﾊﾟﾜｰﾀｲﾑｱｳﾄ 3,600 秒 ■ 

~ B T _ L P T 7 2 0 0 .  

ﾊﾟﾜｰﾀｲﾑｱｳﾄ 7,200 秒  

 
✔ｼﾘｱﾙ/ﾏﾆｭｱﾙﾄﾘｶﾞﾓｰﾄﾞにのみ有効です。 
✔ﾊﾟﾜｰﾀｲﾑｱｳﾄ時間が経過すると、ｲﾒｰｼﾞｬは電源をｵﾌにします。ﾄﾘｶﾞﾎﾞﾀﾝ 

を引くと、ﾊﾟﾜｰｱｯﾌﾟﾋﾞｰﾌﾟを鳴動し、復帰します。ﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬは、数秒後に

ﾘﾝｸを再確立しします。 
 
 
4.8.3 ｽﾀﾝﾄﾞ検知ｾﾝｻｰの設定 1 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

~ T R G S S W 1 .

ｽﾀﾝﾄﾞ検知ｾﾝｻｰ ｵﾝ 
ｲﾒｰｼﾞｬをｽﾀﾝﾄﾞにｾｯﾄすると自動

的にｵｰﾄｾﾝｽﾓｰﾄﾞに移行します。 
 

~ T R G S S W 0 .
ｽﾀﾝﾄﾞ検知ｾﾝｻｰ ｵﾌ  

 
 

                                                                  
1 ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝｴﾘｱｲﾒｰｼﾞｬは対応していません。 
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4.8.4 ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝﾓｰﾄﾞの設定 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ

~ T R G M O D 3 .

ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝﾓｰﾄﾞ 
ｲﾒｰｼﾞｬの読取ｴﾘｱにﾗﾍﾞﾙを差し出

すと自動的に読み取りを開始す

るﾓｰﾄﾞです。このﾓｰﾄﾞは読取ｴﾘｱ

の明暗を検知しているため、周囲

の照明が暗すぎると、正常に動作

しない場合があります。 

 

~ T R G P T O .

ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ読取ﾀｲﾑｱｳﾄ 
設定開始 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝし、続

けて ｢数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣から設定

したい値を 0~300,000 の範囲でｽ

ｷｬﾝし、最後に｢確定｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷ

ｬﾝします。設定単位は、ﾐﾘ秒です。 

5,000 

~ T R G P C K 1 .

読み取り後 LED ｵﾝ 
ﾃﾞｰﾀ読み取り後、少しの間 LED
をｵﾝの状態に保ちます。 

■ 

~ T R G P C K 0 .

読み取り後 LED ｵﾌ 
ﾃﾞｰﾀ読み取り後、直ぐに LED ｵﾌ

します。 
 

~ T R G P M S .

ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ感度 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝし、続

けて ｢数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣から設定

したい値を 0~20 の範囲でｽｷｬﾝ

し、最後に｢確定｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ

します。(0 = 最高感度) 

1 

数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表 

 
0 

 
1 

 
2 

 
3 

 
4 

 
5 

 
6 

 
7 

 
8 

 
9 

 
確定 

 
破棄 
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ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

~ P W R L D C 0 .

ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝﾓｰﾄﾞ 
LED 照明 無し  

~ P W R L D C 1 0 0 .

ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝﾓｰﾄﾞ 
LED 照明 低照度  

~ P W R L D C 1 2 0 .

ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝﾓｰﾄﾞ 
LED 照明 中照度  

~ P W R L D C 1 5 0 .

ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝﾓｰﾄﾞ 
LED 照明 高照度 ■ 

 
 
4.8.4.1 ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝｾﾝﾀﾘﾝｸﾞｳｨﾝﾄﾞｳ 
 
ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝｾﾝﾀﾘﾝｸﾞｳｨﾝﾄﾞｳを設定することで、確実に目的にﾊﾞｰｺｰﾄﾞを読ませ

ることが可能になります。例えば、下記の例では、ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝｾﾝﾀﾘﾝｸﾞｳｨﾝﾄﾞ

ｳを左 20%･右 30%･上 8%･下 25%に設定しているため、Bar Code1 を確実に

読み取り、Bar Code2 を読み取ることはありません。 
 

 
 
✔読み取り対象のﾊﾞｰｺｰﾄﾞがﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝｾﾝﾀﾘﾝｸﾞｳｨﾝﾄﾞｳに接触する形で通過す 

れば読み取りが行えます。ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ全体がﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝｾﾝﾀﾘﾝｸﾞｳｨﾝﾄﾞｳ内に収

まる必要はありません。 
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ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ

~ P D C W I N 1 .
ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝｾﾝﾀﾘﾝｸﾞｳｨﾝﾄﾞｳ 有り  

~ P D C W I N 0 .
ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝｾﾝﾀﾘﾝｸﾞｳｨﾝﾄﾞｳ 無し ■ 

~ P D C T O P .  

ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝｾﾝﾀﾘﾝｸﾞｳｨﾝﾄﾞｳ 上 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝし、続

けて ｢数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣から設定

したい値を 0~100 の範囲でｽｷｬﾝ

し、最後に｢確定｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ

します。 

40% 

~ P D C B O T .  

ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝｾﾝﾀﾘﾝｸﾞｳｨﾝﾄﾞｳ 下 
上記を参照ください。 60% 

~ P D C L F T .  

ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝｾﾝﾀﾘﾝｸﾞｳｨﾝﾄﾞｳ 左 
上記を参照ください。 40% 

~ P D C R G T .  

ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝｾﾝﾀﾘﾝｸﾞｳｨﾝﾄﾞｳ 右 
上記を参照ください。 60% 

数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表 
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4.8.5 ｽﾄﾘｰﾐﾝｸﾞﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝﾓｰﾄﾞの設定 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

~ P A P S P N .

ｽﾄﾘｰﾐﾝｸﾞﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ 
ﾉｰﾏﾙﾓｰﾄﾞ 
ｲﾒｰｼﾞｬは、照明 LED を常に点燈

させて、ｺｰﾄﾞを検知します。ｴﾝﾊﾝ

ｽﾄﾞﾓｰﾄﾞに比べて、読取深度(DOF)
が大きくなります。 

 

~ P A P S P E .

ｽﾄﾘｰﾐﾝｸﾞﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ 
ｴﾝﾊﾝｽﾄﾞﾓｰﾄﾞ 
ﾉｰﾏﾙﾓｰﾄﾞに比べて、読取深度

(DOF)は小さくなりますが、超高

速ｽｷｬﾆﾝｸﾞを実現します。 

 

 
 
4.8.6 携帯電話液晶読取ﾓｰﾄﾞの設定 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

~ P A P H H C .

携帯電話液晶読取ﾓｰﾄﾞ(ﾄﾘｶﾞ) 
ｲﾒｰｼﾞｬは、ﾄﾘｶﾞを引くと、読み取

りを行います。ｴﾝﾊﾝｽﾄﾞﾓｰﾄﾞに比

べて、読取深度(DOF)が大きくな

ります。 

 

~ P A P S P C .

携帯電話液晶読取ﾓｰﾄﾞ 
ｽﾄﾘｰﾐﾝｸﾞﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ 
ｲﾒｰｼﾞｬは、照明 LED を常に点燈

させて、ｺｰﾄﾞを検知します。ﾉｰﾏﾙ

ﾓｰﾄﾞに比べて、読取深度(DOF)は
小さくなりますが、超高速ｽｷｬﾆﾝ

ｸﾞを実現します。 

 

~ P A P P R C .

携帯電話液晶読取ﾓｰﾄﾞ 
ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ 
ｲﾒｰｼﾞｬは、ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄを検知する

と、照明 LED を点燈させて、ｺｰﾄﾞ

を読み取ります。 

 

 
✔携帯電話の液晶画面やその他 LCD 画面を読み取るためのﾓｰﾄﾞです。このﾓｰ

ﾄﾞでは、印刷されたｺｰﾄﾞの読み取り速度がわずかに遅くなります。 
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4.8.7 CodeGate®の設定 
 
CodeGate®を有りに設定すると、ﾄﾘｶﾞﾎﾞﾀﾝが押されるまで、読取ﾃﾞｰﾀを送信

しません。 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ

~ A O S C G D 0 .

CodeGate® 無し 

(Out-of-Stand) 
■ 

~ A O S C G D 1 .

CodeGate® 有り 

(Out-of-Stand) 
 

 
 
4.8.8 ｲﾒｰｼﾞｽﾅｯﾌﾟ&ｼｯﾌﾟの設定 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ

~ T R G M O D 6 .

ｲﾒｰｼﾞｽﾅｯﾌﾟ&ｼｯﾌﾟ 
ｲﾒｰｼﾞｬは、ｲﾒｰｼﾞ撮影ﾓｰﾄﾞで動作

します。ﾄﾘｶﾞを引くと、ｲﾒｰｼﾞ撮

影が行われ、ｲﾒｰｼﾞ画像(ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 
jpg)がﾎｽﾄに送信されます。 

 

 
✔この設定を行うと設定用ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞを含む全てのｺｰﾄﾞ読み取りができな

くなります。ｺｰﾄﾞの読み取りを行う場合は、｢4.8.1 ﾏﾆｭｱﾙ/ｼﾘｱﾙﾄﾘｶﾞﾓｰﾄﾞの設

定｣にある他のﾄﾘｶﾞﾓｰﾄﾞをｼﾘｱﾙｺﾏﾝﾄﾞ(｢5. ｼﾘｱﾙｺﾏﾝﾄﾞ｣を参照)で送信し、ﾄﾘｶﾞ

ﾓｰﾄﾞの変更を行ってください。 
 
 
4.8.9 二次元ｺｰﾄﾞ読取ﾃﾞｨﾚｲの設定 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ

~ D L Y 2 P R 0 .
二次元ｺｰﾄﾞ読取ﾃﾞｨﾚｲ 無し ■ 

~ D L Y 2 P R 1 0 0 0 .
二次元ｺｰﾄﾞ読取ﾃﾞｨﾚｲ 1 秒  

~ D L Y 2 P R 3 0 0 0 .
二次元ｺｰﾄﾞ読取ﾃﾞｨﾚｲ 3 秒  

~ D L Y 2 P R 4 0 0 0 .
二次元ｺｰﾄﾞ読取ﾃﾞｨﾚｲ 4 秒  
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4.8.10 同一ｺｰﾄﾞ読取ﾃﾞｨﾚｲの設定 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

~ D L Y R R D 5 0 0 .  

同一ｺｰﾄﾞ読取ﾃﾞｨﾚｲ 500 ﾐﾘ秒 
同一ｺｰﾄﾞを読み取る迄の間隔を

500 ﾐﾘ秒に設定します。 
 

~ D L Y R R D 7 5 0 .  

同一ｺｰﾄﾞ読取ﾃﾞｨﾚｲ 750 ﾐﾘ秒 
同一ｺｰﾄﾞを読み取る迄の間隔を

750 ﾐﾘ秒に設定します。 
■ 

~ D L Y R R D 1 0 0 0 .

同一ｺｰﾄﾞ読取ﾃﾞｨﾚｲ 1,000 ﾐﾘ秒 
同一ｺｰﾄﾞを読み取る迄の間隔を

1,000 ﾐﾘ秒に設定します。 
 

~ D L Y R R D 2 0 0 0 .

同一ｺｰﾄﾞ読取ﾃﾞｨﾚｲ 2,000 ﾐﾘ秒 
同一ｺｰﾄﾞを読み取る迄の間隔を

2,000 ﾐﾘ秒に設定します。 
 

~ D L Y R R D .

同一ｺｰﾄﾞ読取ﾃﾞｨﾚｲ 設定開始 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝし、続

けて ｢数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣から設定

したい値を 0~30,000 の範囲でｽｷ

ｬﾝし、最後に｢確定｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬ

ﾝします。設定単位は、ﾐﾘ秒です。

750 

数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表 
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 Honeywell Area Imager Series 

 4.47 
 © 2010, AIware Distribution Co., Ltd., All rights reserved 

4.8.11 ｺｰﾄﾞ読取ﾃﾞｨﾚｲの設定 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ

~ D L Y G R D 0 .  

ｺｰﾄﾞ読取ﾃﾞｨﾚｲ 無し 
次のｺｰﾄﾞを読み取る迄の間隔を

0 ﾐﾘ秒(無し)に設定します。 
■ 

~ D L Y G R D 5 0 0 .  

ｺｰﾄﾞ読取ﾃﾞｨﾚｲ 500 ﾐﾘ秒 
次のｺｰﾄﾞを読み取る迄の間隔を

500 ﾐﾘ秒に設定します。 
 

~ D L Y G R D 1 0 0 0 .

ｺｰﾄﾞ読取ﾃﾞｨﾚｲ 1,000 ﾐﾘ秒 
次のｺｰﾄﾞを読み取る迄の間隔を

1,000 ﾐﾘ秒に設定します。 
 

~ D L Y G R D .  

ｺｰﾄﾞ読取ﾃﾞｨﾚｲ 設定開始 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝし、続

けて ｢数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣から設定

したい値を 0~30,000 の範囲でｽｷ

ｬﾝし、最後に｢確定｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷ

ｬﾝします。設定単位は、ﾐﾘ秒です。 

500 

数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表 
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4.8.12 照明 LED/ｴｲﾏｰの設定 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

~ S C N L E D 1 .
照明 LED ｵﾝ ■ 

~ S C N L E D 0 .
照明 LED ｵﾌ。  

~ S C N A I M 0 .
ｴｲﾏｰ ｵﾌ  

~ S C N A I M 2 .
ｴｲﾏｰ ｵﾝ ■ 

~ S C N D L Y 2 0 0 .
ｴｲﾏｰﾃﾞｨﾚｲ 200 ﾐﾘ秒  

~ S C N D L Y 4 0 0 .
ｴｲﾏｰﾃﾞｨﾚｲ 400 ﾐﾘ秒  

~ S C N D L Y 0 .
ｴｲﾏｰﾃﾞｨﾚｲ 0 ﾐﾘ秒 ■ 

 

ｴｲﾏｰﾃﾞｨﾚｲで設定された時間経過後、ｲﾒｰｼﾞを取り込みます。 
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4.8.13 ﾊﾟﾜｰﾀﾞｳﾝﾀｲﾑｱｳﾄの設定 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ

~ S D R T I M .

ﾊﾟﾜｰﾀﾞｳﾝﾀｲﾑｱｳﾄ 設定開始 
設定された時間ｱｲﾄﾞﾙ状態が続く

と、ｲﾒｰｼﾞｬはﾊﾟﾜｰﾀﾞｳﾝします。ﾊﾟ

ﾜｰﾀﾞｳﾝさせたくない場合は、0 を

設定します。左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ

をｽｷｬﾝし、続けて ｢数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ

表 ｣ か ら 設 定 し た い 値 を

0~999,999 の範囲でｽｷｬﾝし、最後

に｢確定｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。

設定単位は、ﾐﾘ秒です。 

60,000

数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表 

 
0 

 
1 

 
2 

 
3 

 
4 

 
5 

 
6 

 
7 

 
8 

 
9 

 
確定 

 
破棄 

 
✔この設定は、ｹｰﾌﾞﾙ式ｲﾒｰｼﾞｬにのみ有効です。 
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4.8.14 ｾﾝﾀﾘﾝｸﾞｳｨﾝﾄﾞｳの設定 
 
ｾﾝﾀﾘﾝｸﾞｳｨﾝﾄﾞｳは、複数ｺｰﾄﾞが隣接するﾗﾍﾞﾙから目的のｺｰﾄﾞだけを確実に読み

取るために、ｲﾒｰｼﾞｬの視野を限定(狭める)するための機能です。本書 ｢4.8.7
照明 LED/ｴｲﾏｰの設定｣で説明したｴｲﾏｰﾃﾞｨﾚｲと併用することで、読取ｴﾗｰを最小

限に抑えることが可能になります。 
 
ｾﾝﾀﾘﾝｸﾞｳｨﾝﾄﾞｳをｵﾝにすると、ﾄｯﾌﾟ･ﾎﾞﾄﾑ･ﾚﾌﾄ･ﾗｲﾄで設定されたｴﾘｱがｾﾝﾀﾘﾝｸﾞｳ

ｨﾝﾄﾞｳとなり、ｲﾒｰｼﾞｬはそのｳｨﾝﾄﾞｳ内に存在するｺｰﾄﾞだけを読み取ります。ｳｨ

ﾝﾄﾞｳ内にｺｰﾄﾞが無ければ、何も読み取りません。 
 
下記は、ｾﾝﾀﾘﾝｸﾞｳｨﾝﾄﾞｳの概念と例を示しています。 
 

ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ

ｾﾝﾀｰｳｨﾝﾄﾞｳ

0%

40%

60%

100%

40% 60% 100%

ﾄｯﾌﾟ 
ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 40%

ﾚﾌﾄ 
ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ=40%

ﾗｲﾄ 
ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ=60%

B A R C O D E 1

B A R C O D E 2

ｸﾞﾚｰの領域がｲﾒｰｼﾞｬの全視野となり、太い実線で囲

まれた白い領域がｾﾝﾀﾘﾝｸﾞｳｨﾝﾄﾞｳです。この例の場

合、ｾﾝﾀﾘﾝｸﾞｳｨﾝﾄﾞｳ内に存在する BARCODE2 だけ

が読み取りの対象となります。 

ﾎﾞﾄﾑ 
ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 60%

 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

~ D E C W I N 0 .
ｾﾝﾀﾘﾝｸﾞｳｨﾝﾄﾞｳ ｵﾌ ■ 

~ D E C W I N 1 .
ｾﾝﾀﾘﾝｸﾞｳｨﾝﾄﾞｳ ｵﾝ  
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~ D E C T O P .  

ｾﾝﾀﾘﾝｸﾞｳｨﾝﾄﾞｳ ﾄｯﾌﾟ 設定開始 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝし、続

けて ｢数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣から設定

したい値を 0~100 の範囲でｽｷｬﾝ

し、最後に｢確定｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ

します。設定単位は、%です。 

40 

~ D E C B O T .  

ｾﾝﾀﾘﾝｸﾞｳｨﾝﾄﾞｳ ﾎﾞﾄﾑ 設定開始 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝし、続

けて ｢数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣から設定

したい値を 0~100 の範囲でｽｷｬﾝ

し、最後に｢確定｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ

します。設定単位は、%です。 

60 

~ D E C L F T .  

ｾﾝﾀﾘﾝｸﾞｳｨﾝﾄﾞｳ ﾚﾌﾄ 設定開始 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝし、続

けて ｢数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣から設定

したい値を 0~100 の範囲でｽｷｬﾝ

し、最後に｢確定｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ

します。設定単位は、%です。 

40 

~ D E C R G T .  

ｾﾝﾀﾘﾝｸﾞｳｨﾝﾄﾞｳ ﾗｲﾄ 設定開始 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝし、続

けて ｢数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣から設定

したい値を 0~100 の範囲でｽｷｬﾝ

し、最後に｢確定｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ

します。設定単位は、%です。 

60 

数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表 

 
0 

 
1 

 
2 

 
3 

 
4 

 
5 

 
6 

 
7 

 
8 

 
9 

 
確定 

 
破棄 
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4.8.15 ﾏﾙﾁｺｰﾄﾞ読み取りの設定 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

~ S H O T G N 1 .

ﾏﾙﾁｺｰﾄﾞ読み取り ｵﾝ 
ｲﾒｰｼﾞｬは、ﾄﾘｶﾞを引いている間、

常に新たなｺｰﾄﾞ(ｼﾝﾎﾞﾙ)をｻｰﾁし、

読み取りを試みます。各ｺｰﾄﾞ(ｼﾝ
ﾎﾞﾙ)を一度づつ読み取り(同じｺｰ

ﾄﾞを重複読み取りしない)、その

都度、ｸﾞｯﾄﾞﾘｰﾄﾞﾌﾞｻﾞｰを鳴動(ｵﾝ
の場合)させます。 

 

~ S H O T G N 0 .

ﾏﾙﾁｺｰﾄﾞ読み取り ｵﾌ 
ｲﾒｰｼﾞｬは、ｴｲﾏｰに最も近いｺｰﾄﾞ(ｼ
ﾝﾎﾞﾙ)だけを読み取ります。 

■ 
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4.8.16 ｼﾝﾎﾞﾙ優先順位読み取りの設定 
 
ｼﾝﾎﾞﾙ優先順位の設定を行うことで、読み取りｴﾘｱ内に複数のｼﾝﾎﾞﾙ種が存在す

る場合でも、的確に優先順位の高いｼﾝﾎﾞﾙ種を読み取らせることが可能になり

ます。 
 
例えば、他の業務でｺｰﾄﾞ 39 を読み取る必要があるため、ｺｰﾄﾞ 39 の読み取りを

無しに設定することはできないが、ある一部の業務で読み取りｴﾘｱ内にｺｰﾄﾞ 39
とｺｰﾄﾞ 128 が存在する製品箱のｺｰﾄﾞ 128 のみを確実に読み取らなければいけ

ないとします。この場合、優先順の高いｼﾝﾎﾞﾙをｺｰﾄﾞ 128 とすることで、目的

のｺｰﾄﾞ 128 だけを確実に読み取ることができるようになります。 
 
ｼﾝﾎﾞﾙ優先順位は、高い・低い・定義無しの 3 つに分類され、ｲﾒｰｼﾞｬは、低い

に設定されたｼﾝﾎﾞﾙ種を読み取りｴﾘｱ内で検知すると、そのｼﾝﾎﾞﾙをｼﾝﾎﾞﾙ優先順

位ﾀｲﾑｱｳﾄで設定された時間無視して、高いに設定されているｼﾝﾎﾞﾙ種を探しま

す。優先順位ﾀｲﾑｱｳﾄ内に見つかれば、それを読み取り、見つからなければ、読

み取りｴﾘｱ内にある低い又は定義無しのｼﾝﾎﾞﾙ種を読み取ります。 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ

~ P R F E N A 1 .
ｼﾝﾎﾞﾙ優先順位読み取り 有り  

~ P R F E N A 0 .
ｼﾝﾎﾞﾙ優先順位読み取り 無し ■ 

~ P R F C O D .

優先順位の高いｼﾝﾎﾞﾙ設定開始 
下記に設定手順を示します。 
1. 左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ 
2. 対象となるｼﾝﾎﾞﾙのｺｰﾄﾞ ID 
  (本書「A.1 ｺｰﾄﾞ ID 表」参照) 
  を｢英数字ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣からｽｷｬﾝ 
3. 最後に｢確定｣をｽｷｬﾝします。 

無し 

~ P R F B L K .

優先順位の低いｼﾝﾎﾞﾙ設定開始 
下記に設定手順を示します。 
1. 左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ 
2. 対象となるｼﾝﾎﾞﾙのｺｰﾄﾞ ID 
  (本書「A.1 ｺｰﾄﾞ ID 表」参照) 
  を｢英数字ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣からｽｷｬﾝ 
4. 続けて、対象となるｼﾝﾎﾞﾙを追 
  加する場合は、区切りを意味す 
  る FF を｢英数字ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣か 
  らｽｷｬﾝ、追加しない場合は、そ 
  のまま次に進みます。 
6. 最後に｢確定｣をｽｷｬﾝします。 

無し 

 
✔OCR 読み取りには、適用されません。 
✔優先順位の低いｼﾝﾎﾞﾙを読み取る場合は、ｴｲﾏｰの中央にくるように照射して

ください。 
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ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

~ P R F P T O .

ｼﾝﾎﾞﾙ優先順位ﾀｲﾑｱｳﾄ 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝし、続

けて ｢数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣から設定

したい値を 1~3000 の範囲でｽｷｬﾝ

し、最後に｢確定｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ

します。設定単位は、ﾐﾘ秒です。

500 

~ P R F D F T .

ｼﾝﾎﾞﾙ優先順位ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 
ｼﾝﾎﾞﾙ優先順位の設定を全てﾃﾞｨﾌ

ｫﾙﾄ値に戻します。 
 

数値･英数字ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表 

 
0 

 
1 
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4 

 
5 

 
6 

 
7 

 
8 

 
9 

 
A 

 
B 

 
C 

 
D 

 
E 

 
F 

 
確定 

 
破棄 

 
✔OCR 読み取りには、適用されません。 
✔優先順位の低いｼﾝﾎﾞﾙを読み取る場合は、ｴｲﾏｰの中央にくるように照射して

ください。 
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4.8.17 反転ｺｰﾄﾞ読み取りの設定 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ

~ V I D R E V 1 .

反転ｺｰﾄﾞ読み取り ｵﾝ 
反転したｺｰﾄﾞ(ｼﾝﾎﾞﾙ)の読み取り

を行います。 
 

~ V I D R E V 0 .

反転ｺｰﾄﾞ読み取り ｵﾌ 
反転したｺｰﾄﾞ(ｼﾝﾎﾞﾙ)の読み取り

を行いません。 
■ 

~ V I D R E V 0 .

反転ｺｰﾄﾞ読み取り ｵﾌ (ﾈｶﾞﾀｲﾌﾟ) 
反転したｺｰﾄﾞ(ｼﾝﾎﾞﾙ)の読み取り

を行いません。 
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4.9 ﾃﾞｰﾀ送信 
 
4.9.1 ﾉｰﾘｰﾄﾞ送信の設定 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

~ S H W N R D 1 .

ﾉｰﾘｰﾄﾞ送信 ｵﾝ 
ﾉｰﾘｰﾄﾞ ｢NR｣ を送信します。  

~ S H W N R D 0 .

ﾉｰﾘｰﾄﾞ送信 ｵﾌ 
ﾉｰﾘｰﾄﾞ ｢NR｣ を送信しません。

■ 

 
 
4.9.2 ﾌｧﾝｸｼｮﾝｺｰﾄﾞ送信の設定 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

~ R M V F N C 0 .
ﾌｧﾝｸｼｮﾝｺｰﾄﾞ送信 ｵﾝ ■ 

~ R M V F N C 1 .
ﾌｧﾝｸｼｮﾝｺｰﾄﾞ送信 ｵﾌ  
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4.9.3 ｷｬﾗｸﾀ間ﾃﾞｨﾚｲの設定 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ

~ D L Y C H R .

ｷｬﾗｸﾀ間ﾃﾞｨﾚｲ 設定開始 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝし、続

けて ｢数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣から設定

したい値を 0~99 の範囲でｽｷｬﾝ

し、最後に｢確定｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ

します。設定単位は、5 ﾐﾘ秒です。

例えば、20 ﾐﾘ秒に設定したい場

合は、4 をｽｷｬﾝします。 

0 

数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表 
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9 

 
確定 

 
破棄 
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4.9.4 指定ｷｬﾗｸﾀﾃﾞｨﾚｲの設定 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

~ D L Y C R X .

指定ｷｬﾗｸﾀﾃﾞｨﾚｲ 設定開始 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝし、続

けて ｢数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣から設定

したい値を 0~99 の範囲でｽｷｬﾝ

し、最後に｢確定｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ

します。設定単位は、5 ﾐﾘ秒です。

例えば、20 ﾐﾘ秒に設定したい場

合は、4 をｽｷｬﾝします。 

0 

~ D L Y _ X X .

指定ｷｬﾗｸﾀ 設定開始 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝし、続

けて ｢英数字ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣から設

定したいｷｬﾗｸﾀをｽｷｬﾝし、最後に

｢確定｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。例

えば、A(41hex)を設定する場合

は、41｢確定｣の順でｽｷｬﾝします。

この指定ｷｬﾗｸﾀ送信後に、設定さ

れたﾃﾞｨﾚｲが実行されます。 

 

数値･英数字ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表 
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4.9.5 ﾌｧﾝｸｼｮﾝ間ﾃﾞｨﾚｲ･ﾒｯｾｰｼﾞ間ﾃﾞｨﾚｲの設定 
 
下図に示すように、ﾌｧﾝｸｼｮﾝｷｬﾗｸﾀ(00~1Fhex)が送信された後に実行されるﾃﾞｨ

ﾚｲがﾌｧﾝｸｼｮﾝ間ﾃﾞｨﾚｲ、読取ﾃﾞｰﾀ間に実行されるﾃﾞｨﾚｲがﾒｯｾｰｼﾞ間ﾃﾞｨﾚｲです。 
 

ﾌｧﾝｸｼｮﾝ間ﾃﾞｨﾚｲ 

ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ 

STX 1 HT 2 3 4 5 CR LF

読取ﾃﾞｰﾀ ｻﾌｨｯｸｽ 

ﾒｯｾｰｼﾞ間ﾃﾞｨﾚｲ 

STX 1 2 3 4CR

読取ﾃﾞｰﾀ 1 

STX CR 5 6 STX CR

読取ﾃﾞｰﾀ 2 読取ﾃﾞｰﾀ 3 

 
ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ

~ D L Y F N C .

ﾌｧﾝｸｼｮﾝ間ﾃﾞｨﾚｲ 設定開始 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝし、続

けて ｢数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣から設定

したい値を 0~99 の範囲でｽｷｬﾝ

し、最後に｢確定｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ

します。設定単位は、5 ﾐﾘ秒です。

例えば、20 ﾐﾘ秒に設定したい場

合は、4 をｽｷｬﾝします。 

0 

~ D L Y M S G .

ﾒｯｾｰｼﾞ間ﾃﾞｨﾚｲ 設定開始 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝし、続

けて ｢数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣から設定

したい値を 0~99 の範囲でｽｷｬﾝ

し、最後に｢確定｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ

します。設定単位は、5 ﾐﾘ秒です。

例えば、20 ﾐﾘ秒に設定したい場

合は、4 をｽｷｬﾝします。 

0 

数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表 
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4.9.6 ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ/ｻﾌｨｯｸｽの設定 
 
下記に示すように、読取ﾃﾞｰﾀの前後にそれぞれ 1~11 文字までの任意のﾌﾟﾘﾌｨｯ

ｸｽ及びｻﾌｨｯｸｽを付加して送信することができます。 
 

ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ 読取ﾃﾞｰﾀ ｻﾌｨｯｸｽ 
無し又は 1~11 文字 可変長 無し又は 1~11 文字 

 
ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

~ P R E B K 2 .

ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ 設定開始 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ後、対

象となるｼﾝﾎﾞﾙのｺｰﾄﾞ ID(本書

「A.1 ｺｰﾄﾞ ID 表」参照)を｢英数

字ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣からｽｷｬﾝし、続けて

設定したい 11 文字までのﾌﾟﾘﾌｨｯ

ｸｽをｽｷｬﾝし、最後に｢確定｣ﾊﾞｰｺｰ

ﾄﾞをｽｷｬﾝします。 
例えば、全ｼﾝﾎﾞﾙ(99)を対象にﾌﾟﾘ

ﾌｨｯｸｽを 123 とする場合、各ｷｬﾗｸ

ﾀを 16 進数に変換し、99313233
｢確定｣の順でｽｷｬﾝします。 

無し 

~ P R E C A 2 .

全ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ ｸﾘｱ 
設定されている全ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽをｸﾘｱ

します。 
 

~ S U F B K 2 .

ｻﾌｨｯｸｽ 設定開始 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ後、対

象となるｼﾝﾎﾞﾙのｺｰﾄﾞ ID(本書

「A.1 ｺｰﾄﾞ ID 表」参照)を｢英数

字ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣からｽｷｬﾝし、続けて

設定したい 11 文字までのﾌﾟﾘﾌｨｯ

ｸｽをｽｷｬﾝし、最後に｢確定｣ﾊﾞｰｺｰ

ﾄﾞをｽｷｬﾝします。 
例えば、全ｼﾝﾎﾞﾙ(99)を対象にｻﾌｨ

ｯｸｽを TAB(09hex)とする場合、

9909｢確定｣の順でｽｷｬﾝします。 

無し 

~ S U F C A 2 .

全ｻﾌｨｯｸｽ ｸﾘｱ 
設定されている全ｻﾌｨｯｸｽをｸﾘｱし

ます。 
 

~ V S U F C R .

全ｻﾌｨｯｸｽ CR(ｷｬﾘｯｼﾞﾘﾀｰﾝ) 
設定されている全ｻﾌｨｯｸｽをｸﾘｱし

ます。 
 

 
 ｺｰﾄﾞ ID 送信を指定する場合は、特殊ｺｰﾄﾞ 5C80 をｽｷｬﾝします。 
 AIM ID 送信を指定する場合は、特殊ｺｰﾄﾞ 5C81 をｽｷｬﾝします。 
 ¥ﾏｰｸ(ﾊﾞｯｸｽﾗｼｭ)送信を指定する場合は、特殊ｺｰﾄﾞ 5C81 をｽｷｬﾝします。 

 
例)全ｼﾝﾎﾞﾙ(99)のﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽをｺｰﾄﾞ ID に設定する場合、下記の順でｽｷｬﾝします。 
 
 ｢ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ｣ 995C80 ｢確定｣ 
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ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ

~ P R E C L 2 .

対象ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ ｸﾘｱ 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ後、対

象となるｼﾝﾎﾞﾙのｺｰﾄﾞ ID(本書

「A.5 ｺｰﾄﾞ ID 表」参照)を｢英数

字ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣からｽｷｬﾝし、最後に

｢確定｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。 

 

~ S U F C L 2 .

対象ｻﾌｨｯｸｽ ｸﾘｱ 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ後、対

象となるｼﾝﾎﾞﾙのｺｰﾄﾞ ID(本書

「A.5 ｺｰﾄﾞ ID 表」参照)を｢英数

字ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣からｽｷｬﾝし、最後に

｢確定｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。 

 

英数字ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表 
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4.9.7 ﾃﾞｰﾀ送信ｼｰｹﾝｽの設定 
 
ﾃﾞｰﾀ送信ｼｰｹﾝｽを設定することにより、ﾏﾙﾁｺｰﾄﾞ読み取り(本書 ｢4.8.10 ﾏﾙﾁｺｰﾄﾞ
読み取りの設定｣参照)を行った場合でも、ﾃﾞｰﾀ送信ｼｰｹﾝｽで設定された規則に

従って、常に同じﾌｫｰﾏｯﾄ(順序)でﾃﾞｰﾀを送信することが可能になります。 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

~ S E Q B L K .  

ﾃﾞｰﾀ送信ｼｰｹﾝｽ 設定開始 
下記に設定手順を示します。 
1. 左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ 
2. 対象となるｼﾝﾎﾞﾙのｺｰﾄﾞ ID 
  (本書「A.1 ｺｰﾄﾞ ID 表」参照) 
  を｢英数字ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣からｽｷｬﾝ 
3. 条件を適用したいｼﾝﾎﾞﾙの桁数 
   を 0000~9999 の範囲で｢数値 
   ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣からｽｷｬﾝ 
   (50 桁=0050, 可変長=9999) 
4. 条件を適用したいｼﾝﾎﾞﾙの先頭 
   ｷｬﾗｸﾀを｢英数字ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣から

   ｽｷｬﾝ (A=41hex, 任意=99) 
5. ｼｰｹﾝｽの区切りを意味する FF 
   を｢英数字ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣からｽｷｬﾝ 
6. 次のｼｰｹﾝｽを設定する場合は、 
   2~6 を繰り返します。 
   ｼｰｹﾝｽ設定確定する場合は、 
   最後に｢確定｣をｽｷｬﾝします。 

 

~ S E Q D F T .  

ﾃﾞｰﾀ送信ｼｰｹﾝｽ ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 
ﾃﾞｰﾀ送信ｼｰｹﾝｽの設定をﾃﾞｨﾌｫﾙﾄに

戻します。 
 

~ S E Q _ E N 2 .  

ﾃﾞｰﾀ送信ｼｰｹﾝｽ ｴｸｽｸﾙｰｼﾌﾞ 
ﾃﾞｰﾀ送信ｼｰｹﾝｽを必ず適用して、ﾃﾞ

ｰﾀを送信します。設定規則に当ては

まらないﾃﾞｰﾀは破棄します。 

 

~ S E Q _ E N 1 .  

ﾃﾞｰﾀ送信ｼｰｹﾝｽ ｵﾝ 
ﾃﾞｰﾀ送信ｼｰｹﾝｽを適用しますが、設

定規則に当てはまらないﾃﾞｰﾀを読

み取った場合は、そのままﾃﾞｰﾀを送

信します。 

 

~ S E Q _ E N 0 .  

ﾃﾞｰﾀ送信ｼｰｹﾝｽ ｵﾌ 
読取ﾃﾞｰﾀをそのまま送信します。  
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例えば、下記に示す多段ﾗﾍﾞﾙを[ｺｰﾄﾞ 39][ｺｰﾄﾞ 128][ｺｰﾄﾞ 93]の順で必ず送信し

たい場合、次の手順でﾃﾞｰﾀ送信ｼｰｹﾝｽを設定します。 
 

 
｢ﾃﾞｰﾀ送信ｼｰｹﾝｽ設定開始｣ → 62 9999 41 FF → 6A 9999 42 FF → 69 9999 43 FF → ｢確定｣ 

① ② ③

① ｺｰﾄﾞ ID = 62(ｺｰﾄﾞ 39), 桁数 9999(可変長), 先頭ｷｬﾗｸﾀ 41(A), ｼｰｹﾝｽ区切り FF 
② ｺｰﾄﾞ ID = 6A(ｺｰﾄﾞ 128), 桁数 9999(可変長), 先頭ｷｬﾗｸﾀ 42(B), ｼｰｹﾝｽ区切り FF 
③ ｺｰﾄﾞ ID = 69(ｺｰﾄﾞ 93), 桁数 9999(可変長), 先頭ｷｬﾗｸﾀ 43(C), ｼｰｹﾝｽ区切り FF 

C  -  C O D E 9 3

B  -  C O D E 1 2 8

* A  -  C O D E 3 9 *

 
 

数値･英数字ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表 
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4.10 ﾘﾆｱｼﾝﾎﾞﾙ(ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ)の読み取り設定 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

~ A L L E N A 1 .

全ﾘﾆｱｼﾝﾎﾞﾙ読み取り ｵﾝ 
全てのﾘﾆｱｼﾝﾎﾞﾙ(ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ)の読み

取りをｵﾝにします。 
 

~ A L L E N A 0 .

全ﾘﾆｱｼﾝﾎﾞﾙ読み取り ｵﾌ 
全てのﾘﾆｱｼﾝﾎﾞﾙ(ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ)の読み

取りをｵﾌにします。 
 

 
 
4.10.1 ｺｰﾀﾞﾊﾞｰ(NW7)の設定 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

~ C B R D F T .

ｺｰﾀﾞﾊﾞｰ 全ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 
ｺｰﾀﾞﾊﾞｰに関する設定を全てﾃﾞｨﾌ

ｫﾙﾄに戻します。 
 

~ C B R E N A 1 .

ｺｰﾀﾞﾊﾞｰ 読み取り ｵﾝ 
ｺｰﾀﾞﾊﾞｰを読み取ります。 ■ 

~ C B R E N A 0 .

ｺｰﾀﾞﾊﾞｰ 読み取り ｵﾌ 
ｺｰﾀﾞﾊﾞｰを読み取りません。  

~ C B R S S X 1 .

ｽﾀｰﾄ/ｽﾄｯﾌﾟ送信 ｵﾝ 
ｽﾀｰﾄ/ｽﾄｯﾌﾟｷｬﾗｸﾀを送信します。  

~ C B R S S X 0 .

ｽﾀｰﾄ/ｽﾄｯﾌﾟ送信 ｵﾌ 
ｺｰﾀﾞﾊﾞｰのｽﾀｰﾄ/ｽﾄｯﾌﾟｷｬﾗｸﾀを送信

しません。 
■ 

~ C B R C K 2 0 .

ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ ｵﾌ 
ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ(ﾓｼﾞｭﾛ 16)検査をし

ません。 
■ 

~ C B R C K 2 1 .

ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ ｵﾝ/送信 ｵﾌ 
ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ(ﾓｼﾞｭﾛ 16)検査をし

ますが、送信は行いません。 
 

~ C B R C K 2 2 .

ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ ｵﾝ/送信 ｵﾝ 
ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ(ﾓｼﾞｭﾛ 16)検査及び

送信を行います。 
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連結 

ｺｰﾀﾞﾊﾞｰ連結機能 

A 1 2 3 4 D D 5 6 7 8 A

 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ

~ C B R C C T 2 .

連結機能 ｵﾝ(必須) 
連結を行いますが、連結の無い単

独の｢D｣ｼﾝﾎﾞﾙは読み取りません。 
 

~ C B R C C T 1 .

連結機能 ｵﾝ 
連結を行います。連結の無い単独

の｢D｣ｼﾝﾎﾞﾙも読み取れます。 
 

~ C B R C C T 0 .

連結機能 ｵﾌ 
連結を行いません。 ■ 

~ C B R M I N .

最小桁数 設定開始 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ後、

｢数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣から最小桁数を

2~60 の範囲でｽｷｬﾝし、最後に｢確

定｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。 

4 

~ C B R M A X .

最大桁数 設定開始 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ後、

｢数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣から最大桁数を

2~60 の範囲でｽｷｬﾝし、最後に｢確

定｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。 

60 

数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表 
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4.10.2 ｺｰﾄﾞ 39 の設定 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

~ C 3 9 D F T .

ｺｰﾄﾞ 39 全ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 
ｺｰﾀﾞﾊﾞｰに関する設定を全てﾃﾞｨﾌ

ｫﾙﾄに戻します。 
 

~ C 3 9 E N A 1 .

ｺｰﾄﾞ 39 読み取り ｵﾝ 
ｺｰﾄﾞ 39 を読み取ります。 ■ 

~ C 3 9 E N A 0 .

ｺｰﾄﾞ 39 読み取り ｵﾌ 
ｺｰﾄﾞ 39 を読み取りません。  

~ C 3 9 S S X 1 .

ｽﾀｰﾄ/ｽﾄｯﾌﾟ送信 ｵﾝ 
ｽﾀｰﾄ/ｽﾄｯﾌﾟｷｬﾗｸﾀを送信します。  

~ C 3 9 S S X 0 .

ｽﾀｰﾄ/ｽﾄｯﾌﾟ送信 ｵﾌ 
ｺｰﾀﾞﾊﾞｰのｽﾀｰﾄ/ｽﾄｯﾌﾟｷｬﾗｸﾀを送信

しません。 
■ 

~ C 3 9 C K 2 0 .

ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ ｵﾌ 
ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ検査をしません。  

~ C 3 9 C K 2 1 .

ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ ｵﾝ/送信 ｵﾌ 
ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ検査をしますが、送

信は行いません。 
 

~ C 3 9 C K 2 2 .

ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ ｵﾝ/送信 ｵﾝ 
ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ検査及び送信を行い

ます。 
 

~ C 3 9 A S C 1 .

ﾌﾙｱｽｷｰ読み取り ｵﾝ 
ﾌﾙｱｽｷｰ読み取りをします。  

~ C 3 9 A S C 0 .

ﾌﾙｱｽｷｰ読み取り ｵﾌ 
ﾌﾙｱｽｷｰ読み取りをしません。 ■ 

~ C 3 9 B 3 2 1 .

ｺｰﾄﾞ 32(PARAF)読み取り ｵﾝ 
ｺｰﾄﾞ 32(PARAF)を読み取ります。

 

~ C 3 9 B 3 2 0 .

ｺｰﾄﾞ 32(PARAF)読み取り ｵﾌ 
ｺｰﾄﾞ 32(PARAF)を読み取りませ

ん。 
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ﾒﾓﾘへｱﾍﾟﾝﾄ  ゙
(追加保存) 

ｺｰﾄﾞ 39 ｱﾍﾟﾝﾄﾞ機能 

ﾒﾓﾘ内ﾃﾞｰﾀを 
一括送信 

*  1 2 3 *

*  4 5 6 *

*  7 8 9 *

* A B C D *

 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ

~ C 3 9 A P P 1 .

ｱﾍﾟﾝﾄﾞ機能 ｵﾝ 
ｽﾍﾟｰｽで始まるｺｰﾄﾞ 39 ﾃﾞｰﾀを読

み取ると、最初のｽﾍﾟｰｽを削除し

た後、内部ﾒﾓﾘにｱﾍﾟﾝﾄﾞ(追加保存)
していきます。ｽﾍﾟｰｽ以外で始ま

るｺｰﾄﾞ 39 ﾃﾞｰﾀを読み取ると、ﾒﾓ

ﾘ内のﾃﾞｰﾀを一括送信します。 

 

~ C 3 9 A P P 0 .

ｱﾍﾟﾝﾄﾞ機能 ｵﾌ 
ｱﾍﾟﾝﾄﾞを行いません。 ■ 

~ C 3 9 M I N .

最小桁数 設定開始 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ後、

｢数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣から最小桁数を

1~48 の範囲でｽｷｬﾝし、最後に｢確

定｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。 

1 

~ C 3 9 M A X .

最大桁数 設定開始 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ後、

｢数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣から最大桁数を

1~48 の範囲でｽｷｬﾝし、最後に｢確

定｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。 

48 

数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表 
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4.10.3 ｲﾝﾀｰﾘｰﾌﾞﾄﾞ 2/5 の設定 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

~ I 2 5 D F T .

ｲﾝﾀｰﾘｰﾌﾞﾄﾞ 2/5 全ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 
ｲﾝﾀｰﾘｰﾌﾞﾄﾞ 2/5 に関する設定を全

てﾃﾞｨﾌｫﾙﾄに戻します。 
 

~ I 2 5 E N A 1 .

ｲﾝﾀｰﾘｰﾌﾞﾄﾞ 2/5 読み取り ｵﾝ 
ｲﾝﾀｰﾘｰﾌﾞﾄﾞ 2/5 を読み取ります。

■ 

~ I 2 5 E N A 0 .

ｲﾝﾀｰﾘｰﾌﾞﾄﾞ 2/5 読み取り ｵﾌ 
ｲﾝﾀｰﾘｰﾌﾞﾄﾞ 2/5 を読み取りませ

ん。 
 

~ I 2 5 C K 2 0 .

ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ ｵﾌ 
ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ検査をしません。 ■ 

~ I 2 5 C K 2 1 .

ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ ｵﾝ/送信 ｵﾌ 
ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ検査をしますが、送

信は行いません。 
 

~ I 2 5 C K 2 2 .

ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ ｵﾝ/送信 ｵﾝ 
ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ検査及び送信を行い

ます。 
 

~ I 2 5 M I N .

最小桁数 設定開始 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ後、

｢数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣から最小桁数を

2~80 の範囲でｽｷｬﾝし、最後に｢確

定｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。 

4 

~ I 2 5 M A X .

最大桁数 設定開始 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ後、

｢数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣から最大桁数を

2~80 の範囲でｽｷｬﾝし、最後に｢確

定｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。 

80 

数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表 
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4.10.4 NEC 2/5 の設定 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ

~ N 2 5 D F T .

NEC 2/5 全ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 
NEC 2/5 に関する設定を全てﾃﾞｨ

ﾌｫﾙﾄに戻します。 
 

~ N 2 5 E N A 1 .

NEC 2/5 読み取り ｵﾝ 
NEC 2/5 を読み取ります。 ■ 

~ N 2 5 E N A 0 .

NEC2/5 読み取り ｵﾌ 
NEC 2/5 を読み取りません。  

~ N 2 5 C K 2 0 .

ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ ｵﾌ 
ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ検査をしません。 ■ 

~ N 2 5 C K 2 1 .

ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ ｵﾝ/送信 ｵﾌ 
ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ検査をしますが、送

信は行いません。 
 

~ N 2 5 C K 2 2 .

ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ ｵﾝ/送信 ｵﾝ 
ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ検査及び送信を行い

ます。 
 

~ N 2 5 M I N .

最小桁数 設定開始 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ後、

｢数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣から最小桁数を

2~80 の範囲でｽｷｬﾝし、最後に｢確

定｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。 

4 

~ N 2 5 M A X .

最大桁数 設定開始 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ後、

｢数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣から最大桁数を

2~80 の範囲でｽｷｬﾝし、最後に｢確

定｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。 

80 

数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表 
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4.10.5 ｺｰﾄﾞ 93 の設定 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

~ C 9 3 D F T .

ｺｰﾄﾞ 93 全ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 
ｺｰﾄﾞ 93 に関する設定を全てﾃﾞｨﾌ

ｫﾙﾄに戻します。 
 

~ C 9 3 E N A 1 .

ｺｰﾄﾞ 93 読み取り ｵﾝ 
ｺｰﾄﾞ 93 を読み取ります。 ■ 

~ C 9 3 E N A 0 .

ｺｰﾄﾞ 93 読み取り ｵﾌ 
ｺｰﾄﾞ 93 を読み取りません。  

~ C 9 3 M I N .

最小桁数 設定開始 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ後、

｢数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣から最小桁数を

1~80 の範囲でｽｷｬﾝし、最後に｢確

定｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。 

1 

~ C 9 3 M A X .

最大桁数 設定開始 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ後、

｢数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣から最大桁数を

1~80 の範囲でｽｷｬﾝし、最後に｢確

定｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。 

80 

数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表 
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4.10.6 ｽﾄﾚｰﾄ 2/5 の設定 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ

~ R 2 5 D F T .

ｽﾄﾚｰﾄ 2/5 全ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 
ｽﾄﾚｰﾄ 2/5 に関する設定を全てﾃﾞｨ

ﾌｫﾙﾄに戻します。 
 

~ R 2 5 E N A 1 .

ｽﾄﾚｰﾄ 2/5 読み取り ｵﾝ 
ｽﾄﾚｰﾄ 2/5 を読み取ります。 ■ 

~ R 2 5 E N A 0 .

ｽﾄﾚｰﾄ 2/5 読み取り ｵﾌ 
ｽﾄﾚｰﾄ 2/5 を読み取りません。  

~ R 2 5 M I N .

最小桁数 設定開始 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ後、

｢数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣から最小桁数を

1~48 の範囲でｽｷｬﾝし、最後に｢確

定｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。 

4 

~ R 2 5 M A X .

最大桁数 設定開始 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ後、

｢数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣から最大桁数を

1~48 の範囲でｽｷｬﾝし、最後に｢確

定｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。 

48 

数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表 
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4.10.7 IATA 2/5 の設定 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

~ A 2 5 D F T .

IATA 2/5 全ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 
IATA2/5 に関する設定を全てﾃﾞｨﾌ

ｫﾙﾄに戻します。 
 

~ A 2 5 E N A 1 .

IATA 2/5 読み取り ｵﾝ 
IATA 2/5 を読み取ります。  

~ A 2 5 E N A 0 .

IATA 2/5 読み取り ｵﾌ 
IATA 2/5 を読み取りません。 ■ 

~ A 2 5 M I N .

最小桁数 設定開始 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ後、

｢数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣から最小桁数を

1~48 の範囲でｽｷｬﾝし、最後に｢確

定｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。 

4 

~ A 2 5 M A X .

最大桁数 設定開始 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ後、

｢数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣から最大桁数を

1~48 の範囲でｽｷｬﾝし、最後に｢確

定｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。 

48 

数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表 
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4.10.8 ﾏﾄﾘｸｽ 2/5 の設定 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ

~ X 2 5 D F T .

ﾏﾄﾘｸｽ 2/5 全ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 
ﾏﾄﾘｸｽ 2/5 に関する設定を全てﾃﾞｨ

ﾌｫﾙﾄに戻します。 
 

~ X 2 5 E N A 1 .

ﾏﾄﾘｸｽ 2/5 読み取り ｵﾝ 
ﾏﾄﾘｸｽ 2/5 を読み取ります。  

~ X 2 5 E N A 0 .

ﾏﾄﾘｸｽ 2/5 読み取り ｵﾌ 
ﾏﾄﾘｸｽ 2/5 を読み取りません。 ■ 

~ X 2 5 M I N .

最小桁数 設定開始 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ後、

｢数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣から最小桁数を

1~80 の範囲でｽｷｬﾝし、最後に｢確

定｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。 

4 

~ X 2 5 M A X .

最大桁数 設定開始 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ後、

｢数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣から最大桁数を

1~80 の範囲でｽｷｬﾝし、最後に｢確

定｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。 

80 

数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表 
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4.10.9 ｺｰﾄﾞ 11 の設定 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

~ C 1 1 D F T .

ｺｰﾄﾞ 11 全ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 
ｺｰﾄﾞ 11 に関する設定を全てﾃﾞｨﾌ

ｫﾙﾄに戻します。 
 

~ C 1 1 E N A 1 .

ｺｰﾄﾞ 11 読み取り ｵﾝ 
ｺｰﾄﾞ 11 を読み取ります。  

~ C 1 1 E N A 0 .

ｺｰﾄﾞ 11 読み取り ｵﾌ 
ｺｰﾄﾞ 25 を読み取りません。 ■ 

~ C 1 1 C K 2 0 .

1 ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ 
1 ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ検査をします。  

~ C 1 1 C K 2 1 .

2 ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ 
2 ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ検査をします。 ■ 

~ C 1 1 M I N .

最小桁数 設定開始 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ後、

｢数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣から最小桁数を

1~80 の範囲でｽｷｬﾝし、最後に｢確

定｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。 

4 

~ C 1 1 M A X .

最大桁数 設定開始 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ後、

｢数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣から最大桁数を

1~80 の範囲でｽｷｬﾝし、最後に｢確

定｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。 

80 

数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表 

 
0 

 
1 

 
2 

 
3 

 
4 

 
5 

 
6 

 
7 

 
8 

 
9 

 
確定 

 
破棄 



  
 Honeywell Area Imager Series 

 4.75 
 © 2010, AIware Distribution Co., Ltd., All rights reserved 

4.10.10 ｺｰﾄﾞ 128 の設定 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ

~ 1 2 8 D F T .

ｺｰﾄﾞ 128 全ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 
ｺｰﾄﾞ 128 に関する設定を全てﾃﾞｨ

ﾌｫﾙﾄに戻します。 
 

~ 1 2 8 E N A 1 .

ｺｰﾄﾞ 128 読み取り ｵﾝ 
GS1-128 を読み取ります。 ■ 

~ 1 2 8 E N A 0 .

ｺｰﾄﾞ 128 読み取り ｵﾌ 
ｺｰﾄﾞ 128 を読み取りません。  

~ I S B E N A 1 .

ISBT 連結機能 ｵﾝ 
ISBT 連結をします。  

~ I S B E N A 0 .

ISBT 連結機能 ｵﾌ 
ISBT 連結をしません。 ■ 

~ 1 2 8 M I N .

最小桁数 設定開始 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ後、

｢数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣から最小桁数を

1~80 の範囲でｽｷｬﾝし、最後に｢確

定｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。 

1 

~ 1 2 8 M A X .

最大桁数 設定開始 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ後、

｢数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣から最大桁数を

1~80 の範囲でｽｷｬﾝし、最後に｢確

定｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。 

80 

数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表 

 
0 

 
1 

 
2 

 
3 

 
4 

 
5 

 
6 

 
7 

 
8 

 
9 

 
確定 

 
破棄 
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4.10.11 GS1-128 の設定 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

~ G S 1 D F T .

GS1-128 全ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 
GS1-128 に関する設定を全てﾃﾞｨ

ﾌｫﾙﾄに戻します。 
 

~ G S 1 E N A 1 .

GS1-128 読み取り ｵﾝ 
GS1-128 を読み取ります。 ■ 

~ G S 1 E N A 0 .

GS1-128 読み取り ｵﾌ 
GS1-128 を読み取りません。  

~ G S 1 M I N .

最小桁数 設定開始 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ後、

｢数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣から最小桁数を

1~80 の範囲でｽｷｬﾝし、最後に｢確

定｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。 

1 

~ G S 1 M A X .

最大桁数 設定開始 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ後、

｢数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣から最大桁数を

1~80 の範囲でｽｷｬﾝし、最後に｢確

定｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。 

80 

数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表 

 
0 

 
1 

 
2 

 
3 

 
4 

 
5 

 
6 

 
7 

 
8 

 
9 

 
確定 

 
破棄 
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4.10.12 Telepen の設定 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ

~ T E L D F T .

Telepen 全ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 
Telepen に関する設定を全てﾃﾞｨﾌ

ｫﾙﾄに戻します。 
 

~ T E L E N A 1 .

Telepen 読み取り ｵﾝ 
Telepen を読み取ります。  

~ T E L E N A 0 .

Telepen 読み取り ｵﾌ 
Telepen を読み取りません。 ■ 

~ T E L O L D 0 .

AIM ﾌｫｰﾏｯﾄ 
AIM ﾌｫｰﾏｯﾄで出力します。 ■ 

~ T E L O L D 1 .

ｵﾘｼﾞﾅﾙﾌｫｰﾏｯﾄ 
ｵﾘｼﾞﾅﾙﾌｫｰﾏｯﾄで出力します。  

~ T E L M I N .

最小桁数 設定開始 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ後、

｢数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣から最小桁数を

1~60 の範囲でｽｷｬﾝし、最後に｢確

定｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。 

1 

~ T E L M A X .

最大桁数 設定開始 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ後、

｢数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣から最大桁数を

1~60 の範囲でｽｷｬﾝし、最後に｢確

定｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。 

60 

数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表 
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確定 
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4.10.13 UPC-A の設定 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

~ U P A D F T .

UPC-A 全ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 
UPC-A に関する設定を全てﾃﾞｨﾌｫ

ﾙﾄに戻します。 
 

~ U P A E N A 1 .

UPC-A 読み取り ｵﾝ 
UPC-A を読み取ります。 ■ 

~ U P A E N A 0 .

UPC-A 読み取り ｵﾌ 
UPC-A を読み取りません。  

~ U P A C K X 1 .

ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ送信 ｵﾝ 
ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄを送信します。 ■ 

~ U P A C K X 0 .

ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ送信 ｵﾌ 
ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄを送信しません。  

~ U P A N S X 1 .

ｼｽﾃﾑﾅﾝﾊﾞｰ送信 ｵﾝ 
ｼｽﾃﾑﾅﾝﾊﾞｰを送信します。 ■ 

~ U P A N S X 0 .

ｼｽﾃﾑﾅﾝﾊﾞｰ送信 ｵﾌ 
ｼｽﾃﾑﾅﾝﾊﾞｰを送信しません。  

~ U P A A D 2 1 .

ｱﾄﾞｵﾝ 2 読み取り ｵﾝ 
ｱﾄﾞｵﾝ 2 を読み取ります。  

~ U P A A D 2 0 .

ｱﾄﾞｵﾝ 2 読み取り ｵﾌ 
ｱﾄﾞｵﾝ 2 を読み取りません。 ■ 

~ U P A A D 5 1 .

ｱﾄﾞｵﾝ 5 読み取り ｵﾝ 
ｱﾄﾞｵﾝ 5 を読み取ります。  

~ U P A A D 5 0 .

ｱﾄﾞｵﾝ 5 読み取り ｵﾌ 
ｱﾄﾞｵﾝ 5 を読み取りません。 ■ 
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~ U P A A R Q 1 .

ｱﾄﾞｵﾝ必須読み取り ｵﾝ 
ｱﾄﾞｵﾝ付 UPC-A だけを読み取り

ます。 
 

~ U P A A R Q 0 .

ｱﾄﾞｵﾝ必須読み取り ｵﾌ 
ｱﾄﾞｵﾝ無しとｱﾄﾞｵﾝ付の UPC-A を

読み取ります。 
■ 

~ U P A A D S 1 .

ｱﾄﾞｵﾝｾﾊﾟﾚｰﾀ ｵﾝ 
ｱﾄﾞｵﾝﾃﾞｰﾀの前にｾﾊﾟﾚｰﾀとして、

ｽﾍﾟｰｽを挿入します。 
 

~ U P A A D S 0 .

ｱﾄﾞｵﾝｾﾊﾟﾚｰﾀ ｵﾌ 
ｽﾍﾟｰｽを挿入しません。 ■ 

~ C P N E N A 2 .

ｸｰﾎﾟﾝｺｰﾄﾞ読み取り ｵﾝ (必須) 
ｸｰﾎﾟｺｰﾄﾞ付 UPC-A/EAN-13 を読

み取ります。ｸｰﾎﾟﾝｺｰﾄﾞと拡張ｸｰ

ﾎﾟﾝｺｰﾄﾞを 1 ｽｷｬﾝで読み取る必要

があります。 

 

~ C P N E N A 1 .

ｸｰﾎﾟﾝｺｰﾄﾞ読み取り ｵﾝ 
ｸｰﾎﾟｺｰﾄﾞ付 UPC-A/EAN-13 を読

み取ります。 
 

~ C P N E N A 0 .

ｸｰﾎﾟﾝｺｰﾄﾞ読み取り ｵﾌ 
ｸｰﾎﾟｺｰﾄﾞ付 UPC-A/EAN-13 を読

み取ります。 
■ 
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4.10.14 UPC-E の設定 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

~ U P E D F T .

UPC-E 全ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 
UPC-E に関する設定を全てﾃﾞｨﾌｫ

ﾙﾄに戻します。 
 

~ U P E E N 0 1 .

UPC-E0 読み取り ｵﾝ 
｢0｣で始まる UPC-E を読み取り

ます。 
■ 

~ U P E E N 0 0 .

UPC-E0 読み取り ｵﾌ 
｢0｣で始まる UPC-E を読み取り

ません。 
 

~ U P E E N 1 1 .

UPC-E1 読み取り ｵﾝ 
｢1｣で始まる UPC-E を読み取り

ます。 
 

~ U P E E N 1 0 .

UPC-E1 読み取り ｵﾌ 
｢1｣で始まる UPC-E を読み取り

ません。 
■ 

~ U P E E X P 1 .

UPC-A 変換 ｵﾝ 
UPC-A ｺｰﾄﾞに変換します。  

~ U P E E X P 0 .

UPC-A 変換 ｵﾌ 
UPC-A ｺｰﾄﾞに変換しません。 ■ 

~ U P E C K X 1 .

ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ送信 ｵﾝ 
ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄを送信します。 ■ 

~ U P E C K X 0 .

ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ送信 ｵﾌ 
ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄを送信しません。  

~ U P E N S X 1 .

ｼｽﾃﾑﾅﾝﾊﾞｰ送信 ｵﾝ 
ｼｽﾃﾑﾅﾝﾊﾞｰを送信します。 ■ 

~ U P E N S X 0 .

ｼｽﾃﾑﾅﾝﾊﾞｰ送信 ｵﾌ 
ｼｽﾃﾑﾅﾝﾊﾞｰを送信しません。  
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~ U P E A D 2 1 .

ｱﾄﾞｵﾝ 2 読み取り ｵﾝ 
ｱﾄﾞｵﾝ 2 を読み取ります。  

~ U P E A D 2 0 .

ｱﾄﾞｵﾝ 2 読み取り ｵﾌ 
ｱﾄﾞｵﾝ 2 を読み取りません。 ■ 

~ U P E A D 5 1 .

ｱﾄﾞｵﾝ 5 読み取り ｵﾝ 
ｱﾄﾞｵﾝ 5 を読み取ります。  

~ U P E A D 5 0 .

ｱﾄﾞｵﾝ 5 読み取り ｵﾌ 
ｱﾄﾞｵﾝ 5 を読み取りません。 ■ 

~ U P E A R Q 1 .

ｱﾄﾞｵﾝ必須読み取り ｵﾝ 
ｱﾄﾞｵﾝ付 UPC-E だけを読み取り

ます。 
 

~ U P E A R Q 0 .

ｱﾄﾞｵﾝ必須読み取り ｵﾌ 
ｱﾄﾞｵﾝ無しとｱﾄﾞｵﾝ付の UPC-E を

読み取ります。 
■ 

~ U P E A D S 1 .

ｱﾄﾞｵﾝｾﾊﾟﾚｰﾀ ｵﾝ 
ｱﾄﾞｵﾝﾃﾞｰﾀの前にｾﾊﾟﾚｰﾀとして、

ｽﾍﾟｰｽを挿入します。 
 

~ U P E A D S 0 .

ｱﾄﾞｵﾝｾﾊﾟﾚｰﾀ ｵﾌ 
ｽﾍﾟｰｽを挿入しません。 ■ 
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4.10.15 EAN/JAN-13 の設定 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

~ E 1 3 D F T .

EAN/JAN-13 全ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 
EAN/JAN-13に関する設定を全て

ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄに戻します。 
 

~ E 1 3 E N A 1 .

EAN/JAN-13 読み取り ｵﾝ 
EAN/JAN-13 を読み取ります。 ■ 

~ E 1 3 E N A 0 .

EAN/JAN-13 読み取り ｵﾌ 
EAN/JAN-13 を読み取りません。

 

~ E 1 3 C K X 1 .

ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ送信 ｵﾝ 
ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄを送信します。 ■ 

~ E 1 3 C K X 0 .

ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ送信 ｵﾌ 
ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄを送信しません。  

~ E 1 3 A D 2 1 .

ｱﾄﾞｵﾝ 2 読み取り ｵﾝ 
ｱﾄﾞｵﾝ 2 を読み取ります。  

~ E 1 3 A D 2 0 .

ｱﾄﾞｵﾝ 2 読み取り ｵﾌ 
ｱﾄﾞｵﾝ 2 を読み取りません。 ■ 

~ E 1 3 A D 5 1 .

ｱﾄﾞｵﾝ 5 読み取り ｵﾝ 
ｱﾄﾞｵﾝ 5 を読み取ります。  

~ E 1 3 A D 5 0 .

ｱﾄﾞｵﾝ 5 読み取り ｵﾌ 
ｱﾄﾞｵﾝ 5 を読み取りません。 ■ 
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~ E 1 3 A R Q 1 .

ｱﾄﾞｵﾝ必須読み取り ｵﾝ 
ｱﾄﾞｵﾝ付 EAN/JAN-13 だけを読み

取ります。 
 

~ E 1 3 A R Q 0 .

ｱﾄﾞｵﾝ必須読み取り ｵﾌ 
ｱ ﾄ ﾞ ｵ ﾝ 無 し と ｱ ﾄ ﾞ ｵ ﾝ 付 の

EAN/JAN-13 を読み取ります。 
■ 

~ E 1 3 A D S 1 .

ｱﾄﾞｵﾝｾﾊﾟﾚｰﾀ ｵﾝ 
ｱﾄﾞｵﾝﾃﾞｰﾀの前にｾﾊﾟﾚｰﾀとして、

ｽﾍﾟｰｽを挿入します。 
 

~ E 1 3 A D S 0 .

ｱﾄﾞｵﾝｾﾊﾟﾚｰﾀ ｵﾌ 
ｽﾍﾟｰｽを挿入しません。 ■ 

~ E 1 3 I S B 1 .

ISBN 変換 ｵﾝ 
ISBN 変換をします。  

~ E 1 3 I S B 0 .

ISBN 変換 ｵﾌ 
ISBN 変換をしません。 ■ 
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4.10.16 EAN/JAN-8 の設定 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

~ E A 8 D F T .

EAN/JAN-8 全ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 
EAN/JAN-8 に関する設定を全て

ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄに戻します。 
 

~ E A 8 E N A 1 .

EAN/JAN-8 読み取り ｵﾝ 
EAN/JAN-8 を読み取ります。 ■ 

~ E A 8 E N A 0 .

EAN/JAN-8 読み取り ｵﾌ 
EAN/JAN-8 を読み取りません。

 

~ E A 8 C K X 1 .

ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ送信 ｵﾝ 
ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄを送信します。 ■ 

~ E A 8 C K X 0 .

ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ送信 ｵﾌ 
ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄを送信しません。  

~ E A 8 A D 2 1 .

ｱﾄﾞｵﾝ 2 読み取り ｵﾝ 
ｱﾄﾞｵﾝ 2 を読み取ります。  

~ E A 8 A D 2 0 .

ｱﾄﾞｵﾝ 2 読み取り ｵﾌ 
ｱﾄﾞｵﾝ 2 を読み取りません。 ■ 

~ E A 8 A D 5 1 .

ｱﾄﾞｵﾝ 5 読み取り ｵﾝ 
ｱﾄﾞｵﾝ 5 を読み取ります。  

~ E A 8 A D 5 0 .

ｱﾄﾞｵﾝ 5 読み取り ｵﾌ 
ｱﾄﾞｵﾝ 5 を読み取りません。 ■ 

~ E A 8 A R Q 1 .

ｱﾄﾞｵﾝ必須読み取り ｵﾝ 
ｱﾄﾞｵﾝ付 EAN/JAN-8 だけを読み

取ります。 
 

~ E A 8 A R Q 0 .

ｱﾄﾞｵﾝ必須読み取り ｵﾌ 
ｱ ﾄ ﾞ ｵ ﾝ 無 し と ｱ ﾄ ﾞ ｵ ﾝ 付 の

EAN/JAN-8 を読み取ります。 
■ 

~ E A 8 A D S 1 .

ｱﾄﾞｵﾝｾﾊﾟﾚｰﾀ ｵﾝ 
ｱﾄﾞｵﾝﾃﾞｰﾀの前にｾﾊﾟﾚｰﾀとして、

ｽﾍﾟｰｽを挿入します。 
 

~ E A 8 A D S 0 .

ｱﾄﾞｵﾝｾﾊﾟﾚｰﾀ ｵﾌ 
ｽﾍﾟｰｽを挿入しません。 ■ 

~ E A N E M U 4 .

EAN-8→EAN-13 変換 ｵﾝ 
EAN-8 ﾃﾞｰﾀを EAN-13 に変換し

ます。 
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4.10.17 MSI の設定 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ

~ M S I D F T .

MSI 全ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 
MSI に関する設定を全てﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ

に戻します。 
 

~ M S I E N A 1 .

MSI 読み取り ｵﾝ 
MSI を読み取ります。  

~ M S I E N A 0 .

MSI 読み取り ｵﾌ 
MSI を読み取りません。 ■ 

~ M S I C H K 0 .

ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ ｵﾝ/送信 ｵﾌ 
ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ(ﾀｲﾌﾟ 10)検査をしま

すが、送信は行いません。 
■ 

~ M S I C H K 1 .

ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ ｵﾝ/送信 ｵﾝ 
ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ(ﾀｲﾌﾟ 10)検査及び送

信を行います。 
 

~ M S I C H K 2 .

ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ 2 ｵﾝ/送信 ｵﾌ 
ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ(ﾀｲﾌﾟ 10)x2 検査をし

ますが、送信は行いません。 
 

~ M S I C H K 3 .

ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ 2 ｵﾝ/送信 ｵﾝ 
ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ(ﾀｲﾌﾟ 10)x2 検査及び

送信を行います。 
 

~ M S I C H K 4 .

ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ 2-10/11 ｵﾝ/送信 ｵﾌ 
ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ(ﾀｲﾌﾟ 10) & (ﾀｲﾌﾟ 11)
検査をしますが、送信は行いませ

ん。 

 

~ M S I C H K 5 .

ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ 2-10/11 ｵﾝ/送信 ｵﾝ 
ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ(ﾀｲﾌﾟ 10) & (ﾀｲﾌﾟ 11)
検査及び送信を行います。 

 

~ M S I C H K 6 .

ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ 無し 
ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ検査を行いません。  
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~ M S I M I N .

最小桁数 設定開始 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ後、

｢数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣から最小桁数を

4~48 の範囲でｽｷｬﾝし、最後に｢確

定｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。 

4 

~ M S I M A X .

最大桁数 設定開始 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ後、

｢数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣から最大桁数を

4~48 の範囲でｽｷｬﾝし、最後に｢確

定｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。 

48 

数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表 
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4.10.18 GS1 Databar Omnidirectional の設定 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ

~ R S S D F T .

GS1 Databar Omnidirectional 
全ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 
GS1 Databar Omnidirectional に
関する設定を全てﾃﾞｨﾌｫﾙﾄに戻し

ます。 

 

~ R S S E N A 1 .

GS1 Databar Omnidirectional 
読み取り ｵﾝ 
GS1 Databar Omnidirectional を
読み取ります。 

■ 

~ R S S E N A 0 .

GS1 Databar Omnidirectional 
読み取り ｵﾌ 
GS1 Databar Omnidirectional を
読み取りません。 

 

 
 
4.10.19 GS1 Databar Limited の設定 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ

~ R S L D F T .

GS1 Databar Limited 
全ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 
GS1 Databar Limited に関する設

定を全てﾃﾞｨﾌｫﾙﾄに戻します。 

 

~ R S L E N A 1 .

GS1 Databar Limited 
読み取り ｵﾝ 
GS1 Databar Limited を読み取り

ます。 

■ 

~ R S L E N A 0 .

GS1 Databar Limited 
読み取り ｵﾌ 
GS1 Databar Limited を読み取り

ません。 
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4.10.20 GS1 Databar Expanded の設定 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

~ R S E D F T .

GS1 Databar Expanded 
全ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 
GS1 Databar Expanded に関する

設定を全てﾃﾞｨﾌｫﾙﾄに戻します。

 

~ R S E E N A 1 .

GS1 Databar Expanded 
読み取り ｵﾝ 
GS1 Databar Expanded を読み取

ります。 

■ 

~ R S E E N A 0 .

GS1 Databar Expanded 
読み取り ｵﾌ 
GS1 Databar Expanded を読み取

りません。 

 

~ R S E E M I N .

最小桁数 設定開始 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ後、

｢数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣から最小桁数を

4~74 の範囲でｽｷｬﾝし、最後に｢確

定｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。 

4 

~ R S E E M A X .

最大桁数 設定開始 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ後、

｢数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣から最大桁数を

4~74 の範囲でｽｷｬﾝし、最後に｢確

定｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。 

74 

数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表 
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4.10.21 GS1 ｴﾐｭﾚｰｼｮﾝの設定 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ

~ E A N E M U 0 .

GS1 ｴﾐｭﾚｰｼｮﾝ 無し 
GS1 ｴﾐｭﾚｰｼｮﾝを行いません。 ■ 

~ E A N E M U 1 .

GS1-128 ｴﾐｭﾚｰｼｮﾝ有り 
全ﾘﾃｰﾙｺｰﾄﾞ(UPC/EAN/JAN)は、

16 桁に拡張され、AIM ID が有効

であれば、読取ﾃﾞｰﾀの先頭に AIM 
ID の ]C1 を付加します。 

 

~ E A N E M U 2 .

GS1 Databar ｴﾐｭﾚｰｼｮﾝ 有り 
全ﾘﾃｰﾙｺｰﾄﾞ(UPC/EAN/JAN)は、

16 桁に拡張され、AIM ID が有効

であれば、読取ﾃﾞｰﾀの先頭に AIM 
ID の ]e0 を付加します。 
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4.11 ｽﾀｯｸｼﾝﾎﾞﾙの読み取り設定 
 
4.11.1 Trioptic ｺｰﾄﾞの設定 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

~ T R I E N A 1 .

Trioptic ｺｰﾄﾞ読み取り ｵﾝ 
Trioptic ｺｰﾄﾞを読み取ります。  

~ T R I E N A 0 .

Trioptic ｺｰﾄﾞ読み取り ｵﾌ 
Trioptic ｺｰﾄﾞを読み取りません。

■ 

 

 Trioptic ｺｰﾄﾞは、磁気記録媒体のﾗﾍﾞﾙ表示に使用されています。 
 ｺｰﾄﾞ 32(PARAF)を読み取る場合は、必ず Trioptic ｺｰﾄﾞの読み取りをｵﾌに

してください。(本書 ｢4.10.2 ｺｰﾄﾞ 39 の設定｣参照) 
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4.11.2 ｺｰﾀﾞﾌﾞﾛｯｸ A の設定 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ

~ C B A D F T .

ｺｰﾀﾞﾌﾞﾛｯｸ A 全ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 
ｺｰﾀﾞﾌﾞﾛｯｸ A に関する設定を全て

ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄに戻します。 
 

~ C B A E N A 1 .

ｺｰﾀﾞﾌﾞﾛｯｸ A 読み取り ｵﾝ 
ｺｰﾀﾞﾌﾞﾛｯｸ A を読み取ります。  

~ C B A E N A 0 .

ｺｰﾀﾞﾌﾞﾛｯｸ A 読み取り ｵﾌ 
ｺｰﾀﾞﾌﾞﾛｯｸ F を読み取りません。 ■ 

~ C B A M I N .

最小桁数 設定開始 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ後、

｢数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣から最小桁数を

1~600 の範囲でｽｷｬﾝし、最後に

｢確定｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。 

1 

~ C B A M A X .

最大桁数 設定開始 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ後、

｢数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣から最大桁数を

1~600 の範囲でｽｷｬﾝし、最後に

｢確定｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。 

600 

数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表 

 
0 

 
1 

 
2 

 
3 

 
4 

 
5 

 
6 

 
7 

 
8 

 
9 

 
確定 

 
破棄 

 
 



 
Honeywell Area Imager Series 

4.92 
© 2010, AIware Distribution Co., Ltd., All rights reserved 

4.11.3 ｺｰﾀﾞﾌﾞﾛｯｸ F の設定 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

~ C B F D F T .

ｺｰﾀﾞﾌﾞﾛｯｸ F 全ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 
ｺｰﾀﾞﾌﾞﾛｯｸ F に関する設定を全て

ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄに戻します。 
 

~ C B F E N A 1 .

ｺｰﾀﾞﾌﾞﾛｯｸ F 読み取り ｵﾝ 
ｺｰﾀﾞﾌﾞﾛｯｸ F を読み取ります。  

~ C B F E N A 0 .

ｺｰﾀﾞﾌﾞﾛｯｸ F 読み取り ｵﾌ 
ｺｰﾀﾞﾌﾞﾛｯｸ F を読み取りません。

■ 

~ C B F M I N .

最小桁数 設定開始 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ後、

｢数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣から最小桁数を

1~2,048 の範囲でｽｷｬﾝし、最後に

｢確定｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。 

1 

~ C B F M A X .

最大桁数 設定開始 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ後、

｢数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣から最大桁数を

1~2,048 の範囲でｽｷｬﾝし、最後に

｢確定｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。 

2,048 

数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表 
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4.11.4 PDF417 の設定 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ

~ P D F D F T .

PDF417 全ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 
PDF417に関する設定を全てﾃﾞｨﾌ

ｫﾙﾄに戻します。 
 

~ P D F E N A 1 .

PDF417 読み取り ｵﾝ 
PDF417 を読み取ります。 ■ 

~ P D F E N A 0 .

PDF417 読み取り ｵﾌ 
PDF417 を読み取りません。  

~ P D F M I N .

最小桁数 設定開始 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ後、

｢数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣から最小桁数を

1~2,750 の範囲でｽｷｬﾝし、最後に

｢確定｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。 

1 

~ P D F M A X .

最大桁数 設定開始 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ後、

｢数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣から最大桁数を

1~2,750 の範囲でｽｷｬﾝし、最後に

｢確定｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。 

2,750 

数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表 
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4.11.5 ﾏｲｸﾛ PDF417 の設定 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

~ M P D D F T .

ﾏｲｸﾛ PDF417 全ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 
ﾏｲｸﾛ PDF417 に関する設定を全

てﾃﾞｨﾌｫﾙﾄに戻します。 
 

~ M P D E N A 1 .

ﾏｲｸﾛ PDF417 読み取り ｵﾝ 
ﾏｲｸﾛ PDF417 を読み取ります。  

~ M P D E N A 0 .

ﾏｲｸﾛ PDF417 読み取り ｵﾌ 
ﾏｲｸﾛ PDF417 を読み取りません。

■ 

~ M P D M I N .

最小桁数 設定開始 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ後、

｢数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣から最小桁数を

1~366 の範囲でｽｷｬﾝし、最後に

｢確定｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。 

1 

~ M P D M A X .

最大桁数 設定開始 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ後、

｢数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣から最大桁数を

1~366 の範囲でｽｷｬﾝし、最後に

｢確定｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。 

366 

数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表 
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4.11.6 GS1 ｺﾝﾎﾟｼﾞｯﾄの設定 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ

~ C O M E N A 1 .

GS1 ｺﾝﾎﾟｼﾞｯﾄ読み取り ｵﾝ 
GS1 ｺﾝﾎﾟｼﾞｯﾄを読み取ります。  

~ C O M E N A 0 .

GS1 ｺﾝﾎﾟｼﾞｯﾄ読み取り ｵﾌ 
GS1 ｺﾝﾎﾟｼﾞｯﾄを読み取りません。 ■ 

~ C O M U P C 1 .

UPC/EAN ｺﾝﾎﾟｼﾞｯﾄ読み取り ｵﾝ 
UPC 及び EAN ｺﾝﾎﾟｼﾞｯﾄを読み取

ります。(この設定は、GS1-128
及び GS1 Databar からなるｺﾝﾎﾟ

ｼﾞｯﾄｺｰﾄﾞには影響しません。) 

 

~ C O M U P C 0 .

UPC/EAN ｺﾝﾎﾟｼﾞｯﾄ読み取り ｵﾌ 
UPC 及び EAN ｺﾝﾎﾟｼﾞｯﾄを読み取

りません。(この設定は、GS1-128
及び GS1 Databar からなるｺﾝﾎﾟ

ｼﾞｯﾄｺｰﾄﾞには影響しません。) 

■ 

~ C O M M I N .

最小桁数 設定開始 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ後、

｢数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣から最小桁数を

1~2,435 の範囲でｽｷｬﾝし、最後に

｢確定｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。 

1 

~ C O M M A X .

最大桁数 設定開始 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ後、

｢数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣から最大桁数を

1~2,435 の範囲でｽｷｬﾝし、最後に

｢確定｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。 

2,435 
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4.11.7 TLC39 の設定 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

~ T 3 9 E N A 1 .

TLC39 読み取り ｵﾝ 
TLC39(TCIF Linked Code39)を
読み取ります。 

 

~ T 3 9 E N A 0 .

TLC39 読み取り ｵﾌ 
TLC39(TCIF Linked Code39)を
読み取りません。 

■ 

 

TLC39 は、ｺｰﾄﾞ 39 とﾏｲｸﾛ PDF417 から成るｽﾀｯｸｼﾝﾎﾞﾙです。 
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4.12 ﾏﾄﾘｸｽｼﾝﾎﾞﾙの読み取り設定 
 
4.12.1 QR/ﾏｲｸﾛ QR の設定 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ

~ Q R C D F T .

QR/ﾏｲｸﾛ QR 全ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 
QR/ﾏｲｸﾛ QR に関する設定を全て

ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄに戻します。 
 

~ Q R C E N A 1 .

QR/ﾏｲｸﾛ QR 読み取り ｵﾝ 
QR/ﾏｲｸﾛ QR を読み取ります。 ■ 

~ Q R C E N A 0 .

QR/ﾏｲｸﾛ QR 読み取り ｵﾌ 
QR/ﾏｲｸﾛ QR を読み取りません。  

~ Q R C M I N .

最小桁数 設定開始 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ後、

｢数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣から最小桁数を

1~7,089 の範囲でｽｷｬﾝし、最後に

｢確定｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。 

1 

~ Q R C M A X .

最大桁数 設定開始 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ後、

｢数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣から最大桁数を

1~7,089 の範囲でｽｷｬﾝし、最後に

｢確定｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。 

7,089 
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4.12.2 ﾃﾞｰﾀﾏﾄﾘｸｽの設定 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

~ I D M D F T .

ﾃﾞｰﾀﾏﾄﾘｸｽ全ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 
ﾃﾞｰﾀﾏﾄﾘｸｽに関する設定を全てﾃﾞ

ｨﾌｫﾙﾄに戻します。 
 

~ I D M E N A 1 .

ﾃﾞｰﾀﾏﾄﾘｸｽ読み取り ｵﾝ 
ﾃﾞｰﾀﾏﾄﾘｸｽを読み取ります。 ■ 

~ I D M E N A 0 .

ﾃﾞｰﾀﾏﾄﾘｸｽ読み取り ｵﾌ 
ﾃﾞｰﾀﾏﾄﾘｸｽを読み取りません。  

~ I D M M I N .

最小桁数 設定開始 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ後、

｢数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣から最小桁数を

1~3,116 の範囲でｽｷｬﾝし、最後に

｢確定｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。 

1 

~ I D M M A X .

最大桁数 設定開始 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ後、

｢数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣から最大桁数を

1~3,116 の範囲でｽｷｬﾝし、最後に

｢確定｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。 

3,116 
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4.12.3 ﾏｷｼｺｰﾄﾞの設定 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ

~ M A X D F T .

ﾏｷｼｺｰﾄﾞ全ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 
ﾏｷｼｺｰﾄﾞに関する設定を全てﾃﾞｨﾌ

ｫﾙﾄに戻します。 
 

~ M A X E N A 1 .

ﾏｷｼｺｰﾄﾞ読み取り ｵﾝ 
ﾏｷｼｺｰﾄﾞを読み取ります。 ■ 

~ M A X E N A 0 .

ﾏｷｼｺｰﾄﾞ読み取り ｵﾌ 
ﾏｷｼｺｰﾄﾞを読み取りません。  

~ M A X M I N .

最小桁数 設定開始 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ後、

｢数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣から最小桁数を

1~150 の範囲でｽｷｬﾝし、最後に

｢確定｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。 

1 

~ M A X M A X .

最大桁数 設定開始 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ後、

｢数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣から最大桁数を

1~150 の範囲でｽｷｬﾝし、最後に

｢確定｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。 

150 
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4.12.4 Aztec の設定 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

~ A Z T D F T .

Aztec 全ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 
Aztec に関する設定を全てﾃﾞｨﾌｫﾙ

ﾄに戻します。 
 

~ A Z T E N A 1 .

Aztec 読み取り ｵﾝ 
Aztec を読み取ります。 ■ 

~ A Z T E N A 0 .

Aztec 読み取り ｵﾌ 
Aztec を読み取りません。  

~ A Z T M I N .

最小桁数 設定開始 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ後、

｢数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣から最小桁数を

1~3,832 の範囲でｽｷｬﾝし、最後に

｢確定｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。 

1 

~ A Z T M A X .

最大桁数 設定開始 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ後、

｢数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣から最大桁数を

1~3,832 の範囲でｽｷｬﾝし、最後に

｢確定｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。 

3,832 

数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表 
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4.13 郵便ｼﾝﾎﾞﾙの読み取り設定 
 
4.13.1 2D 郵便ｼﾝﾎﾞﾙの設定 
 
2D 郵便ｼﾝﾎﾞﾙは、一度に 1 種のみ読み取りを有効にすることができます。複数

種の 2D 郵便ｼﾝﾎﾞﾙを読み取る必要がある場合は、弊社までご相談ください。 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ

全ての 2D 郵便ｼﾝﾎﾞﾙ読み取りを無効にする 

~ N E T E N A 1 .

全 2D 郵便ｼﾝﾎﾞﾙ ｵﾌ 
全ての 2D 郵便ｼﾝﾎﾞﾙを読み取り

ません。 
■ 

1 つの 2D 郵便ｼﾝﾎﾞﾙ読み取りを有効にする 

~ P O S T A L 1 .

ｵｰｽﾄﾗﾘｱ郵便ｼﾝﾎﾞﾙ読み取り ｵﾝ 
ｵｰｽﾄﾗﾘｱ郵便ｼﾝﾎﾞﾙを読み取りま

す。 
 

~ P O S T A L 7 .

英国郵便ｼﾝﾎﾞﾙ読み取り ｵﾝ 
英国郵便ｼﾝﾎﾞﾙを読み取ります。 

 

~ P O S T A L 3 0 .

ｶﾅﾀﾞ郵便ｼﾝﾎﾞﾙ読み取り ｵﾝ 
ｶﾅﾀﾞ郵便ｼﾝﾎﾞﾙを読み取ります。 

 

~ P O S T A L 3 .

日本郵便ｼﾝﾎﾞﾙ読み取り ｵﾝ 
日本郵便ｼﾝﾎﾞﾙ(ｶｽﾀﾏﾊﾞｰｺｰﾄﾞ)を読

み取ります。 
 

~ P O S T A L 4 .

KIX 郵便ｼﾝﾎﾞﾙ読み取り ｵﾝ 
KIX 郵便ｼﾝﾎﾞﾙを読み取ります。  

~ P O S T A L 5 .

Planet 郵便ｼﾝﾎﾞﾙ読み取り ｵﾝ 
Planet 郵便ｼﾝﾎﾞﾙを読み取りま

す。 
 

~ P O S T A L 6 .

Postnet 郵便ｼﾝﾎﾞﾙ読み取り ｵﾝ 
Postnet 郵便ｼﾝﾎﾞﾙを読み取りま

す。 
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4.13.2 中国郵便ｺｰﾄﾞの設定 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

~ C P C D F T .

中国郵便ｺｰﾄﾞ全ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 
中国郵便ｺｰﾄﾞに関する設定を全

てﾃﾞｨﾌｫﾙﾄに戻します。 
 

~ C P C E N A 1 .

中国郵便ｺｰﾄﾞ読み取り ｵﾝ 
中国郵便ｺｰﾄﾞを読み取ります。  

~ C P C E N A 0 .

中国郵便ｺｰﾄﾞ読み取り ｵﾌ 
中国郵便ｺｰﾄﾞを読み取りません。

■ 

~ C P C M I N .

最小桁数 設定開始 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ後、

｢数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣から最小桁数を

1~80 の範囲でｽｷｬﾝし、最後に｢確

定｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。 

4 

~ C P C M A X .

最大桁数 設定開始 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ後、

｢数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣から最大桁数を

1~80 の範囲でｽｷｬﾝし、最後に｢確

定｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。 

80 
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4.13.3 韓国郵便ｺｰﾄﾞの設定 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ

~ K P C D F T .

韓国郵便ｺｰﾄﾞ全ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 
韓国郵便ｺｰﾄﾞに関する設定を全

てﾃﾞｨﾌｫﾙﾄに戻します。 
 

~ K P C E N A 1 .

韓国郵便ｺｰﾄﾞ読み取り ｵﾝ 
韓国郵便ｺｰﾄﾞを読み取ります。  

~ K P C E N A 0 .

韓国郵便ｺｰﾄﾞ読み取り ｵﾌ 
韓国郵便ｺｰﾄﾞを読み取りません。 ■ 

~ K P C M I N .

最小桁数 設定開始 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ後、

｢数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣から最小桁数を

2~80 の範囲でｽｷｬﾝし、最後に｢確

定｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。 

4 

~ K P C M A X .

最大桁数 設定開始 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ後、

｢数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣から最大桁数を

2~80 の範囲でｽｷｬﾝし、最後に｢確

定｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。 

48 
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5. ｼﾘｱﾙｺﾏﾝﾄﾞ 
 
ｼﾘｱﾙｺﾏﾝﾄﾞを使うことで、ﾊﾟﾗﾒｰﾀの設定や取得、ｼﾘｱﾙﾄﾘｶﾞ制御、ｲﾒｰｼﾞ取り込み

などを行うことが可能になります。 
 
5.1 ﾒﾆｭｰｺﾏﾝﾄﾞ 
 
ﾒﾆｭｰｺﾏﾝﾄﾞは、ﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定や取得を行うためのｺﾏﾝﾄﾞ群です。下記にﾒﾆｭｰｺﾏﾝﾄﾞ

ﾌｫｰﾏｯﾄを示します。 
 

ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ :ｲﾒｰｼﾞｬ名: ﾀｸﾞ ｻﾌﾞﾀｸﾞ ﾃﾞｰﾀ ,ｻﾌﾞﾀｸﾞ ﾃﾞｰﾀ ;ﾀｸﾞ ｻﾌﾞﾀｸﾞ ﾃﾞｰﾀ …….. ﾒﾓﾘ 
 

* AAAAAAAA は、省略可能なｵﾌﾟｼｮﾝﾌｨｰﾙﾄﾞです。 
ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ ﾌｨｰﾙﾄﾞ 
<SYN>M<CR> 固定です。(<SYN>=16hex, M=4Dhex, <CR>=0Dhex) 
:ｲﾒｰｼﾞｬ名: ﾌｨｰﾙﾄﾞ 
特定のｲﾒｰｼﾞｬにﾒﾆｭｰｺﾏﾝﾄﾞを送信したい場合に、:Xenon: などｲﾒｰｼﾞｬ名をｺﾛﾝ : 
で囲んで指定します。ｲﾒｰｼﾞｬ名が分からない場合は、ﾜｲﾙﾄﾞｶｰﾄﾞ * を指定する

こともできます。 
ﾀｸﾞ ﾌｨｰﾙﾄﾞ 
ﾒﾆｭｰｺﾏﾝﾄﾞのｶﾃｺﾞﾘを識別する 3 ｷｬﾗｸﾀです。例えば、RS232C 関連のﾒﾆｭｰｺﾏﾝﾄﾞ

のﾀｸﾞは、232 です。 
ｻﾌﾞﾀｸﾞ ﾌｨｰﾙﾄﾞ 
ﾀｸﾞｸﾞﾙｰﾌﾟ内のﾊﾟﾗﾒｰﾀ項目を識別する 3 ｷｬﾗｸﾀです。例えば、RS232C のﾎﾞｰﾚｰ

ﾄは、BAD です。 
ﾃﾞｰﾀ ﾌｨｰﾙﾄﾞ 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀの設定を行う場合は、新しい設定値を指定します。設定できる値はﾒﾆｭ

ｰｺﾏﾝﾄﾞにより異なります。 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀの設定値や設定範囲を取得しようとする場合は、下記に示す何れかのｷ

ｬﾗｸﾀを指定します。 
 

^(5Ehex) ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ設定を取得 
?(3Fhex) 現在の設定を取得 
*(2Ahex) 設定範囲を取得 
  (* 連続値は - で区切られ、不連続値は | で区切られます) 

ﾒﾓﾘﾌｨｰﾙﾄﾞ 
設定値の保存先又は取得先を指定します。揮発性 RAM ﾒﾓﾘ領域を保存先/取得

先にする場合は、｢!｣(21hex)を指定し、不揮発性ﾒﾓﾘを保存先/取得先にする場

合は、｢.｣(2Ehex)を指定します。不揮発性ﾒﾓﾘを保存先にした場合、電源を落

としても設定値は消えません。 
 
ﾀｸﾞﾌｨｰﾙﾄﾞ,ｻﾌﾞﾀｸﾞﾌｨｰﾙﾄﾞ,ﾃﾞｰﾀﾌｨｰﾙﾄﾞの値は、本書｢4.ﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定｣に掲載してい

るｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞのﾋｭｰﾏﾝﾘｰﾀﾞﾌﾞﾙｷｬﾗｸﾀを参照してください。 
 

 
ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ

 

~ B E P R P T .

ﾌﾞｻﾞｰ回数 設定開始(1~9) 
左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝし、続け

て ｢数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表｣から設定した

い回数を 1~9 の範囲でｽｷｬﾝし、最

後に｢確定｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。

1 

 

ﾀｸﾞﾌｨｰﾙﾄﾞ BEP

ｻﾌﾞﾀｸﾞﾌｨｰﾙﾄﾞ RPT
ﾃﾞｰﾀﾌｨｰﾙﾄﾞ 1~9 
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複数ﾒﾆｭｰｺﾏﾝﾄﾞの連結 
1 つのﾒﾆｭｰｺﾏﾝﾄﾞﾌｫｰﾏｯﾄ内で複数のﾒﾆｭｰｺﾏﾝﾄﾞを指定する場合は、下記に示す何

れかのｾﾊﾟﾚｰﾀで区切ります。 
 

ｾﾊﾟﾚｰﾀ 説明 

,(2Chex) 
同じﾀｸﾞｸﾞﾙｰﾌﾟのﾒﾆｭｰｺﾏﾝﾄﾞを続けて指定する場合

は、ｶﾝﾏで区切り、ｻﾌﾞﾀｸﾞﾌｨｰﾙﾄﾞとﾃﾞｰﾀﾌｨｰﾙﾄﾞを指

定します。 

;(3Bhex) 
異なるﾀｸﾞｸﾞﾙｰﾌﾟのﾒﾆｭｰｺﾏﾝﾄﾞを続けて指定する場

合は、ｾﾐｺﾛﾝで区切り、ﾀｸﾞﾌｨｰﾙﾄﾞ~ﾃﾞｰﾀﾌｨｰﾙﾄﾞを指

定します。 
 
ﾚｽﾎﾟﾝｽｷｬﾗｸﾀ 
ﾒﾆｭｰｺﾏﾝﾄﾞを受信すると、下記に示す何れかのﾚｽﾎﾟﾝｽｷｬﾗｸﾀを返します。 
 

ﾚｽﾎﾟﾝｽ 説明 
ACK(06hex) 正しくｺﾏﾝﾄﾞを実行したことを意味します。 
ENQ(05hex) ﾀｸﾞﾌｨｰﾙﾄﾞ又はｻﾌﾞﾀｸﾞﾌｨｰﾙﾄﾞの指定値が無効です。 
NAK(15hex) ﾃﾞｰﾀﾌｨｰﾙﾄﾞの指定値が範囲外です。 

 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定値の取得例 
例 1) ｺｰﾀﾞﾊﾞｰ(NW7)読み取りの初期値を取得 
 
 ﾒﾆｭｰｺﾏﾝﾄﾞ : cbrena^ 
 ﾚｽﾎﾟﾝｽ : CBRENA1<ACK> 
   * <ACK> = 06hex 
 初期値が 1 であることが分かります。 
 
例 2) ｺｰﾀﾞﾊﾞｰ(NW7)に関する全設定値を取得 
 
 ﾒﾆｭｰｺﾏﾝﾄﾞ : cbr? 
 ﾚｽﾎﾟﾝｽ : CBRENA1<ACK>, 
   SSX0<ACK>, 
   CK20<ACK>, 
   CCT1<ACK>, 
   MIN2<ACK>, 
   MAX60<ACK>, 
   DFT<ACK>. 
   * <ACK> = 06hex 
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5.2 ｼﾘｱﾙﾄﾘｶﾞｺﾏﾝﾄﾞ 
 
下記のｼﾘｱﾙﾄﾘｶﾞｺﾏﾝﾄﾞを発行することで、ﾜｲｱﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬの読み取り開始･終了を

ｺﾝﾄﾛｰﾙすることができます。｢4.8.1 ﾏﾆｭｱﾙ/ｼﾘｱﾙﾄﾘｶﾞﾓｰﾄﾞの設定｣を参照下さい。 
 

<SYN> T <CR> 読み取りを開始します。 
<SYN> U <CR> 読み取りを終了します。 

* <SYN> = 16hex, <CR> = 0Dhex 
 
 
5.3 ｲﾒｰｼﾞﾝｸﾞｺﾏﾝﾄﾞ 
 
ｲﾒｰｼﾞｬは、下記に示すｲﾒｰｼﾞﾝｸﾞｺﾏﾝﾄﾞに適切なﾓﾃﾞｨﾌｧｲｱを指定して発行するこ

とで、ｲﾒｰｼﾞの取り込みを行います。一度、ｲﾒｰｼﾞ取り込みが終了すると、ｲﾒｰ

ｼﾞｬは全ての設定をﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ値に戻します。ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ値を変更したい場合は、｢5.4 
ｲﾒｰｼﾞﾝｸﾞﾃﾞｨﾌｫﾙﾄｺﾏﾝﾄﾞ｣を参照して、ｼﾘｱﾙｺﾏﾝﾄﾞを発行してください。 
 
IMGSNP  ｲﾒｰｼﾞｽﾅｯﾌﾟ 
ｲﾒｰｼﾞの取り込みは、ｲﾒｰｼﾞｬのﾄﾘｶﾞを引いた時及びｲﾒｰｼﾞｽﾅｯﾌﾟｺﾏﾝﾄﾞ(IMGSNP)
が発行された時に行われます。ｲﾒｰｼﾞｽﾅｯﾌﾟは、ｲﾒｰｼﾞｷｬﾌﾟﾁｬ及び写真撮影のｺﾏ

ﾝﾄﾞﾌﾟﾛｾｯｻになります。 
 
ｲﾒｰｼﾞｽﾅｯﾌﾟｺﾏﾝﾄﾞには、ﾒﾓﾘされたｲﾒｰｼﾞを修正･加工するための多くのﾓﾃﾞｨﾌｧｲ

ｱが用意されています。 
 
ﾓﾃﾞｨﾌｧｲｱは、常に数字で始まり、ｱﾙﾌｧﾍﾞｯﾄ(大文字･小文字の区別無し)で終わる

ﾌｫｰﾏｯﾄです。ｲﾒｰｼﾞｽﾅｯﾌﾟｺﾏﾝﾄﾞ(IMGSNP)に続けて、必要なﾓﾃﾞｨﾌｧｲｱを指定しま

す。例えば、ｹﾞｲﾝを中・ﾋﾞｰﾌﾟ音を 1 回鳴動(ｽﾅｯﾌﾟ完了後)させる場合、IMGSNP
ｺﾏﾝﾄﾞは、下記のようになります。 
 

IMGSNP2G1B 
 
IMGSNP ﾓﾃﾞｨﾌｧｲｱ 
 
P : ｲﾒｰｼﾞﾝｸﾞｽﾀｲﾙ 

ｲﾒｰｼﾞｽﾅｯﾌﾟｽﾀｲﾙを指定します。 
 
0P ﾃﾞｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞｽﾀｲﾙ 
ﾃﾞｺｰﾄﾞ用の一般的なﾌｫｰﾏｯﾄと類似していますが、撮影ﾊﾟﾗﾒｰﾀに合うま

で数ﾌﾚｰﾑを取り込めます。最後に取り込んだﾌﾚｰﾑを後で利用すること

ができます。 
1P ﾌｫﾄｽﾀｲﾙ(ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ) 
ﾃﾞｼﾞﾀﾙｶﾒﾗのように利用できるｽﾀｲﾙで、視覚的に最適化されたｲﾒｰｼﾞを

取り込めます。 
2P ﾏﾆｭｱﾙｽﾀｲﾙ 
これは高度なｽﾀｲﾙとなるため、通常は使用しないでください。ｲﾒｰｼﾞｬ

を自由に設定できますが、自動撮影機能はありません。 
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B : ﾋﾞｰﾌﾟ 
ｽﾅｯﾌﾟ完了後、ﾋﾞｰﾌﾟを鳴動するかを指定します。 
0B ﾋﾞｰﾌﾟを鳴動しません。(ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ) 
1B ｲﾒｰｼﾞ取り込み後、ﾋﾞｰﾌﾟを鳴動します。 
 

T : ﾄﾘｶﾞ待ち 
ﾄﾘｶﾞが押されるのを待って、ｲﾒｰｼﾞの取り込みを行うのかを指定します。

(このﾓﾃﾞｨﾌｧｲｱは、ﾌｫﾄｽﾀｲﾙのみ有効です。) 
 
0T ｲﾒｰｼﾞをすぐに(ﾄﾘｶﾞ待ち無し)取り込みます。(ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ) 
1T ﾄﾘｶﾞが押されるのを待って、ｲﾒｰｼﾞを取り込みます。 
 

E : 露出時間 
露出時間を 127μ秒単位で指定します。(このﾓﾃﾞｨﾌｧｲｱは、ﾏﾆｭｱﾙｽﾀｲﾙ

のみ有効です。) 
 
nE n を 1~7,874 の範囲で指定します。(ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 7,874) 

 
例 1) 蛍光灯下 : 露出時間 7874E     例 2) 蛍光灯下 : 露出時間 100E 

 
 
G : ｹﾞｲﾝ 

ｼｸﾞﾅﾙを増幅し、ﾋﾟｸｾﾙ値を倍増させるかを指定します。(このﾓﾃﾞｨﾌｧｲｱ

は、ﾏﾆｭｱﾙｽﾀｲﾙのみ有効です。) 
 
1G ｹﾞｲﾝ 無し (ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ) 
2G ｹﾞｲﾝ 中 
4G ｹﾞｲﾝ 大 
8G ｹﾞｲﾝ 最大 

 
例 1) ｹﾞｲﾝ : 1G            例 2) ｹﾞｲﾝ : 4G          例 3) ｹﾞｲﾝ : 8G 
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W : ﾀｰｹﾞｯﾄﾎﾜｲﾄ値 
取り込んだｲﾒｰｼﾞのｸﾞﾚｰｽｹｰﾙ中央値のﾀｰｹﾞｯﾄ値を指定します。ｺﾝﾄﾗｽﾄ

の高い文書を接写する場合は、75 のような低い値を指定します。値を

大きくすると、露出時間が長くなり、明るいｲﾒｰｼﾞになりますが、高す

ぎると、露出ｵｰﾊﾞｰになります。 (このﾓﾃﾞｨﾌｧｲｱは、ﾌｫﾄｽﾀｲﾙのみ有効

です。) 
 
nW n を 0~255 の範囲で指定します。(ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 125) 
 

例1) ﾎﾜｲﾄ値 : 75W      例2) ﾎﾜｲﾄ値 : 125W      例3) ﾎﾜｲﾄ値 : 200W 

 
 
 
D : 許容ﾃﾞﾙﾀ 

ﾎﾜｲﾄ値(W : ﾀｰｹﾞｯﾄﾎﾜｲﾄ値)の許容範囲を指定します。(このﾓﾃﾞｨﾌｧｲｱは、

ﾌｫﾄｽﾀｲﾙのみ有効です。) 
 
nD n を 0~255 の範囲で指定します。(ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 255) 

 
U : ｱｯﾌﾟﾃﾞｰﾄﾄﾗｲ回数 

許容ﾃﾞﾙﾀを達成するために取り込みを行う最大ﾌﾚｰﾑ数を指定します。

(このﾓﾃﾞｨﾌｧｲｱは、ﾌｫﾄｽﾀｲﾙのみ有効です。) 
 
nU n を 0~10 の範囲で指定します。(ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 6) 

 
L : LED ｽﾃｰﾄ 

読取 LED を照射するか、しないかを指定します。ｵｰﾄｽﾀﾝﾄﾞに設置して、

ID ｶｰﾄﾞのようなｶﾗｰ文書のｲﾒｰｼﾞを取り込む場合は、周囲照明(0L)を指

定し、手持ちでｲﾒｰｼﾞを取り込む場合は、読取 LED を照射(1L)します。

(このﾓﾃﾞｨﾌｧｲｱは、ﾃﾞｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞｽﾀｲﾙには使えません。) 
 
0L 読取 LED を照射しません。(ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ) 
1L 読取 LED を照射します。 
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% : ﾀｰｹﾞｯﾄｾｯﾄﾎﾟｲﾝﾄ 
取り込んだｲﾒｰｼﾞのﾗｲﾄ値とﾀﾞｰｸ値のﾀｰｹﾞｯﾄﾎﾟｲﾝﾄをﾊﾟｰｾﾝﾃｰｼﾞで指定し

ます。75%を指定した場合、75%のﾋﾟｸｾﾙがﾀｰｹﾞｯﾄﾎﾜｲﾄ値以下で、25%
がﾀｰｹﾞｯﾄﾎﾜｲﾄ値より上であるという意味になります。通常、このﾓﾃﾞｨ

ﾌｧｲｱは、ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ値でお使い下さい。 
 
n% n を 1~99 の範囲で指定します。(ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 50) 

 
例 1) ｾｯﾄﾎﾟｲﾝﾄ : 97%    例 2) ｾｯﾄﾎﾟｲﾝﾄ : 50%    例 3) ｾｯﾄﾎﾟｲﾝﾄ : 40% 

 
 
IMGSHP  ｲﾒｰｼﾞｼｯﾌﾟ 
ｲﾒｰｼﾞの取り込みは、ｲﾒｰｼﾞｬのﾄﾘｶﾞを引いた時及びｲﾒｰｼﾞｽﾅｯﾌﾟｺﾏﾝﾄﾞ(IMGSNP)
が発行された時に行われ、最後に取り込んだｲﾒｰｼﾞが常にｲﾒｰｼﾞｬにﾒﾓﾘされてい

ます。 
 
ｲﾒｰｼﾞｼｯﾌﾟｺﾏﾝﾄﾞには、送信ｲﾒｰｼﾞを修正･加工するための多くのﾓﾃﾞｨﾌｧｲｱが用意

されています。ｲﾒｰｼﾞｼｯﾌﾟｺﾏﾝﾄﾞで行われるｲﾒｰｼﾞの修正･加工はあくまでも送信

ｲﾒｰｼﾞに対して行われるもので、ｲﾒｰｼﾞｬがﾒﾓﾘしているｲﾒｰｼﾞには影響を与えま

せん。 
 
ﾓﾃﾞｨﾌｧｲｱは、常に数字で始まり、ｱﾙﾌｧﾍﾞｯﾄ(大文字･小文字の区別無し)で終わる

ﾌｫｰﾏｯﾄです。ｲﾒｰｼﾞｼｯﾌﾟｺﾏﾝﾄﾞ(IMGSHP)に続けて、必要なﾓﾃﾞｨﾌｧｲｱを指定しま

す。例えば、ｶﾞﾝﾏ補正・文書ｲﾒｰｼﾞﾌｨﾙﾀを行ったｲﾒｰｼﾞを送信させる場合、

IMGSHP ｺﾏﾝﾄﾞは、下記のようになります。 
 

IMGSNP;IMGSHP8F75K26U 
 
IMGSHP ﾓﾃﾞｨﾌｧｲｱ 
 
A : ｲﾝﾌｨﾆﾃｨﾌｨﾙﾀ 

長距離(3m 以上)から撮影されたｲﾒｰｼﾞの画像を高めるﾌｨﾙﾀです。 
 
0A ｲﾝﾌｨﾆﾃｨﾌｨﾙﾀを使用しません。(ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ) 
1A ｲﾝﾌｨﾆﾃｨﾌｨﾙﾀを使用します。 

 
例 1) ｲﾝﾌｨﾆﾃｨﾌｨﾙﾀ : 0A           例 2) ｲﾝﾌｨﾆﾃｨﾌｨﾙﾀ : 1A  

@ 距離 約 3.66m                @ 距離 約 3.66m 
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C : 光沢補正 
照明の変化によるｲﾒｰｼﾞへの光沢を平滑補正します。 
 
0C 光沢補正を使用しません。(ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ) 
1C 光沢補正を使用します。 

 
例 1) 光沢補正 : 0C                    例 2) 光沢補正 : 1C 

 
 
D : ｸﾞﾚｰｽｹｰﾙ 

送信ｲﾒｰｼﾞをｸﾞﾚｰｽｹｰﾙにするか、白黒にするかを指定します。(このﾓﾃﾞ

ｨﾌｧｲｱは、KIM と BMP ﾌｫｰﾏｯﾄのみ有効です。) 
 
8D ｸﾞﾚｰｽｹｰﾙ(8 ﾋﾞｯﾄ/ﾋﾟｸｾﾙ)で送信します。(ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ) 
1D 白黒(1 ﾋﾞｯﾄ/ﾋﾟｸｾﾙ)で送信します。 

 
E : ｴｯｼﾞｼｬｰﾌﾟﾌｨﾙﾀ 

送信ｲﾒｰｼﾞのｴｯｼﾞをｼｬｰﾌﾟにするかを指定します。24 が一番ｴｯｼﾞがｼｬｰ

ﾌﾟになりますが、ﾉｲｽﾞも多くなります。通常のｲﾒｰｼﾞには、13 程度の

値を使用します。 
 
nE n を 0~24 の範囲で指定します。(ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 0) 

 
例 1) ｴｯｼﾞﾌｨﾙﾀ : 0E                    例 2) ｴｯｼﾞﾌｨﾙﾀ : 24E 
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F : ﾌｧｲﾙﾌｫｰﾏｯﾄ 
送信ｲﾒｰｼﾞのﾌｧｲﾙﾌｫｰﾏｯﾄを指定します。 
 
0F KIM 
1F TIFF ﾊﾞｲﾅﾘ 
2F TIFF ﾊﾞｲﾅﾘ ｸﾞﾙｰﾌﾟ 4, 圧縮 
3F TIFF ｸﾞﾚｰｽｹｰﾙ 
4F 非圧縮ﾊﾞｲﾅﾘ TIFF(左上~右下, 1 ﾋﾟｸｾﾙ/ﾋﾞｯﾄ, 最終行 0 詰め) 
5F 非圧縮ｸﾞﾚｰｽｹｰﾙ(左上~右下, ﾋﾞｯﾄﾏｯﾌﾟﾌｫｰﾏｯﾄ) 
6F JPEG ｲﾒｰｼﾞ(ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ) 
8F BMP ｲﾒｰｼﾞ(右下~左上, 圧縮無し) 

 
H : ﾋｽﾄｸﾞﾗﾑｽﾄﾚｯﾁ 

送信ｲﾒｰｼﾞのｺﾝﾄﾗｽﾄを高めます。(このﾓﾃﾞｨﾌｧｲｱは、幾つかのｲﾒｰｼﾞﾌｫｰﾏ

ｯﾄでは無効です。) 
 
0H ﾋｽﾄｸﾞﾗﾑｽﾄﾚｯﾁを使用しません。(ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ) 
1H ﾋｽﾄｸﾞﾗﾑｽﾄﾚｯﾁを使用します。 

 
例 1) ﾋｽﾄｸﾞﾗﾑｽﾄﾚｯﾁ : 0H                 例 2) ﾋｽﾄｸﾞﾗﾑｽﾄﾚｯﾁ : 1H 
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I : ｲﾒｰｼﾞ反転 
送信ｲﾒｰｼﾞを X 軸又は Y 軸に対して反転させます。 
 
1iX X 軸に対して、反転させます。(上下反転) 
1iY Y 軸に対して、反転させます。(左右反転) 

 
例 1) ｵﾘｼﾞﾅﾙ画像         例 2) ｲﾒｰｼﾞ反転 : 1ix     例 3) ｲﾒｰｼﾞ反転 : 1iY 

 
 
IF : ﾉｲｽﾞ除去 

送信ｲﾒｰｼﾞのﾉｲｽﾞを除去します。 
 
0if ﾉｲｽﾞを除去します。(ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ) 
1if ﾉｲｽﾞを除去しません。 

 
例 1) ﾉｲｽﾞ除去 : 0if                    例 2) ﾉｲｽﾞ除去 : 1if  
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IR : ｲﾒｰｼﾞ回転 
送信ｲﾒｰｼﾞを回転させます。 
 
0ir 回転させません。 
1ir 右 90°回転させます。 
2ir 右 180°回転させます。 
3ir 左 90°回転させます。 

 
例 1) ｲﾒｰｼﾞ回転 : 0ir                     例 2) ｲﾒｰｼﾞ回転 : 1ir 

 
 
例 3) ｲﾒｰｼﾞ回転 : 2ir                     例 4) ｲﾒｰｼﾞ回転 : 3ir 

 
 
J : JPEG ｲﾒｰｼﾞ品質 

送信したい JPEG ｲﾒｰｼﾞ品質を指定します。高い値を指定すると、ｲﾒｰ

ｼﾞは高画質になりますが、ﾌｧｲﾙｻｲｽﾞは大きくなります。逆に低い値を

指定すると、画質は悪くなりますが、ﾌｧｲﾙｻｲｽﾞが小さくなり、送信時

間も短くなります。 
 
nJ n を 0~100 の範囲で指定します。(ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 50) 
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K : ｶﾞﾝﾏ補正 
送信ｲﾒｰｼﾞのｶﾞﾝﾏ補正値を指定します。高い値を指定すると、ｲﾒｰｼﾞは

より明るくなり、低い値を指定すると、ｲﾒｰｼﾞはより暗くなります。 
ﾃｷｽﾄｲﾒｰｼﾞを補正する場合の推奨補正値は、50 です。 
 
nK n を 0~1000 の範囲で指定します。(ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 0) 

 
例 1) ｶﾞﾝﾏ補正 : 0K      例 2) ｶﾞﾝﾏ補正 : 50K    例 3) ｶﾞﾝﾏ補正 : 255K 

 
 
L, R, T, B : ｲﾒｰｼﾞﾄﾘﾐﾝｸﾞ 

送信ｲﾒｰｼﾞをﾄﾘﾐﾝｸﾞ(切り取り)する座標をﾋﾟｸｾﾙで指定します。 
 
nL n を 0~1279 の範囲で指定します。ここで指定した値が、送信 
 ｲﾒｰｼﾞの左座標になります。(ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 0) 
nR n を 0~1279 の範囲で指定します。ここで指定した値が、送信 
 ｲﾒｰｼﾞの右座標になります。 
 (ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 最大値 *機種により異なります(Xenon=835)) 
nT n を 0~959 の範囲で指定します。ここで指定した値が、送信 
 ｲﾒｰｼﾞの上座標になります。(ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 0) 
nB n を 0~959 の範囲で指定します。ここで指定した値が、送信 
 ｲﾒｰｼﾞの下座標になります。 
 (ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 最大値 *機種により異なります(Xenon=639)) 

 
M : ｲﾒｰｼﾞﾄﾘﾐﾝｸﾞﾏｰｼﾞﾝ 

ｲﾒｰｼﾞﾄﾘﾐﾝｸﾞ(L, R, T, B)の代わりに、送信ｲﾒｰｼﾞの外側からﾄﾘﾐﾝｸﾞする

ﾏｰｼﾞﾝをﾋﾟｸｾﾙで指定し、囲まれた中央部の画像を送信ｲﾒｰｼﾞとします。 
 
nM n を 0~238 の範囲で指定します。左から n ﾋﾟｸｾﾙ、右から n+1 ﾋﾟ 
 ｸｾﾙ、上から n ﾋﾟｸｾﾙ、下から n+1 ﾋﾟｸｾﾙで囲まれた部分をﾄﾘﾐﾝｸﾞ 
 します。 

 
P : ﾌﾟﾛﾄｺﾙ 

ｲﾒｰｼﾞ送信に使用するﾌﾟﾛﾄｺﾙを指定します。 
 
0P ﾌﾟﾛﾄｺﾙ 無し(生ﾃﾞｰﾀ) 
2P ﾌﾟﾛﾄｺﾙ 無し(USB のﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ) 
3P H-MODEM 圧縮(RS232C のﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ) 
4P H-MODEM 
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S : ﾋﾟｸｾﾙ送信 
ｲﾒｰｼﾞのﾋﾟｸｾﾙ送信規則を指定します。例えば、3 を指定した場合、ｲﾒｰ

ｼﾞの水平･垂直 3 ﾋﾟｸｾﾙ毎に送信するため、間のﾋﾟｸｾﾙが間引かれ、画像

が小さくなります。 
 
1S 全ﾋﾟｸｾﾙを送信します。 
2S 水平･垂直 2 ﾋﾟｸｾﾙ毎に送信します。(ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ) 
3S 水平･垂直 3 ﾋﾟｸｾﾙ毎に送信します。 

 
例 1) ﾋﾟｸｾﾙ送信 : 1S         例 2) ﾋﾟｸｾﾙ送信 : 2S   例 3) ﾋﾟｸｾﾙ送信 : 3S 

 
 
U : ﾃｷｽﾄｲﾒｰｼﾞﾌｨﾙﾀ 

送信ﾃｷｽﾄｲﾒｰｼﾞのｴｯｼﾞ間を滑らかにし、ｴｯｼﾞをｼｬｰﾌﾟにします。ﾃｷｽﾄｲﾒ

ｰｼﾞﾌｨﾙﾀは、ID ｶｰﾄﾞや処方箋などのｲﾒｰｼﾞ取り込みに有効で、ｲﾒｰｼﾞｬを

ｵｰﾄｽﾀﾝﾄﾞに設置して、先のｶﾞﾝﾏ補正と一緒に使用します。下記に

IMGSHP ｺﾏﾝﾄﾞの例を示します。 
 

IMGSNP1P0L168W90%32D 
 
ﾃｷｽﾄｲﾒｰｼﾞﾌｨﾙﾀは、通常のｴｯｼﾞﾌｨﾙﾀ(E)より良質の JPEG 圧縮ｲﾒｰｼﾞを提

供します。また、このﾌｨﾙﾀは、白黒ｲﾒｰｼﾞ(1 ﾋﾞｯﾄ/ﾋﾟｸｾﾙ)にも最適です。 
このﾌｨﾙﾀの推奨値は、23 です。 
 
nU n を 0~255 の範囲で指定します。指定された n をｸﾞﾚｰｽｹｰﾙｽﾚｯｼｮ 
 ﾙﾄﾞとして、ﾃｷｽﾄｲﾒｰｼﾞﾌｨﾙﾀを実行します。通常、ｲﾒｰｼﾞのｺﾝﾄﾗｽﾄ 
 が低い場合は、小さい値を指定します。このﾌｨﾙﾀの 1 が、ｴｯｼﾞﾌ 
 ｨﾙﾀの 22 と同等の効果があります。(ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 0) 

 
例 1) ﾃｷｽﾄｲﾒｰｼﾞﾌｨﾙﾀ : 0U                  例 2) ﾃｷｽﾄｲﾒｰｼﾞﾌｨﾙﾀ : 26U 
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V : ｲﾒｰｼﾞぼかし効果 
送信ｲﾒｰｼﾞにぼかし効果を行うかを指定します。 
 
0V ぼかし効果を行いません。(ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ) 
1V ぼかし効果を行います。 

 
例 1) ｲﾒｰｼﾞぼかし効果 : 0V                  例 2) ｲﾒｰｼﾞぼかし効果 : 1V 

 
 
W : ﾋｽﾄｸﾞﾗﾑ送信 

送信ｲﾒｰｼﾞのﾋｽﾄｸﾞﾗﾑを送信するかを指定します。ﾋｽﾄｸﾞﾗﾑはｲﾒｰｼﾞの色

調･ｷｰﾀｲﾌﾟを知るのに役立ちます。ﾛｰｷｰﾀｲﾌﾟは、影掛かったｲﾒｰｼﾞ、ﾊｲ

ｷｰﾀｲﾌﾟは、明るい光輝なｲﾒｰｼﾞｬﾍﾞﾚｰｼﾞｷｰﾀｲﾌﾟは、その中間的な色調の

ｲﾒｰｼﾞになります。 
 
0W ﾋｽﾄｸﾞﾗﾑ送信を行いません。(ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ) 
1W ﾋｽﾄｸﾞﾗﾑ送信を行います。 

 
例 1) ﾋｽﾄｸﾞﾗﾑ送信 : 0W              例 2) ﾋｽﾄｸﾞﾗﾑ送信 : 1W 

 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ

~ I M G V G A 1 .
ｲﾒｰｼﾞｻｲｽﾞ 640x480 ﾋﾟｸｾﾙ(VGA) ■ 

~ I M G V G A 0 .
ｲﾒｰｼﾞｻｲｽﾞ ﾈｲﾃｨﾌﾞｻｲｽﾞ  
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IMGBOX  ｲﾝﾃﾘｼﾞｪﾝﾄｻｲﾝｷｬﾌﾟﾁｬ 
ｲﾝﾃﾘｼﾞｪﾝﾄｻｲﾝｷｬﾌﾟﾁｬは、ｺｰﾄﾞに隣接する指定領域のｲﾒｰｼﾞをﾎｽﾄへ送信する機能

です。これにより、ﾌｧｲﾙｻｲｽﾞを縮小し、転送速度を高めます。IMGBOX ｺﾏﾝﾄﾞ

には、取り込みたいｲﾒｰｼﾞ領域のｻｲｽﾞ、ｺｰﾄﾞからの垂直･水平方向の距離の指定

が必要です。また、最終的に出力するﾌｧｲﾙﾌｫｰﾏｯﾄや解像度なども同時に指定す

ることができます。 
 
頻繁にｲﾝﾃﾘｼﾞｪﾝﾄｻｲﾝｷｬﾌﾟﾁｬを行う場合は、最適化を有効することをお奨めます。 
但し、最適化を有効にすると、ｺｰﾄﾞの読取速度は若干遅くなります。 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

~ D E C B N D 1 .
最適化 有効  

~ D E C B N D 0 .
最適化 無効 ■ 

 
下記にｲﾝﾃﾘｼﾞｪﾝﾄｻｲﾝｷｬﾌﾟﾁｬを利用した、ｻｲﾝ取り込みを行う例を示します。 
ｴｲﾏｰをｻｲﾝ領域の中央に照射し(ﾊﾞｰｺｰﾄﾞに合わせない)、ﾄﾘｶﾞを引いて、ｺｰﾄﾞ 128
を読み取ります。ｸﾞｯﾄﾞﾘｰﾄﾞﾌﾞｻﾞｰが鳴動し、読み取ったﾃﾞｰﾀはﾎｽﾄへ送信され

ます。これで IMGBOX ｺﾏﾝﾄﾞ発行の準備が整いました。IMGBOX ｺﾏﾝﾄﾞを発行

してｻｲﾝ領域を取り込みます。 
 

 
 
ここで重要なのは、IMGBOX ｺﾏﾝﾄﾞで指定するｻｲｽﾞがﾊﾞｰｺｰﾄﾞの細ｴﾚﾒﾝﾄｻｲｽﾞを

基準にした値である点です。ﾊﾞｰｺｰﾄﾞの最小ｴﾚﾒﾝﾄを基準にすることで、ｲﾒｰｼﾞ

ｬの距離に関係することなく、目的のｻｲﾝｲﾒｰｼﾞがあるｴﾘｱを常に正しく取り込む

ことが可能になります。この例では、下記の IMGBOX ｺﾏﾝﾄﾞを発行します。 
 

IMGBOX245w37h55y 
 

例) 取り込んだ画像ｲﾒｰｼﾞ 

 
 

IMGBOX ｺﾏﾝﾄﾞは、PDF417, ｺｰﾄﾞ 39, ｺｰﾄﾞ 128, Aztec, ｺｰﾀﾞﾊﾞｰ(NW7), ｲﾝﾀｰﾘ
ｰﾌﾞﾄﾞ 25 との組み合わせでのみ使用できます。これらのｺｰﾄﾞが読まれると、ｲ

ﾒｰｼﾞｬは、IMGBOX ｺﾏﾝﾄﾞのために、ｲﾒｰｼﾞ画像を保持します。 
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IMGBOX ﾓﾃﾞｨﾌｧｲｱ 
 
A : 出力ｲﾒｰｼﾞ幅 

送信ｲﾒｰｼﾞの水平方向のｻｲｽﾞ(幅)を指定します。このｵﾌﾟｼｮﾝを指定する

場合は、ｻｲﾝｲﾒｰｼﾞ解像度 R で 0(ｾﾞﾛ)を指定して下さい。 
 

       例 1) 出力ｲﾒｰｼﾞ幅 : 200A 
 

 
 
 
 
       例 1) 出力ｲﾒｰｼﾞ幅 : 600A 
 
 
 
 
 
B : 出力ｲﾒｰｼﾞ高 

送信ｲﾒｰｼﾞの垂直方向のｻｲｽﾞ(高さ)を指定します。このｵﾌﾟｼｮﾝを指定す

る場合は、ｻｲﾝｲﾒｰｼﾞ解像度 R で 0(ｾﾞﾛ)を指定して下さい。 
 

       例 1) 出力ｲﾒｰｼﾞ幅 : 50B 
 

 
 
 
       例 1) 出力ｲﾒｰｼﾞ幅 : 100B 
 
 
 
 
 
D : ｸﾞﾚｰｽｹｰﾙ 

送信ｲﾒｰｼﾞをｸﾞﾚｰｽｹｰﾙにするか、白黒にするかを指定します。 
 
8D ｸﾞﾚｰｽｹｰﾙ(8 ﾋﾞｯﾄ/ﾋﾟｸｾﾙ)で送信します。(ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ) 
1D 白黒(1 ﾋﾞｯﾄ/ﾋﾟｸｾﾙ)で送信します。 

 
F : ﾌｧｲﾙﾌｫｰﾏｯﾄ 

送信ｲﾒｰｼﾞのﾌｧｲﾙﾌｫｰﾏｯﾄを指定します。 
 
0F KIM 
1F TIFF ﾊﾞｲﾅﾘ 
2F TIFF ﾊﾞｲﾅﾘ ｸﾞﾙｰﾌﾟ 4, 圧縮 
3F TIFF ｸﾞﾚｰｽｹｰﾙ 
4F 非圧縮ﾊﾞｲﾅﾘ TIFF(左上~右下, 1 ﾋﾟｸｾﾙ/ﾋﾞｯﾄ, 最終行 0 詰め) 
5F 非圧縮ｸﾞﾚｰｽｹｰﾙ(左上~右下, ﾋﾞｯﾄﾏｯﾌﾟﾌｫｰﾏｯﾄ) 
6F JPEG ｲﾒｰｼﾞ(ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ) 
8F BMP ｲﾒｰｼﾞ(右下~左上, 圧縮無し) 
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H : ｻｲﾝｲﾒｰｼﾞｴﾘｱの高さ 
ｻｲﾝｲﾒｰｼﾞｴﾘｱの高さを指定します。測定単位は、ｲﾝﾁを 0.01 で割った値

になります。例えば、高さ 3/8 ｲﾝﾁのｴﾘｱを取り込みたい場合、0.375/0.01 
= 37.5 となるので、37h を指定します。 
 
nh n にｻｲﾝｲﾒｰｼﾞｴﾘｱの高さを指定します。 

 

 
 
K : ｶﾞﾝﾏ補正 

送信ｲﾒｰｼﾞのｶﾞﾝﾏ補正値を指定します。高い値を指定すると、ｲﾒｰｼﾞは

より明るくなり、低い値を指定すると、ｲﾒｰｼﾞはより暗くなります。 
ﾃｷｽﾄｲﾒｰｼﾞを補正する場合の推奨補正値は、50 です。 
 
nK n を 0~255 の範囲で指定します。(ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 0) 

 
               例 1) ｶﾞﾝﾏ補正 : 0K 
 
 
 
               例 2) ｶﾞﾝﾏ補正 : 50K 
 
 
 
               例 3) ｶﾞﾝﾏ補正 : 255K 
 
 
R : ｻｲﾝｲﾒｰｼﾞ解像度 

取得したいｻｲﾝｲﾒｰｼﾞの解像度をﾋﾟｸｾﾙ数で指定します。大きい値を指定

すると、解像度の高いｲﾒｰｼﾞを取得できますが、ﾌｧｲﾙｻｲｽﾞが大きくなり、

転送時間が遅くなります。 
 
nR n にｻｲﾝｲﾒｰｼﾞの解像度を指定します。 

 
        例 1) ｻｲﾝｲﾒｰｼﾞ解像度: 0R 
 
 
 
 
 
        例 2) ｻｲﾝｲﾒｰｼﾞ解像度: 1000R 
 
 
        例 3) ｻｲﾝｲﾒｰｼﾞ解像度: 2000R 
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S : ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ縦横比 
ﾊﾞｰｺｰﾄﾞの高さと細ｴﾚﾒﾝﾄの比率を指定します。先の例では、細ｴﾚﾒﾝﾄ

が 0.010 ｲﾝﾁ (0.254mm)、高さが 0.400 ｲﾝﾁ (10.16mm)なので、

S=0.400/0.010=40 となります。 
 
nS n にﾊﾞｰｺｰﾄﾞ縦横比を指定します。 

 
W : ｻｲﾝｲﾒｰｼﾞｴﾘｱの幅 

ｻｲﾝｲﾒｰｼﾞｴﾘｱの幅を指定します。測定単位は、ｲﾝﾁを 0.01 で割った値に

なります。例えば、幅 2.4 ｲﾝﾁのｴﾘｱを取り込みたい場合、2.4/0.01 = 240
となるので、240w を指定します。 
 
nH n にｻｲﾝｲﾒｰｼﾞｴﾘｱの幅を指定します。 

 

 
 
X : ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ水平ｵﾌｾｯﾄ 

ｻｲﾝｲﾒｰｼﾞｴﾘｱの中心から見たﾊﾞｰｺｰﾄﾞ位置を水平ｵﾌｾｯﾄ値として指定し

ます。先の例では、0 となります。 
 
nX n にﾊﾞｰｺｰﾄﾞ水平ｵﾌｾｯﾄ値を指定します。 

 
        例 1) ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ水平ｵﾌｾｯﾄ : 75X 
 
 
 
        例 2) ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ水平ｵﾌｾｯﾄ : -75X 
 
 
 
 
Y : ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ垂直ｵﾌｾｯﾄ 

ｻｲﾝｲﾒｰｼﾞｴﾘｱの中心から見たﾊﾞｰｺｰﾄﾞ位置を垂直ｵﾌｾｯﾄ値として指定し

ます。先の例では、細ｴﾚﾒﾝﾄが 0.010 ｲﾝﾁ(0.254mm)で、ｻｲﾝｲﾒｰｼﾞｴﾘｱの

中心から垂直に 0.7 ｲﾝﾁ(17.78mm)の位置にﾊﾞｰｺｰﾄﾞがあるので、

Y=0.7/0.01=70 となります。 
 
nY n にﾊﾞｰｺｰﾄﾞ垂直ｵﾌｾｯﾄ値を指定します。 

 
         例 1) ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ垂直ｵﾌｾｯﾄ : -7Y 
 
 
 
 
         例 2) ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ垂直ｵﾌｾｯﾄ : 65Y 
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5.4 ｲﾒｰｼﾞﾝｸﾞﾃﾞｨﾌｫﾙﾄｺﾏﾝﾄﾞ 
 

ｲﾒｰｼﾞﾝｸﾞﾃﾞｨﾌｫﾙﾄｺﾏﾝﾄﾞ 

ｶﾃｺﾞﾘ 設定内容 ｼﾘｱﾙｺﾏﾝﾄﾞ 
# = ( )内の数値が入ります。 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

IMGSNP 

全ｲﾒｰｼﾞﾝｸﾞｺﾏﾝﾄﾞﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ IMGDFT  
ｲﾒｰｼﾞﾝｸﾞｽﾀｲﾙ : ﾃﾞｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ SNPSTY0  
ｲﾒｰｼﾞﾝｸﾞｽﾀｲﾙ : ﾌｫﾄ SNPSTY1 ■ 
ｲﾒｰｼﾞﾝｸﾞｽﾀｲﾙ : ﾏﾆｭｱﾙ SNPSTY2  
ﾋﾞｰﾌﾟ : ｵﾝ SNPBEP1  
ﾋﾞｰﾌﾟ : ｵﾌ SNPBEP0 ■ 
ﾄﾘｶﾞ待ち : 無し SNPTRG0 ■ 
ﾄﾘｶﾞ待ち : 有り SNPTRG1  
LED ｽﾃｰﾄ : ｵﾌ SNPLED0 ■ 
LED ｽﾃｰﾄ : ｵﾝ SNPLED1  
露出時間 (0 ~ 7,874, 単位 127μ秒) SNPEXP#### 7,874 
ｹﾞｲﾝ 無し SNPGAN1 ■ 
ｹﾞｲﾝ 中 SNPGAN2  
ｹﾞｲﾝ 大 SNPGAN4  
ｹﾞｲﾝ 最大 SNPGAN8  
ﾀｰｹﾞｯﾄﾎﾜｲﾄ値 (0 ~ 255) SNPWHT### 125 
許容ﾃﾞﾙﾀ (0 ~255) SNPDEL### 25 
ｱｯﾌﾟﾃﾞｰﾄﾄﾗｲ回数 (0 ~ 10) SNPTRY## 6 
ﾀｰｹﾞｯﾄｾｯﾄﾎﾟﾝﾄ (1 ~ 99) SNPPCT## 50 

IMGSHP 

ｲﾝﾌｨﾆﾃｨﾌｨﾙﾀ : ｵﾌ IMGINF0 ■ 
ｲﾝﾌｨﾆﾃｨﾌｨﾙﾀ : ｵﾝ IMGINF1  
光沢補正 : ｵﾌ IMGCOR0 ■ 
光沢補正 : ｵﾝ IMGCOR1  
ｸﾞﾚｰｽｹｰﾙ : ｵﾝ (8 ﾋﾞｯﾄ/ﾋﾟｸｾﾙ) IMGBPP8 ■ 
ｸﾞﾚｰｽｹｰﾙ : ｵﾌ (1 ﾋﾞｯﾄ/ﾋﾟｸｾﾙ, 白黒) IMGBPP1  
ｴｯｼﾞﾌｨﾙﾀ (0 ~ 23) IMGEDG## 0 
ﾌｧｲﾙﾌｫｰﾏｯﾄ : JPEG IMGFMT6 ■ 
ﾌｧｲﾙﾌｫｰﾏｯﾄ : KIM IMGFMT0  
ﾌｧｲﾙﾌｫｰﾏｯﾄ : TIFF ﾊﾞｲﾅﾘ IMGFMT1  
ﾌｧｲﾙﾌｫｰﾏｯﾄ : TIFF ﾊﾞｲﾅﾘ Grp4 圧縮 IMGFMT2  
ﾌｧｲﾙﾌｫｰﾏｯﾄ : TIFF ｸﾞﾚｰｽｹｰﾙ IMGFMT3  
ﾌｧｲﾙﾌｫｰﾏｯﾄ : 非圧縮ﾊﾞｲﾅﾘ IMGFMT4  
ﾌｧｲﾙﾌｫｰﾏｯﾄ : 非圧縮ｸﾞﾚｰｽｹｰﾙ IMGFMT5  
ﾌｧｲﾙﾌｫｰﾏｯﾄ : BMP IMGFMT8  
ﾋｽﾄｸﾞﾗﾑｽﾄﾚｯﾁ : ｵﾌ IMGHIS0 ■ 
ﾋｽﾄｸﾞﾗﾑｽﾄﾚｯﾁ : ｵﾝ IMGHIS1  
ﾉｲｽﾞ除去 : ｵﾌ IMGFSP0 ■ 
ﾉｲｽﾞ除去 : ｵﾝ IMGFSP1  
ｲﾒｰｼﾞ反転 : X 軸 IMGNVX1  
ｲﾒｰｼﾞ反転 : Y 軸 IMGNVY1  
ｲﾒｰｼﾞ回転 : 右 90° IMGROT1  
ｲﾒｰｼﾞ回転 : 右 180° IMGROT2  
ｲﾒｰｼﾞ回転 : 左 90° IMGROT3  
JPEG ｲﾒｰｼﾞ品質 (0 ~ 100) IMGJQF### 50 
ｶﾞﾝﾏ補正 (0 ~ 255) IMGGAM### 0 
ｲﾒｰｼﾞﾄﾘﾐﾝｸﾞ左座標 : (0 ~ 1279) IMGWNL### 0 
ｲﾒｰｼﾞﾄﾘﾐﾝｸﾞ右座標 : (0 ~ 1279) IMGWNR### 各機種最大値 
ｲﾒｰｼﾞﾄﾘﾐﾝｸﾞ上座標 (0 ~ 959) IMGWNT### 0 
ｲﾒｰｼﾞﾄﾘﾐﾝｸﾞ下座標 (0 ~ 959) IMGWNB### 各機種最大値 
ｲﾒｰｼﾞﾄﾘﾐﾝｸﾞﾏｰｼﾞﾝ (0 ~ 238) IMGMAR### 0 
ﾌﾟﾛﾄｺﾙ : 無し (生ﾃﾞｰﾀ) IMGXFR0  
ﾌﾟﾛﾄｺﾙ : 無し IMGXFR2 □ USB 
ﾌﾟﾛﾄｺﾙ : H-MODEM IMGXFR3  
ﾌﾟﾛﾄｺﾙ : H-MODEM 圧縮 IMGXFR4 □ RS232C 
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IMGSHP 

ﾋﾟｸｾﾙ送信: 全ﾋﾟｸｾﾙ IMGSUB1 ■ 
ﾋﾟｸｾﾙ送信: 2 ﾋﾟｸｾﾙ毎 IMGSUB2  
ﾋﾟｸｾﾙ送信: 3 ﾋﾟｸｾﾙ毎 IMGSUB3  
ﾃｷｽﾄｲﾒｰｼﾞﾌｨﾙﾀ (0 ~ 255) IMGUSH### 0 
ﾋｽﾄｸﾞﾗﾑ送信 : ｵﾌ IMGHST0 ■ 
ﾋｽﾄｸﾞﾗﾑ送信 : ｵﾝ IMGHST1  

その他 

解像度: VGA ﾓｰﾄﾞ IMGVGA1  
解像度: ﾈｲﾃｨﾌﾞﾓｰﾄﾞ IMGVGA0 ■ 
ｲﾝﾃﾘｼﾞｪﾝﾄｻｲﾝｷｬﾌﾟﾁｬ: 最適化 有効 DECBND1  
ｲﾝﾃﾘｼﾞｪﾝﾄｻｲﾝｷｬﾌﾟﾁｬ: 最適化 有効 DECBND0 ■ 
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A.1 ｺｰﾄﾞ ID 表 
 

ｼﾝﾎﾞﾙ AIM-ID AIM ﾓﾃﾞｨﾌｧｲｱ(m) ｺｰﾄﾞ ID
全ｼﾝﾎﾞﾙ   (0x99)
ｵｰｽﾄﾗﾘｱ郵便ｺｰﾄﾞ ]X0  A(0x41)
Aztec ｺｰﾄﾞ ]zm 0-9､A-C z(0x7A)
ｲｷﾞﾘｽ郵便ｺｰﾄﾞ ]X0  B(0x42)
ｶﾅﾀﾞ郵便ｺｰﾄﾞ ]X0  C(0x43)
中国郵便ｺｰﾄﾞ ]X0  Q(0x51)
ｺｰﾀﾞﾊﾞｰ(NW7) ]Fm 0-1 a(0x61)
ｺｰﾀﾞﾌﾞﾛｯｸ F ]Om 0-1,4-6 q(0x71)
ｺｰﾄﾞ 11 ]H3  h(0x68)
ｺｰﾄﾞ 128 ]Cm 0-2,4 j(0x6A)
ｺｰﾄﾞ 16K ]Km 0-2,4 o(0x6F)
ｺｰﾄﾞ 32 ﾌｧｰﾏ ]X0  <(0x3C)
ｺｰﾄﾞ 39 ]Am 0-1,3-5,7 b(0x62)
ｺｰﾄﾞ 49 ]Tm 0-2,4 l(0x6C)
ｺｰﾄﾞ 93 & 93i ]Gm 0-9､A-Z,a-m i(0x69)
ﾃﾞｰﾀﾏﾄﾘｸｽ ]dm 0-6 w(0x77)
JAN/EAN-13 ]E0  d(0x64)
EAN-13 w/拡張ｸｰﾎﾟﾝｺｰﾄﾞ ]E3  d(0x64)
JAN/EAN-8 ]E4 D(0x44)
GS1 ｺﾝﾎﾟｼﾞｯﾄ ]em 0-3 y(0x79)
GS1 Databar ]em 0 y(0x79)
ｲﾝﾀｰﾘｰﾌﾞﾄﾞ 25 ]Im 0-1,3 e(0x65)
日本郵便ｺｰﾄﾞ(ｶｽﾀﾏﾊﾞｰｺｰﾄﾞ) ]X0  J(0x4A)
KIX 郵便ｺｰﾄﾞ ]X0  K(0x4B)
韓国郵便ｺｰﾄﾞ ]X0  ? (0x3F)
ﾏﾄﾘｸｽ 25 ]X0  m(0x6D)
ﾏｷｼｺｰﾄﾞ ]Um 0-3 x(0x78)
MICR E-13B ]ZE “(0x22)
ﾏｲｸﾛ PDF417 ]Lm 3-5 R(0x52)
MSI ]Mm 0 g(0x67)
OCR-A ]o1 O(0x4F)
OCR-B ]o2 O(0x4F)
OCR US Money ﾌｫﾝﾄ ]o3  O(0x4F)
SEMI ﾌｫﾝﾄ ]o3  O(0x4F)
PDF417 ]Lm 0-2 r(0x72)
Planet ｺｰﾄﾞ ]P0  L(0x4C)
Plessey ｺｰﾄﾞ ]P0  n(0x6E)
PosiCode ]pm 0-2 W(0x57)
Postnet ]X0  P(0x50)
QR ｺｰﾄﾞ ]Qm 0-6 s(0x73)
ｽﾄﾚｰﾄ 25 IATA ]Rm 0-1,3 f(0x66)
TLC39 ]L2 T(0x54)
Telepen ]Bm 0-2,4 t(0x74)
Trioptic ｺｰﾄﾞ ]X0  =(0x3D)
GS1-128 ]C1 I(0x49)
UPC-A ]E0 c(0x63)
UPC-A ｱﾄﾞｵﾝ/UPC-A w/拡張ｸｰﾎﾟﾝｺｰﾄﾞ ]E3  c(0x63)
UPC-E, UPC-E1 ]E0  E(0x45)
UPC-E ｱﾄﾞｵﾝ ]E3  E(0x45)
Veri ｺｰﾄﾞ ]X0  v(0x76)
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A.2 ｷｰﾎﾞｰﾄﾞｺｰﾄﾞ対応表 
 

ﾌｧﾝｸｼｮﾝｷｰ対応表 (AT, PS/2, DOS/V) 
 0 1 2 3 4 5 6 7 
0  F11 SP 0 @ P ` p 
1 Enter* HOME ! 1 A Q a q 
2 CAPS LOCK Print “ 2 B R b r 
3 ALT make BS # 3 C S c s 
4 ALT break Back TAB $ 4 D T d t 
5 CTRL make F12 % 5 E U e u 
6 CTRL break F1 & 6 F V f v 
7 Enter F2 ‘ 7 G W g w 
8  F3 ( 8 H X h x 
9 TAB F4 ) 9 I Y I y 
A  F5 * : J Z j z 
B TAB F6 + ; K [ k { 
C DEL F7 , < L ¥ l | 
D Enter F8 - = M ] m } 
E INS F9 . > N ^ n ~ 
F ESC F10 / ? O _ o  

 
CTRL+ASCII 対応表 (AT, PS/2, DOS/V) 

 0 1 2 3 4 5 6 7 
0 CTRL+@ CTRL+P SP 0 @ P ` p 
1 CTRL+A CTRL+Q ! 1 A Q a q 
2 CTRL+B CTRL+R “ 2 B R b r 
3 CTRL+C CTRL+S # 3 C S c s 
4 CTRL+D CTRL+T $ 4 D T d t 
5 CTRL+E CTRL+U % 5 E U e u 
6 CTRL+F CTRL+V & 6 F V f v 
7 CTRL+G CTRL+W ‘ 7 G W g w 
8 CTRL+H CTRL+X ( 8 H X h x 
9 CTRL+I CTRL+Y ) 9 I Y I y 
A CTRL+J CTRL+Z * : J Z j z 
B CTRL+K CTRL+[ + ; K [ k { 
C CTRL+L CTRL+¥ , < L ¥ l | 
D CTRL+M CTRL+] - = M ] m } 
E CTRL+N CTRL+^ . > N ^ n ~ 
F CTRL+O CTRL+- / ? O _ o  

 

 太点線で囲まれた部分はﾌｧﾝｸｼｮﾝｷｰ及び CTRL+ASCII ｷｰを意味します。 
これらは一部の機種で正しく動作しない場合があります。 

 CR*は、ﾃﾝｷｰﾊﾟｯﾄﾞの ENTER ｷｰを意味します。 
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A.3 ASCII ｺｰﾄﾞ表 
 

ASCII ｺｰﾄﾞ表 
 0 1 2 3 4 5 6 7 
0 NUL DLE SP 0 @ P ` p 
1 SOH DC1 ! 1 A Q a q 
2 STX DC2 “ 2 B R b r 
3 ETX DC3 # 3 C S c s 
4 EOT DC4 $ 4 D T d t 
5 ENQ NAK % 5 E U e u 
6 ACK SYN & 6 F V f v 
7 BEL ETB ‘ 7 G W g w 
8 BS CAN ( 8 H X h x 
9 HT EM ) 9 I Y I y 
A LF SUB * : J Z j z 
B VT ESC + ; K [ k { 
C FF FS , < L ¥ l | 
D CR GS - = M ] m } 
E SO RS . > N ^ n ~ 
F SI US / ? O _ o DLE
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A.4 ﾒﾝﾃﾅﾝｽ 
 
読取窓のｸﾘｰﾆﾝｸﾞ 
ｲﾒｰｼﾞｬの読取窓が汚れていると、ｺｰﾄﾞの読み取りに時間がかかったり、読めな

くなる場合があります。定期的にｱﾙｺｰﾙなどを湿らせた柔らかい布で拭くよう

にしてください。 
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A.5 ﾄﾗﾌﾞﾙｼｭｰﾃｨﾝｸﾞ 
 
電源が入らない 
 

 ｹｰﾌﾞﾙは正しく接続されていますか？ 
 AC ｱﾀﾞﾌﾟﾀ (RS232C ﾀｲﾌﾟ)は正しく接続されていますか？ 
 PC の電源 (ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ/USB ﾀｲﾌﾟ)は入っていますか？ 

 
ｺｰﾄﾞ(ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ･二次元ｺｰﾄﾞ･OCR ﾌｫﾝﾄ)を読み取らない 
 

 対象のｺｰﾄﾞの品質は悪くないですか？ 汚れたｺｰﾄﾞ、劣化したﾘﾎﾞﾝ

で印刷したｺｰﾄﾞ、複写したｺｰﾄﾞなど、品質の悪いｺｰﾄﾞは読取不良

や誤読の原因となりますので避けてください。 
 対象のｺｰﾄﾞ種を読み取れるように設定していますか？ 
 ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄが付加されていないｺｰﾄﾞに対して、ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ有り

と設定していませんか？ 
 読取窓は汚れていませんか？ 

 
ｺｰﾄﾞ(ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ･二次元ｺｰﾄﾞ･OCR ﾌｫﾝﾄ)を読み取りづらい 
 

 対象のｺｰﾄﾞの品質は悪くないですか？ 品質の悪いｺｰﾄﾞは読取不

良や誤読の原因となります。 
 読取窓は汚れていませんか？ 

 
PC にﾃﾞｰﾀが入らない 
 

 ｹｰﾌﾞﾙは正しく接続されていますか？ 
 ﾜｲﾔﾚｽｲﾒｰｼﾞｬとﾍﾞｰｽｽﾃｰｼｮﾝのﾘﾝｸは正しく確立されていますか？ 
 Bluetooth ﾄﾞﾝｸﾞﾙと正しく SPP 接続を確立できていますか？ 
 ｲﾒｰｼﾞｬの設定は間違っていませんか？ 

本書｢4.2 ｲﾒｰｼﾞｬの簡単ｾｯﾄｱｯﾌﾟ｣を参考にｲﾒｰｼﾞｬの再初期化を行っ

た後、PC の電源を再立ち上げしてください。 
 
症状に変化がない場合は、弊社又はお近くの販売店までご連絡ください。 
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A.6 ｻﾝﾌﾟﾙｺｰﾄﾞ 
 

ｻﾝﾌﾟﾙﾊﾞｰｺｰﾄﾞ/二次元ｺｰﾄﾞ/郵便ｺｰﾄﾞ/OCR ﾌｫﾝﾄ 
 

UPC-A ｲﾝﾀｰﾘｰﾌﾞﾄﾞ 25 

0 12345 67890 5 1234567890  
 
 
 

ｺｰﾄﾞ 128 EAN/JAN-13 

C o d e 1 2 8    9 780330 290951  
 
 
 

ｺｰﾄﾞ 39 ｺｰﾀﾞﾊﾞｰ(NW7) 

* C O D E 3 9 *  A 1 3 5 7 9 B  
 
 
 

ｺｰﾄﾞ 93 ｺｰﾄﾞ 25 

1 2 3 4 5 6 - 9 $  1 2 3 4 5 6  
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ｻﾝﾌﾟﾙﾊﾞｰｺｰﾄﾞ/二次元ｺｰﾄﾞ/郵便ｺｰﾄﾞ/OCR ﾌｫﾝﾄ 
 

PDF417 ﾏｲｸﾛ PDF 

          
 
 

QR Aztec 

 
 
 

ﾏｷｼｺｰﾄﾞ ﾃﾞｰﾀﾏﾄﾘｸｽ 

 
 
 
 

日本郵便ｺｰﾄﾞ(ｶｽﾀﾏﾊﾞｰｺｰﾄﾞ) 

 
 
 
 

OCR-B ﾌｫﾝﾄ 

ISBN4-8169-1489-7 

 

 
OCR-B ﾌｫﾝﾄ 

55836540 
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修理依頼書 
 
修理を依頼される場合は、下記の用紙に必要事項を記入し、修理品と一緒に販

売店へご返送ください。尚、修理は全てｾﾝﾄﾞﾊﾞｯｸ方式で行います。現地での出

張修理などは一切行いません。 
 

修理依頼書 

依頼日  

会社名  

部署名  

担当者  

メールアドレス  

電話番号  ＦＡＸ番号  

ご住所  

 

 

販売店名  ご購入日  

製品型番 (名称)  

製造番号 (S/N)  

付属品 ケーブル[                  ]･ＡＣアダプタ 

トラブルの症状を詳しく記入してください。 

また、症状を確認するために必要なバーコードラベルや磁気カード等があれ

ば、修理品に添付してお送りください。 

 

 

 

症状発生頻度 ： □ 常に起こる □ 1 日に [    ]回程度 

インターフェイス ： □ キーボード  □ RS232C   □ USB 

  □ その他 [                    ] 

接続ホスト ： メーカー [                    ] 

  型番 [                    ] 

その他、使用状況を記入ください。 

 

 

 

返送先  

 

 

見積・請求先  

 

 

スポットサービス時は、修理見積後に修理をキャンセ

ルされた場合に限り、見積料として弊社所定の料金を

申し受けます。ご了承いただける場合は、押印の上、

修理品に添付してご返送ください。 

ご確認印 

拡大コピーしてお使いください 
 


